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第１８３回鳥取県医師会（臨時）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２２年１０月２１日（木）

午後４時～午後４時２０分

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代議員の総数
４６名

４．出席代議員数
２９名

５．出席の役員等
岡本会長、富長副会長

渡辺・吉中・明穂・笠木・魚谷各常任理事

武田・吉田・井庭・米川・清水・村脇・

岡田各理事、新田・石井両監事

長田顧問

６．会 議 の 状 況
〈板倉副議長〉

失礼致します。私、副議長の板倉でござい

ます。

去る９月３０日付けをもって、池田議長から

議長並びに代議員の辞任届けが提出され、受

理されましたので、本日の代議員会は私が議

長を務めさせていただきます。

また、池田代議員の後任につきましては、

中部医師会より森尾泰夫先生が就任されまし

た。

それでは、ただいまから第１８３回鳥取県医

師会臨時代議員会を開会致します。

まず、事務局より資格確認をお願い致しま

す。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４６名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は２９名で、

過半数の出席でございます。以上、ご報告致

します。

〈板倉副議長〉

過半数の出席ですので、本会議は成立致し

ます。

次に議事録署名人の選出でございますが、

慣例により、議長にご一任願えますか。

［「異議なし」］

それでは、２４番・西田法孝代議員、２９番・

飛田義信代議員のお二方にお願い致します。

それでは、日程に従いまして、「会長挨拶」

をお願い致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は第１８３回

鳥取県医師会臨時代議員会を開催致しました

ところ、大変お忙しい中、ご出席いただきま

して誠に有難うございます。

本日の代議員会の議事は、次第のとおり議

長並びに副会長の補欠選挙であります。

ここで、経過についてご報告致します。

実は、副会長でありました天野道麿先生か

ら去る７月２７日、書面をもって、一身上の都

合により副会長を辞任したい旨の辞表の提出

がございました。私としては、天野先生は本

年４月に副会長にご就任されたばかりですし、

しばらく時間を置いて、じっくりお考え下さ

いとして、辞表は「会長預かり」ということ

に致しました。そして、８月１９日の理事会に

おいて、皆さんに相談したところ、ほとんど

全員の役員から慰留すべきだとのご意見をい

ただきました。

そこで、私が８月３１日、医師会館から天野

先生へ電話を差し上げて、心情等についてお

伺いしました。その間、池田中部医師会長が

対応して下さっており、役員の慰留の気持ち

を十二分にご説明しましたが、天野先生は辞

意の気持ちが大変固いことから、あきらめざ

るを得ないということで電話を一旦切りまし

た。そして池田会長とご相談して、８月３１日

付けをもって辞表を受理することにした次第

であります。

私と致しましては、３期目がスタートした

ばかりですので、副会長さんにはお世話にな

らないといけない職責ですので、このまま１

年半、副会長欠員のままでは会務執行は困難

と判断致しまして、今回、副会長の補欠選挙

を行うべく、代議員会を開催した次第であり

ます。何卒、ご理解をお願い致します。

それから、代議員会の開催通知を出しまし

てから、中部の池田先生から議長並びに代議

員の辞任届けの提出がございました。追加の

補欠選挙として議長選挙も併せてお願いした

いと思いますので、よろしくお願い致します。

以上、経過をご報告申し上げまして開会の
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ご挨拶とさせていただきます。ありがとうご

ざいます。

〈板倉副議長〉

どうもありがとうございました。ただいま

の岡本会長の挨拶につきまして、ご質問、ご

意見はございませんか。

それでは、「補欠選挙」に移ります。

ただいま、岡本会長のご挨拶にありました

とおりで、まず、はじめに、議長の補欠選挙

を行いたいと思います。

ただいままでに文書等をもって立候補を表

明された方はございません。どなたか、ここ

で立候補される方はございませんか。

〈２０番：安梅代議員〉

２０番、中部の安梅です。私が立候補する訳

ではございませんが、ご提案申し上げたいと

思います。

社会一般的に議長が欠けた場合は、副議長

がその職務を全うするということが普通であ

ると思います。そこで、議長には板倉副議長

を、そして、後任の副議長には西部医師会長

の野坂先生が適任と思いますので、ご提案致

します。よろしくお願い致します。

〈板倉副議長〉

ただいま、安梅代議員からご提案がありま

したが、その他、ご意見はございませんか。

ないようでございますので、お諮り致しま

す。

ただいまご提案のとおり、不肖、私、板倉

和資を議長当選人として、そして私の後任の

副議長には野坂美仁先生を副議長当選人と決

定することにご異議はございませんか。

［「異議なし」］

〈板倉議長〉

ありがとうございました。そのように決定

致します。

それでは、改めて議長としてご挨拶を申し

上げます。

この度は突然池田議長の退任がありまして

図らずも私が議長を引き受けることになりま

した。もとより微力ではございますが、一生

懸命頑張って会の発展のために尽くしていき

たいと思います。どうか皆様方のご協力、ご

支援をよろしくお願い致します。以上です。

それでは、野坂副議長、ご挨拶をお願い致

します。

〈野坂副議長〉

野坂です。板倉議長を補佐して任務を全う

したいと思いますので、よろしくお願いしま

す。

〈板倉議長〉

ありがとうございました。

それでは、議事を進めます。

引き続きまして、副会長の補欠選挙を行い

ます。

選挙します副会長の定員は１名でございま

す。これに対しまして届出の候補者は１名で

ございますので、定款施行細則第２３条の規定

によりまして、投票を行わず、池田宣之君を

副会長当選人と決定してよろしいでしょうか。

［「異議なし」「拍手」］

それでは、「異議なし」と認め、池田宣之

君を副会長当選人と決定致します。

なお、任期は、前任者の残任期間となりま

すので、当選の本日から平成２４年３月３１日ま

でとなります。

それでは、当選されました池田副会長から

ご挨拶をいただきます。

〈池田副会長〉

中部の池田です。この度、ただいまの代議

員会で県医師会の副会長に当選させていただ

きまして、ありがとうございましたと言って

いいのか、非常に責任の重さを感じておりま

す。地区医師会、それから県医師会、今後棲

み分けしなければならない部分が多々あろう

かとは思いますが、岡本会長はじめ先輩役員

の先生方の協力を得て出来る限り、鳥取県の

医療・福祉に少しでも役に立てばと考えてお

ります。加えて代議員の先生方の協力、助言

をよろしくお願い致します。簡単ですけれど

も挨拶とさせていただきます。よろしくお願

いします。

〈板倉議長〉

ありがとうございました。

以上をもちまして、本日の議事は終了しま

したが、その他、ご発言はございませんか。

ないようですので、閉会にあたり、岡本会

長よりご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

本日は、副会長並びに正副議長の人事を決

めていただきまして、誠にありがとうござい

ました。議事としては少ない代議員会ではご
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ざいましたが、人事というものは非常に重要

な議事でありますので、ご理解をお願い致し

ます。

池田副会長におかれましては、中部医師会

長との兼任となりますが、今後は鳥取県医師

会発展のためにご尽力いただきたいと思って

おります。また、板倉議長並びに野坂副議長

におかれましては、代議員会の活性化、ある

いは県医師会の発展に、これまで以上のご理

解を賜りたいと思っております。

いろいろ申し上げることがございますが、

本日は時間も決まっておりますので、次の機

会にまた、お話ししたいと思います。本日は、

どうもありがとうございました。

［拍手］

〈板倉議長〉

ありがとうございました。

それでは、以上をもちまして、第１８３回鳥

取県医師会臨時代議員会を閉会致します。今

日は、皆さんありがとうございました。

［拍手］

［午後４時２５分閉会］

第１８３回鳥取県医師会臨時代議員会

［理事（会長）］ 岡 本 公 男 印

［議 長］ 板 倉 和 資 印

［署名人］ 西 田 法 孝 印

［署名人］ 飛 田 義 信 印
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第１８３回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

と き 平成２２年１０月２１日（木） 午後４時

ところ 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．補 欠 選 挙
� 議 長 � 副 会 長 １名

６．閉 会
※この次第は９月３０日、議長の補欠選挙を追加し

たものです。

第１８３回鳥取県医師会（臨時）代議員会名簿

平成２２年１０月２１日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 吉 田 泰 之 ３３ 西部 左 野 喜 實

２ 〃 福 島 明 １８ 中部 森 尾 泰 夫 ３４ 〃 角 賢 一

３ 〃 松 浦 喜 房 １９ 〃 石 田 浩 司 ３５ 〃 中 曽 庸 博

４ 〃 安 陪 隆 明 ２０ 〃 安 梅 正 則 ３６ 〃 長谷川 真 弓

５ 〃 石 谷 暢 男 ２１ 〃 青 木 哲 哉 ３７ 〃 木 村 秀一朗

６ 〃 尾 � 眞 人 ２２ 〃 湯 川 喜 美 ３８ 〃 永 井 小 夜

７ 〃 加 藤 大 司 ２３ 〃 山 本 敏 雄 ３９ 〃 藤 瀬 雅 史

８ 〃 小 林 恭一郎 ２４ 〃 西 田 法 孝 ４０ 〃 稲 賀 潔

９ 〃 杉 山 長 毅 ２５ 〃 石 津 吉 彦 ４１ 〃 小 酒 浩

１０ 〃 下 田 光太郎 ２６ 西部 野 坂 美 仁 ４２ 〃 松 野 充 孝

１１ 〃 竹 内 勤 ２７ 〃 神 鳥 高 世 ４３ 大学 井 上 貴 央

１２ 〃 田 中 紀 章 ２８ 〃 作 野 嘉 信 ４４ 〃 長谷川 純 一

１３ 〃 福 永 康 作 ２９ 〃 飛 田 義 信 ４５ 〃 小 川 敏 英

１４ 〃 麻 木 宏 栄 ３０ 〃 安 達 敏 明 ４６ 〃 岸 本 拓 治

１５ 〃 三 宅 茂 樹 ３１ 〃 辻 田 哲 朗

１６ 〃 西土井 英 昭 ３２ 〃 小 林 哲
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鳥取県医師会役員補欠選挙 候補者一覧

（任期：平成２２年１０月２１日～平成２４年３月３１日）

【順序は受付順による】

◇副会長候補者 １人（定数１人以内）

１．池 田 宣 之（中部：倉吉市）

【副会長候補者】

順位 氏 名 所属医師会 住 所 主な診療科

１ 池 田 宣 之 中部医師会
倉吉市宮川町１７６―１１
池田整形外科医院

整 形 外 科
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第１８４回鳥取県医師会（定例）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２３年３月１９日（土）

午後５時１０分～午後６時２０分

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代 議 員 総 数
４６名

４．出席代議員数
４０名

５．出席の役員等
岡本会長、池田副会長

渡辺・吉中・明穂・笠木・魚谷各常任理事

武田・吉田・井庭・米川・清水・岡田各理事

新田・石井各監事

入江・長田両顧問

６．議 決 事 項
次の７議案について原案通り可決、承認し

た。

第１号議案 平成２２年度鳥取県医師会共済

会収支決算承認ならびに清算

について

第２号議案 平成２３年度鳥取県医師会事業

計画（案）について

第３号議案 平成２３年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について

第４号議案 平成２３年度鳥取県医師会一般

会計収支予算（案）について

第５号議案 平成２３年度鳥取県医師会会館

修繕積立金会計収支予算（案）

について

第６号議案 平成２３年度鳥取県医師会生命

保険取扱特別会計収支予算

（案）について

第７号議案 平成２３年度鳥取県地域産業保

健センター収支予算（案）に

ついて

７．会 議 の 状 況
〈板倉議長〉

それでは、午後５時１０分になりましたので、

ただいまから第１８４回鳥取県医師会定例代議

員会を開催致します。まず、事務局より資格

確認をお願いします。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４６名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は４０名で、

過半数の出席でございます。以上、ご報告致

します。

〈板倉議長〉

過半数の出席ですので、会議は成立致しま

す。

最初に議事録署名人の選出でございますが、

これまでの慣例にならって議長に一任願えま

すか。

［「異議なし」と言う声あり］

有難うございます。それでは、９番・杉山

長毅代議員、２２番・湯川喜美代議員のお二方

にお願い致します。

では、日程に従いまして、岡本会長の挨拶

をお願い致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は、第１８４

回鳥取県医師会定例代議員会を開催致しまし

たところ、大変お忙しいなか、ご出席を賜り

まして誠に有難うございます。

まずは、去る３月１１日に発生しました東北

地方太平洋沖地震で犠牲となった方々のご冥

福をお祈り申し上げますとともに、被災され

た皆様そのご家族の方々に対しまして心より

お見舞い申し上げたいと思います。そこで、

震災でお亡くなりになった方々のご冥福をお

祈りし、黙祷を捧げたいと思います。板倉議

長、よろしくお願い致します。

〈板倉議長〉

それでは、黙祷を捧げたいと思います。全

員、起立をお願いします。

黙祷始め。

黙祷終わります。有難うございました。岡

本会長、続けて下さい。

〈岡本会長〉

どうも有難うございました。挨拶を続けさ

せていただきます。

本日の主な議案は、平成２２年度共済会収支

決算承認ならびに清算についてと、平成２３年

度事業計画案及びそれに伴います収支予算案

等４議案、会費賦課減免申請の承認でござい

ます。詳細につきましては、後程、担当役員

が説明致しますので、慎重審議の上、何卒ご
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承認を賜りますようよろしくお願い致します。

さて、折角の機会ですので、最近の動向等

について少しお話し申し上げます。

この度の震災に関してですが、日本医師会

からJMATの募集がありました。これは医師

１人とあとは看護師２人、事務１人で１チー

ムを形成して被災地に行き、救護活動をして

もらえないかということで、東部、中部、西

部の医師会にお諮りしたところ、西部の方か

ら、まずお一人の先生が名乗りをあげて下さ

いました。それを日本医師会の方に聞いたと

ころ、少し待ってくれないかということで、

その段階では行政の方もそのうちに医師会に

お願いしないといけないことがあるという話

をいただいておりました。日医も行政と相談

して下さいということだったのですが、その

後、医師２人と看護師１人という形でチーム

を組めないかと西部医師会からのお話がござ

いまして、日本医師会に連絡致しましたとこ

ろ、日程が限定されているので、マッチング

がうまくいけばお願いしたいとの返事で、今

交渉しているところです。今後、先生方がボ

ランティアしていただくことを大変うれしく

思っておりますので、また皆さんに誘いかけ

ていただければ有難いと思います。

さて、今我々のところで一番問題になって

いるのが、産業保健の関係でして、まず地域

産業保健センターの件です。これまで東部・

中部・西部で運営されていた地産保センター

につきましては、平成２２年度に県医師会が一

括受託させていただきました。東部・中部・

西部の先生方の御協力をいただきまして、何

とか１年間業務が遂行出来たと思います。と

ころが、平成２３年度は全国で約１５％予算を減

額するということで、鳥取県の場合は７％減

で済みましたが、だんだん国の状況も苦しく

なっているということと、減額出来るところ

は減額しようということで、文句を言わない

ところはもう切ろうという姿勢で来ているよ

うに感じてなりません。とは申しましても、

５０人未満の小規模事業所のための産業医活動

をしっかり支えていく必要があるのではない

かということで、来年度も受託して頑張って

いこうと思っております。

もう１点は、産業保健推進センターですが、

鳥取県は４７都道府県のなかで４７番目に設置さ

れて、初代の所長は長田前会長でしたが、こ

れも事業仕分けにあって全国で３分の１くら

いにしようではないかという話になりました、

まず、平成２３年度から７つ減らすということ

になり、鳥取県はこのなかに入りましたが、

同ブロックの中国・四国ではなくて兵庫県と

合併ということになりました。その話が来た

時には兵庫県の産業保健推進センターの鳥取

出張所という名前で、所長も置かずに連絡員

を１人置いて、あとはいろいろ学問的なこと

はやっていただきたいということでした。そ

れからメンタルヘルスは今までどおりにやる

ということで、言ってみれば勝手な話でござ

いまして、受ける必要はないのではないかな

ということで、それであれば県医師会は協力

出来ないというお話をしました。他の県もか

なりあったようですが、鳥取県はとにかくそ

ういうものは要りませんと主張しました。

私に意見を述べてくれということで、逆に

産業保健推進センターを地産保センターへ併

合して事業を行ってはどうかという話をして

おったところ、つい先日、これまでと同じよ

うな形で残しますと説明がありました。ただ、

今までの推進センター事務所は広くて大変優

雅なところにありましたが、規模は小さくさ

せてくれということと、兵庫県産業保健推進

センター鳥取出張所ではなく、鳥取産業保健

推進連絡事務所ということで、所長も職員も

置くということになりました。少し発展した

と思っております。なお、この事業は産業医

の勉強会に多大な貢献をしております。前か

ら産業医研修会をしていただいており、今後

とも続けていきたいと思っております。

ただ、今までは日医認定産業医を取得する

までの研修も出来たのですが、これからは認

定産業医が更新するために必要な単位を取得

するための研修しか出来ないことになりまし

たので、仕事量は減ってくるのではないかと

思っております。メンタルヘルスに関しまし

ては、これまで以上に力を入れていきたいと

いうことで、連絡事務所にメンタルヘルス支

援センターを併設していくということです。

それから地域医療再生計画ですが、これは

東部・中部・西部の会長さんも出席されてい

る会議がありまして、５０億円とその後に追加

された１５億円をどういう区分で使っていくか
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ということで、何にいくら必要かということ

です。将来の医師が顧みた時、地域医療のた

めに本当にその当時の鳥取県医師会の役員は

きちんとした仕事をしたのかと問われること

となるわけです。医師の養成や、看護職員等

の医療関係者の養成もございます。それから

いわゆる腫瘍専門看護師であるとか、いろい

ろたくさんの看護師さんの養成も必要になっ

てくるということで、養成するために金がた

くさん必要になります。御存知のように、鳥

大医学部に地域枠で結構な金額も入っており、

人数も増やさないといけないなということで、

それはやむを得ないかと思います。

もう一方では、救急が手狭になっています。

産婦人科や小児科を通しての救急もうまく

いっていないので、少し予算をつけようとい

うことになりました。そして、それぞれの拠

点病院とは申しませんが、個々の病院で医療

の設備をきちんとして、希望に応じて少しず

つ配分していこうということで割り振りしま

して、予算をつけております。まだ決まった

わけではありません。５０億円の分はもう済ん

でいますが、１５億円の分は初め３月１５日ぐら

いに締めて、厚労省に提出することになって

おりましたが、２カ月遅らせるような格好で、

５月１５日までに決めていこうということに

なっております。

まだまだ、予算が決まっていませんが、も

う１点、その５０億円の部分も不透明と言えば

不透明なのですが、たくさんお金が要る事業

もございますので、その事業もぜひこの度見

直しした方がいいのではないかなということ

で鋭意努力しているところです。県は行政と

してこうだということではなくて、あくまで

も委員会あるいは医療審議会できちんと決め

て欲しいということで進んでいるところです。

もう１点申し上げておかなければならない

こととして、公益法人があります。公益法人

は確かに今は宙ぶらりんな状態でして、公益

法人をとるのか一般法人をとるのかというこ

とですが、どちらをとるに致しましても、き

ちんとした整理をして仕事をするのに、大体

同じくらいの費用が要るわけです。ですから

公益法人をとるべきではないかなと私は思っ

ておりますし、その方向で進んでいって、そ

れが無理であり、何らかの支障があると皆さ

んに言われるようなことがございましたら、

理事会で諮ったり、もう一回代議員会でお諮

りしてどちらをとるかということは決めよう

と思っております。公益法人を進めていくう

えでの手続きを医師会や委員会、個人的に

やっていっても、なかなか専門的な用語があ

りますので、うまく進んでいきません。そこ

でコンサルタント会社に一応お願いしました。

その段階では、東部・中部・西部の医師会に

も、一緒にしませんかと投げかけましたが、

県医師会だけで進めてくれということになっ

ているようで、鋭意努力しながら進めている

ところです。

以上で少々長話になりましたが、開会にあ

たっての挨拶と致します。

〈板倉議長〉

有難うございました。ただいまの会長挨拶

につきまして、発言がありましたら挙手をお

願い致します。７番、加藤代議員。

〈７番：加藤代議員〉

７番、加藤です。先程会長は、三陸の被災

者の方々に黙祷を捧げられました。皆さん御

存知のように今日は懇親会を中止されました。

被災地の方々に思いをはせての御決断だと思

いますが、その英断に対して敬意を表します。

日医の義援金を募集されておりますが、皆

さん御存知かと思いますけれども、医療業界

もそれなりに対応しております。ちょっと調

べてみましたが、これはただ余談でございま

すけれども、武田は日赤を通じて３億拠出さ

れております。あと、１億出したのが三共と

か塩野義、杏林、田辺、三菱、アステラス、

アストラゼネカ、中外、科研といったところ

はみんな１億でございます。大鵬とか持田と

か明治とかエーザイとか大塚、大正とかは今

のところ出しておりません。

そういうところでけちるようなところは、

もう薬を使わない方がいいと思いますけれど

も、ちょっと面白かったのは三共と塩野義で

すが、その１億以外にマッチングギフト制と

いう制度を併用されておりまして、それは社

員に寄附金、義援金を募集して、集まった額

に会社が同額を上乗せして拠出するという制

度だそうでございます。ちなみに、塩野義は

プラス２千万円を拠出されています。

日医も義援金を集められるのはいいですけ
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れども、会員の懐だけを当てにするのではな

くて、このマッチングギフト制を利用された

らいかがかと思います。一つの考えでござい

ます。それだけです。

〈岡本会長〉

どうも有難うございました。大変良いこと

だと思いますので勉強になりました。考えて

おきますし、それから日医にも伝えたいと思

います。有難うございました。

〈板倉議長〉

その他、ございませんでしょうか。それで

は、ないようですので、５番の議事に移りま

す。

第１号議案「平成２２年度鳥取県医師会共済

会収支決算承認ならびに精算について」を上

程致します。執行部の説明をお願いします。

魚谷常任理事、よろしくお願いします。

〈魚谷常任理事〉

それでは説明させていただきます。お手元

の議案書４頁をご覧下さい。

［以下、議案書により説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ただいまの説明につ

きまして、何かご質問はございませんでしょ

うか。

ないようですので、採決に移ります。

第１号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

有難うございます。「挙手多数」と認めま

す。よって、第１号議案は原案通り可決され

ました。

続いて、第２号議案「平成２３年度鳥取県医

師会事業計画案について」を上程致します。

執行部の説明をお願いします。池田副会長、

よろしくお願いします。

〈池田副会長〉

副会長の池田でございます。それではご説

明致します。議案書７頁をご覧下さい。

［以下、議案書により説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ただいまの説明につ

きまして、何かご質問はございませんでしょ

うか。

〈２６番・野坂代議員〉

２６番、西部の野坂です。基本方針のところ

に、国の平成２１年度補正予算で創設された地

域医療再生基金に積極的に関与していくとい

う部分がありましたけれども、その後にあり

ました事業計画のなかの具体的な事項には、

テレビ会議システムが入るというところに一

言あるだけで、あと何もないように感じまし

た。昨年度の５０億、それから今回の１５億に関

しても県医師会として、例えば県の方への積

極的な関与というところが見えなくて残念に

思っている部分もあるのですが、ここの部分、

具体的に今度こういうものをする、あるいは、

例えば鳥取県医師会総研みたいなものでも

あって、この鳥取県の医療の政策を県医師会

の方で指導して県の医療政策課と定期的に、

何かもっとわかる形で目標を作って計画が出

来るような形がとれないかということをお聞

きしたいのですが。

〈岡本会長〉

有難うございます。確かに県医師会が使っ

ているお金は少なく、先生がおっしゃいまし

たように、テレビ会議システムが主たるとこ

ろでして、これもある方面から文句を言われ

ながら何とかとれたという格好でございます。

ただ、御存知のように日医総研でもそんな

にうまくいっているわけではございません。

鳥取県医師会が総研を持ったとして、我々が

発信するほどの力を持つためには相当なお金

も要るし、人も要るということになりますと、

会員の皆さんにかえって無理強いすることに

なるのではないかと思います。ボランティア

はどうしても必要になってまいりますが、ボ

ランティアばかりではなかなかうまくいきま

せん。ですから、それに、お金はつくではな

いかとおっしゃいますが、お金がつくのはあ

くまでも医療再生基金でございますので、期

間限定のものであり、救急であったり、それ

から人がいないところに人を配備するとか、

学生さんを増やすとかです。私が考えたとこ

ろでは、我々がお金を配分してもらって使う

という考え方より、まずは医師を多くしま

しょう、皆さんを育てるのは、我々もそれは

もちろん先生がおっしゃりたいのもわかりま

すし、地域医療を我々も頑張っていきたいと

思います。講座とかいろいろなことは協力し

てまいりますが、それに対してお金が要ると

は思いません。限られた財源を取り合って喧
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嘩するのもどんなものでしょう。

〈２６番・野坂代議員〉

先程の総研という言い方は悪かったのかな

と思いますが、特に県医師会と県の医療政策

課とのすり合わせという部分を考えてもらえ

ればと思うのですけれども、会長以下、県の

福祉保健部と綿密にお話しされていることは

十分承知しています。承知の上でですが、例

えばこの地域医療再生基金の５０億の部分、事

業のアウトラインが決まってこれだけのこと

をしますよという、僕らもワーキンググルー

プである程度聞いたなかで、時間が短かった

というところはありますが、各項目について

は予算額、県から示された計画、地域医療協

議会の方にぽんと出てきた時に、何でここに

これだけのお金なのという部分の説明が僕ら

にはなかったです。実際にやってみようと

思った時には、本当にこれだけ要るのという

ような高いお金がついていたり、削られた部

分の事業も結構あって、そこのところにもう

ちょっと県として、県医師会として関与して

いただきたいと思います。

この１５億のことに関しても同じような状況

が起きていまして、一昨日、西部の保健局で

も話をしたのですけれども、この計画案策定

まではいいのです。その後の各項目に予算を

割振っていく段階で、何でここにこれだけ、

ここに足りない、少ないという部分を、もう

ちょっと現場の意見を聞いていただきたいな

というのが県への要望です。そこに県医師会

として関与が出来ないのかなというところな

のです。

〈岡本会長〉

よくわかります。ただ、我々と致しまして

は、医療懇話会や、いろいろな会で県とは話

し合いを持っておりますし、先生がおっしゃ

りたいのが、いわゆる情報の電子カルテシス

テムだと思うのですが、莫大なお金が要って、

それからそれの運営に多額のお金が要ります。

私もばからしいということで大分文句を言い

ました。ただ、それはもう予算がついてし

まっているからしようがないということだっ

たのですが、ただ今、中身を見直そうという

ことになっていますので、決して決まってい

るわけではございません。ただ、そういう形

で、時間がなかったものですから、お金をい

ただくためには何かをするということで、大

きなお金を出すわけです。ですから、確か５

億３，０００万がそっちに充てられて、それから

それの運営のために１８億というものがありま

す。しかし、これはあくまでも会員の皆さん

が電子カルテを作る時に半分補助することに

１８億は充てられておるわけです。ですから、

それが必要でなかった場合には、違う分野に

当然お金を有効利用することは当然のことで

す。

先程、非常に歯切れが悪かったのはその辺

でございまして、先生がおっしゃるように何

で５億３，０００万、それから１８億というものに

文句を言わないかと。十分文句を言っており

ますし、これはとてものめないということも

言っていますが、ただそういうふうにして

とってこないとしようがなかったのです。と

ころが我々が、ではこういうもので１０億要り

ますと言っても、それはなかなか言い過ぎに

なってしまうのではないかなという面がござ

いましたので、あの時は確か３カ月ぐらいの

間に決まったわけですから、なかなか難し

かったというのが現実です。先生は恐らく御

理解いただいていると思いますが、そういう

ところでございますのでよろしくお願い致し

ます。

〈板倉議長〉

よろしいですね。他にございますか。

ないようですので、採決に移ります。

第２号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

有難うございます。「挙手多数」と認めま

す。よって、第２号議案は原案通り可決され

ました。

続きまして、第３号議案「平成２３年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について」を上程

致します。執行部の説明をお願いします。魚

谷常任理事、よろしくお願いします。

〈魚谷常任理事〉

それでは、２２頁をご覧下さい。

［以下、議案書について説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ただいまの説明につ

いて、何か質問はございませんでしょうか。

ないようですので、採決に移ります。
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第３号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

有難うございます。「挙手多数」と認めま

す。よって、第３号議案は原案通り可決され

ました。

次に、第４号議案「平成２３年度鳥取県医師

会一般会計収支予算案について」を上程致し

ます。執行部の説明をお願いします。魚谷常

任理事、よろしくお願いします。

〈魚谷常任理事〉

それでは、２８頁をご覧下さい。

［以下、議案書について説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ここで、予算案に対

する質問の他に、会務全般にわたっての質疑

を行います。昨日までに質問は届いてござい

ませんが、この場で何か質問、発言のある方

は、挙手をお願い致します。

ないようですので、採決に移ります。

第４号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

有難うございます。「挙手多数」と認めま

す。よって、第４号議案は原案通り可決され

ました。

次に、第５号議案「平成２３年度鳥取県医師

会会館修繕積立金会計収支予算（案）につい

て」、第６号議案「平成２３年度鳥取県医師会

生命保険取扱特別会計収支予算（案）につい

て」、第７号議案「平成２３年度鳥取県地域産

業保健センター収支予算（案）について」の

３議案を一括上程致します。執行部の説明を

お願いします。魚谷常任理事、よろしくお願

いします。

〈魚谷常任理事〉

それでは、４２頁をご覧下さい。

［以下、議案書について説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ただいまの説明につ

いて、何か質問はございませんでしょうか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第５号議案から第７号議案までの３議案に

ついて、いずれも原案通り可決することに賛

成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

有難うございます。「挙手多数」と認めま

す。よって、第５号議案から第７号議案まで

の３議案はいずれも原案通り可決されました。

これで、本日の議案はすべて終了しました。

ここで閉会にあたりまして、岡本会長から一

言ご挨拶をお願いします。

〈岡本会長〉

本日は、平成２３年度事業計画及び予算案等

７議案につきまして、慎重ご審議をいただき、

いずれも原案通りご承認を賜りまして誠に有

り難うございました。

先程、加藤代議員からもお話がございまし

たように、震災の関係で、本日の懇親会は控

えさせていただきます。どうかお気をつけて

お帰り下さい。どうも有難うございました。

［拍手］

〈板倉議長〉

それでは、以上をもちまして、第１８４回鳥

取県医師会定例代議員会を閉会致します。有

難うございました。

［拍手］

［午後６時２０分閉会］

第１８４回鳥取県医師会定例代議員会

［議 長］ 板 倉 和 資 印

［署名人］ 杉 山 長 毅 印

［署名人］ 湯 川 喜 美 印
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第１８４回鳥取県医師会（定例）代議員会名簿

平成２３年３月１９日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 吉 田 泰 之 ３３ 西部 左 野 喜 實

２ 〃 福 島 明 １８ 中部 森 尾 泰 夫 ３４ 〃 角 賢 一

３ 〃 松 浦 喜 房 １９ 〃 松 田 隆 ３５ 〃 中 曽 庸 博

４ 〃 安 陪 隆 明 ２０ 〃 安 梅 正 則 ３６ 〃 長谷川 真 弓

５ 〃 石 谷 暢 男 ２１ 〃 青 木 哲 哉 ３７ 〃 木 村 秀一朗

６ 〃 尾 � 眞 人 ２２ 〃 湯 川 喜 美 ３８ 〃 永 井 小 夜

７ 〃 加 藤 大 司 ２３ 〃 山 本 敏 雄 ３９ 〃 藤 瀬 雅 史

８ 〃 小 林 恭一郎 ２４ 〃 西 田 法 孝 ４０ 〃 稲 賀 潔

９ 〃 杉 山 長 毅 ２５ 〃 石 津 吉 彦 ４１ 〃 小 酒 浩

１０ 〃 下 田 光太郎 ２６ 西部 野 坂 美 仁 ４２ 〃 松 野 充 孝

１１ 〃 竹 内 勤 ２７ 〃 神 鳥 高 世 ４３ 大学 井 上 貴 央

１２ 〃 田 中 紀 章 ２８ 〃 作 野 嘉 信 ４４ 〃 長谷川 純 一

１３ 〃 福 永 康 作 ２９ 〃 飛 田 義 信 ４５ 〃 小 川 敏 英

１４ 〃 松 田 裕 之 ３０ 〃 安 達 敏 明 ４６ 〃 岸 本 拓 治

１５ 〃 石 河 利一郎 ３１ 〃 辻 田 哲 朗

１６ 〃 森 英 俊 ３２ 〃 小 林 哲
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第１８４回鳥取県医師会（定例）代議員会次第

と き 平成２３年３月１９日（土） 午後５時

ところ 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．議 事
第１号議案 平成２２年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認ならびに清算につ

いて

第２号議案 平成２３年度鳥取県医師会事業計

画（案）について

第３号議案 平成２３年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第４号議案 平成２３年度鳥取県医師会一般会

計収支予算（案）について

第５号議案 平成２３年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支予算（案）に

ついて

第６号議案 平成２３年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支予算（案）

について

第７号議案 平成２３年度鳥取県地域産業保健

センター収支予算（案）につい

て

６．閉 会
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第
１
号
議
案
平
成
２２
年
度
鳥
取
県
医
師
会
共
済
会
収
支
決
算
承
認
な
ら
び
に
清
算
に
つ
い
て

平
成
２２
年
度
鳥
取
県
医
師
会
共
済
会
収
支
決
算
書

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会
費
収
入

１
．
会

費
０

０
０

２
．
基
本
財
産
運
用
収
入

１
．
財
産
収
入

５
，０
００

２１
，２
２５

１６
，２
２５

積
立
金
利
息

３
．
雑

収
入

１
．
雑

収
入

１２
７
，０
７１
，０
００

１２
６
，２
５０
，２
９７

－
８２
０
，７
０３

普
通
預
金
利
息
２９
７
円

積
立
金
取
崩
金
１２
６
，２
５０
，０
００
円

事
業
活
動
収
入
計

１２
７
，０
７６
，０
００

１２
６
，２
７１
，５
２２

－
８０
４
，４
７８

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
支
出

１２
７
，５
３６
，０
００

１２
５
，９
５３
，９
５０

－
１
，５
８２
，０
５０

１
．
病
気
療
養
見
舞
金

７
，６
５０
，０
００

２
，７
７５
，０
００

－
４
，８
７５
，０
００

入
院
８
件

居
宅
３
件

２
．
弔

慰
金

０
０

０

３
．
配
偶
者
弔
慰
金

０
０

０

４
．
退
会
慰
労
金

０
０

０

５
．
災
害
見
舞
金

０
０

０

６
．
還

付
金

１１
９
，８
８６
，０
００

１２
３
，１
６２
，３
００

３
，２
７６
，３
００

（
掛
金
－
給
付
額
）
×
４１
．６
％
（
４８
６
名
）

７
．
繰

出
金

０
１６
，６
５０

１６
，６
５０

一
般
会
計
へ

２
．
管
理
費
支
出

１
，０
４０
，０
００

３２
５
，４
４４

－
７１
４
，５
５６

１
．
一
般
事
務
費

６４
０
，０
００

２５
６
，７
８４

－
３８
３
，２
１６

口
座
振
込
手
数
料
、
送
料
他
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
委
員
会
費

４０
０
，０
００

６８
，６
６０

－
３３
１
，３
４０

事
業
活
動
支
出
計

１２
８
，５
７６
，０
００

１２
６
，２
７９
，３
９４

－
２
，２
９６
，６
０６

事
業
活
動
収
支
差
額

－
１
，５
００
，０
００

－
７
，８
７２

１
，４
９２
，１
２８

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

投
資
活
動
収
入
計

０
０

０

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
取
得
支
出

１
．
積

立
金

０
０

０

投
資
活
動
支
出
計

０
０

０

投
資
活
動
収
支
差
額

０
０

０

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０

２
．
財
務
活
動
支
出

財
務
活
動
支
出
計

０
０

０

財
務
活
動
収
支
差
額

０
０

０

��
予
備
費
支
出

１
．
予

備
費

１
．
予

備
費

５０
０
，０
００

０
－
５０
０
，０
００

当
期
収
支
差
額

－
２
，０
００
，０
００

－
７
，８
７２

１
，９
９２
，１
２８

前
期
繰
越
収
支
差
額

２
，０
００
，０
００

７
，８
７２

－
１
，９
９２
，１
２８

次
期
繰
越
収
支
差
額

０
０

０
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鳥取県医師会共済会の解散から清算までについて

平成２３年３月

年 月 内 容

昭和４８年１０月 共済会発足

平成１２月１０月６日 鳥取県西部地震。

災害見舞金を給付。８１件、１２，６２０，０００円

平成１７年 保険業法の改正。無届での共済事業の禁止。

平成２０年１２月１日 公益法人制度改革３法の施行。

新法人移行後は共済事業を行なうことが困難。

平成２１年１月２９日 共済会運営委員会。今後の存廃について協議。

存続を希望するも条件等が非常に困難。

平成２２年１月３０日 共済会運営委員会。

廃止に向けて最終協議。解散を議決。

２月１８日 第１１回理事会。

共済会解散を議決し、代議員会へ上程することを決定。

３月６日 第１８１回定例代議員会。

３月３１日をもって共済会解散を議決。

３月１０日 加入会員へ共済会解散の周知文書を発送。

３月３１日 共済会解散。

入院中及び継続で自宅療養分については給付対象。

９月３０日 給付申請の最終締切

１１月２４日 加入会員へ分配金送金先口座の確認通知を発送。

１２月４日 共済会の清算業務にかかる委員会。

残余財産、分配金の計算。

１２月２４日 加入会員へ分配金額の通知を発送。

１２月２８日 分配金の送金。
�
��
�

会員数５１５名、分配金非対象者２９名

分配金対象者４８６名、分配金総額：１２３，１６２，３００円

�
��
�

平成２３年２月１７日 第１１回理事会。

会計監査、清算を報告。

３月１９日 第１８４回定例代議員会。

決算承認ならびに清算を報告。
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１．医の倫理の高揚の推

進

＊地区医師会との緊密な連携のもと、医師の良識と

社会的使命を基盤として医の倫理の高揚に努める。

＊聖職の自覚、医師相互間の社会性の確立、医師会

団体秩序の維持に努める。

＊日医提唱の「医師の職業倫理指針（改訂版）」の

普及促進を図る。

＊「ピア・レヴュー」（同一専門家による評価）を

第２号議案 平成２３年度鳥取県医師会事業計画について

平成２３年度鳥取県医師会事業計画

〈基本方針〉

平成２１年８月の衆議院総選挙の勝利により政権交代を果たした民主党であるが、昨年７月の参議

院選挙では敗北し、いわゆる�衆参ねじれ国会�となり、政権運営は防衛問題や政治資金問題など
から不安定な情勢が続いている。

国の医療政策においては、課題であった後期高齢者医療制度の見直し最終案がまとまり、改正法

案が国会に提案される予定だが、運営の主体とされた都道府県からは反対意見が出されており、法

案の成立には紆余曲折が予想され、平成２５年度スタートは危うい状況にある。

また、政府による環太平洋連携協定（TPP）への参加の是非の検討では、自由化例外品目を提

示しての参加が認められないとされており、TPP参加により日本の医療に市場原理主義が持ち込

まれ、混合診療解禁による公的医療保険の給付範囲の縮小や安全性の低下など、最終的には国民皆

保険の崩壊につながりかねない面もあると懸念されている。これらは新成長戦略にある外国人患者

の受け入れ、いわゆる医療ツーリズム、外国人医師・看護師の受け入れに進展する可能性があり、

国には人命に関わる医療や介護分野に重大な影響が出ないよう、特に国民皆保険の堅持について熟

慮してもらいたいところである。

国の平成２１年度補正予算で創設された「地域医療再生基金」では、医師・看護師確保対策を中心

とした計画がまとめられ順次実施されているところであるが、更に平成２２年度補正予算で臨時特例

措置として、都道府県の３次医療圏単位の医療提供体制の拡充策として１５億円が追加配分されるこ

ととなり、主に救急医療体制の拡充などの計画があげられており、今後、これらの再生計画の確実

な実施について積極的に関与していくこととする。

中国四国医師会連合にあっては平成２３年度、本会がブロックの担当を務めることから、日本医師

会、中国四国各県医師会との密接な連携強化を図ることとする。

公益法人制度改革については、公益認定又は一般認可の移行に向けて事務的作業をスタートしな

ければならない時期にあり、具体的な対応に着手することとする。

以上のような状況を踏まえ平成２３年度事業を展開していくにあたり、下記７項目を重点的に実施

することとする。

記

１．医の倫理の高揚の推進

２．会員への生涯教育及び県民への健康教育の推進

３．国民皆保険制度の堅持

４．地域医療提供体制の更なる充実

５．医療安全対策の推進

６．中国四国各県医師会との連携強化

７．公益法人制度改革への対応

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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２．医療安全対策・自浄

作用活性化対策、診療

情報提供の推進

� 医療安全対策

� 自浄作用活性化対

策

� 診療情報提供の推

進

� 個人情報保護法対

策

３．医学医術の研究奨励

及び生涯教育の推進

� 定例総会の開催

� 医学会の開催

� 日本医師会生涯教

育制度の推進

� 鳥取大学及び医学

諸団体との連絡協調

� 医学研究の奨励

行い、保険診療のみならず、医療全般に対する県

民からの更なる信頼の確立に努める。

＊医療安全対策の検証と啓発を行う。

＊医療安全対策の経験交流研修会を開催する。

＊日本医師会「医療従事者のための医療安全対策マ

ニュアル」を周知するとともに、実践の推進を図

る。

＊「産科医療補償制度」の周知及び参加を推奨する。

＊自浄作用活性化の推進を図る。

＊日本医師会「自浄作用活性化推進に向けて」を周

知するともに、実践の推進を図る。

＊診療情報提供の推進を図る。

＊日本医師会「診療情報の提供に関する指針（第２

版）」を周知するとともに実践の推進を図る。

＊医療相談窓口を設置し、県民からの相談にあたる

とともに地区医師会相談窓口との連携を図る。

＊県の医療相談窓口「医療安全支援センター」との

情報交換、連携を図る。

＊法の規定により遵守すべき事項の周知を図り、個

人情報の適正な取扱いに努める。

＊永年在任役職員表彰、医業５０年会員表彰、米寿・

喜寿祝贈呈、鳥取医学賞の授与、特別講演などを

行う。

＊春季医学会、秋季医学会を開催し、会員の研究発

表を行うことにより、医学・医術の向上を図る。

＊新たな「日本医師会生涯教育制度」実施要綱に基

づき、生涯教育の推進を図る。

＊日本医師会生涯教育講座を開催する。

＊インターネット活用による生涯教育（ｅ―ラーニ

ング）の推進を図る。

＊国立大学法人鳥取大学（医学部及び附属病院）を

はじめ医学諸団体との連携を強化する。

＊鳥取医学賞の選定を行う。

○ 医療安全対策委員会

○ 職業倫理・自浄作用

活性化委員会

○ 診療情報提供推進委

員会

○ 定例総会

○ 春季医学会（米子市

２３．６．５）

○ 秋季医学会（倉吉市

２３．１１．２３）

○ 生涯教育委員会

�外 鳥取大学経営協議会

�外 鳥取大学関連管理型

病院協議会

�外 鳥取県がん診療連携

協議会

�外 県立病院運営評議会

○ 鳥取医学雑誌編集委

員会
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� 鳥取医学雑誌の発

行

４．地域社会活動対策

� 健康診査管理指導

事業

� 特定健診・保健指

導への対応

� 地域保健活動の推

進

� 糖尿病対策

� 情報ネットワーク

＊会員研究発表を鳥取医学雑誌へ掲載する。

＊春秋医学会での会員研究発表の他、学会長推薦演

題を選定し、積極的な投稿を呼びかける。

＊鳥取大学の各医局及び主な病院へ論文の投稿を依

頼する。

＊鳥取県健康対策協議会と共同で、がん対策を中心

として下記事業を実施する。
�
��
�
�
�
��
��
�

がん登録事業の継続、追跡調査の継続、調査結

果の報告、がん検診従事者講習会、読影委員会

及び細胞診判定委員会との連絡強化、がん検診

精密検査医療機関登録

（胃がん、肺がん、乳がん、子宮がん、大腸が

ん、肝がん）

＊臨床検査精度管理事業の推進を図る。

＊鳥取県が実施する衛生検査所の立入検査、精度管

理に協力する。

＊妊婦健康診査の検診回数の拡充（公費負担）に協

力する。

＊電子化の代行、集合契約の締結、情報の伝達など

行う。

＊母子保健・医療、少子化対策事業などに協力する。

＊「総合周産期母子医療センター」の運営に協力す

る。

＊疾病構造の地域特性に関する調査、乳幼児・児童

生徒の心臓検診を推進する。

＊「生活習慣病」対策の推進を図る。

＊在宅医療の推進のための実地研修事業を実施する。

＊禁煙指導医、禁煙講演医養成のための研修会の開

催及びニコチン依存症治療に関する情報提供を行

うなど、禁煙指導を推進する。

＊がん撲滅をめざす�がん征圧運動�に協力する。
＊子宮頸がん予防（HPV）ワクチン、ヒブ（イン

フルエンザ菌ｂ型）ワクチン、小児用肺炎球菌ワ

クチンの予防接種事業に協力する。

＊糖尿病の発症予防、合併症予防等の対策を推進す

る。

＊糖尿病専門医以外の医師のレベルアップを目指す。

＊世界糖尿病デーにおける「ブルーライトアップ」

に呼応し、県民向けの啓発活動を展開する。

＊鳥取県医師会IT化を推進する。

�外 鳥取県がん対策推進

県民会議

○ 臨床検査精度管理委

員会

�外 鳥取県精度管理専門

委員会

�外 鳥取県地域・職域連

携推進協議会

�外 鳥取県保険者協議会

�外 鳥取県母子保健協議

会

�外 若年者心疾患対策協

議会

○ 禁煙指導対策委員会

�外 鳥取県がん征圧大会

○ 糖尿病対策推進会議

○ 糖尿病対策推進会議

従事者講習会

○ 仁風閣ブルーライト

アップ

（２３．１１．１４）

○ 情報システム運営委
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の推進

� 環境対策

� 救急医療・防災対

策

	 メンタルヘルス・

自殺対策


 犯罪被害者支援対

策

� 麻薬対策

＊地域医療情報ネットワークの構築を推進する。

＊情報システムに関する講演会を開催する。

＊日本医師会テレビ会議システムへ参加する。

＊地域医療再生基金を活用したテレビ会議システム

を導入し、積極的な利用を図る。

＊環境保全対策、医療廃棄物対策、地球温暖化防止

対策を図る。

＊在宅医療廃棄物処理ガイドラインを周知する。

＊県立中央病院及び鳥取大学医学部附属病院の「救

命救急センター」の運営に協力し、救急医療体制

の確保・充実に努める。

＊ACLS、JPTECの研修会を開催する。

＊救急告示医療機関、平日夜間及び休日急患診療所、

病院群輪番制の連携により救急医療体制の充実を

図る。

＊救命救急医療体制、へき地医療対策、空港におけ

る救急医療体制の整備を検討する。

＊国民保護法による指定地方公共機関としての国民

保護業務計画に基づき、武力攻撃やテロ発生時の

国民保護医療に努める。

＊ドクターヘリコプター、消防防災ヘリコプター体

制に協力する。

＊中国四国医師会の緊急連絡体制の整備を検討する。

＊メディカルコントロール体制に協力する。

＊県内でNBCR災害が発生した場合に備え、平素か

ら関係機関相互の連携を図る。

※「NBCR災害」とは核（Nuclear）、生物剤（Bio-

logical）、化学剤（Chemical）及び放射能（Ra-

diological）による災害をいう。

＊地域におけるうつ病並びに自殺対策について、鳥

取県並びに鳥取大学医学部が行なう事業に積極的

に協力する。

＊産業医研修会等を通じて、会員へ周知する。

＊冊子「かかりつけ医と精神科医との連携マニュア

ル」の活用を周知し、うつ病の早期診断、専門医

への紹介など日常診療の一助とする。

＊とっとり被害者支援センターの運営に協力する。

＊麻薬事故防止対策、麻薬・覚せい剤乱用防止運動

（麻薬・向精神薬の説明会、新入会員の指導）を

展開する。

＊麻薬の適正使用の促進を図る。

員会

○ 鳥取県医療情報研究

会

○ 日医医療情報システ

ム協議会

�外 鳥取県環境管理事業

センター参与会

�外 鳥取県防災会議

�外 ドクターヘリ運航調

整委員会

�外 ドクターヘリ運航に

係る関係者会議

○ 救急医療担当理事連

絡協議会

�外 鳥取県メディカルコ

ントロール協議会

�外 鳥取県NBCR災害対

処現地関係機関連絡会

議

�外 鳥取県心といのちを

守る県民運動

○ かかりつけ医と精神

科医との連携会議

�外 鳥取県犯罪被害者連

絡協議会

�外 薬物乱用防止対策推

進本部会議
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� 感染症対策

 県及び関係諸団体

の公衆衛生活動への

協力

� 共同利用施設対策

� 健康づくり文化の

創造推進

５．地域医療対策

� 医師確保対策・男

女共同参画

� 地域医療計画対策

� 地域医療連携推進

対策

� 老人保健福祉対策

� 医療法改正対策

＊新型インフルエンザ、高病原性鳥インフルエンザ

を始めとする各種感染症対策について県と連携し

て「発熱外来」、「入院対応医療機関」の設置など

に協力し、対策の充実を図る。

＊感染症サーベイランス、Ｂ型及びＣ型肝炎対策、

MRSA対策、院内感染対策の充実を図る。

＊各種予防接種医療機関を登録する。

＊感染症予防法及び県予防計画の周知と協力を行う。

＊県との連携によりインフルエンザワクチンの安定

供給に努める。

＊麻しん等集団発生時の対応についてのマニュアル

システムの構築に向けて検討する。

＊麻疹、風疹患者の発生状況報告制度を周知し、協

力する。

＊関係団体等との連携を図る。
�
�
�
�
�
�
�

公衆衛生協会、保健事業団、社会福祉協議会、

社会福祉審議会、献血推進協議会、交通対策協

議会、環境審議会、医療情報研究会、山陰地区

感染症懇話会、臓器バンク

＊中国四国医師会共同利用施設等連絡協議会（平成

２４年度）の開催準備に向けて企画等について検討

する。

＊県が進める健康づくり文化創造推進事業に協力す

る。

＊日本医師会女性医師バンク事業等と連携し、地域

医療体制安定化のため医師確保対策に取り組む。

＊「女性医師の懇談会（仮称）」を開催し、女性医

師に鳥取県医師会会務へ積極的に提言、参画して

いただく。

＊講演会時の託児・保育システムなど女性医師対策

を推進する。

＊「鳥取県地域医療再生計画」の事業推進に協力す

る。

＊地域医療体制の安定化を推進する。

＊在宅療養支援診療所の普及を推進する。

＊診診連携、病診連携、病病連携の推進を図る。

＊保健・医療・福祉の連携充実を図る。

＊老人保健福祉計画の見直しへの対応を図る。

＊老人福祉施設対策を図る。

＊老人訪問看護制度の対応を検討する。

＊改正医療法への対応を検討する。

＊医療特区・医療ツーリズム・混合診療導入反対、

国民皆保険制度堅持の運動を引き続き展開する。

○ 感染症危機管理対策

委員会

○ 日医感染症危機管理

対策会議

�外 エイズ対策専門家会

議

�外 エイズ対策委員会

�外 鳥取県感染症危機管

理対策協議会

�外 鳥取県インフルエン

ザワクチン対策委員会

�外 鳥取県抗インフルエ

ンザウイルス薬対策委

員会

○ 全国医師会共同利用

施設総会

（山形市 ２３．９．３）

�外 鳥取県健康づくり文

化創造推進県民会議

�外 鳥取県医療審議会

�外 鳥取県地域医療対策

協議会

�外 保健医療推進会議

�外 老人保健福祉計画推

進委員会

�外 介護実習普及セン

ター運営委員会
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� 有床診療所対策

６．社会保障医療対策

� 医療保険制度対策

� 介護保険制度対策

� 社会保障医療対策

� 県及び関係団体と

の連絡協調

� 医療保険情報の周

知徹底

７．医政対策

� 日本医師会との連

携

＊有床診療所機能を有効に発揮し、地域のニーズに

応える医療提供に努める。

＊全国有床診療所連絡協議会との連携を図る。

＊社会保障制度の抜本的改正対策を検討する。

＊医療保険制度改革対策を図る。

＊小児特別医療制度の対象拡大の周知、障害者自立

支援制度改革への協力を図る。

＊社会保険診療報酬改定への対応を推進する。

＊後期高齢者医療制度の改正案の周知・徹底を図る。

＊在宅療養支援診療所の推進を図る。

＊ジェネリック医薬品の利用促進について検討する。

＊介護保険の運営、介護保険報酬改訂の周知を図る。

＊介護支援専門員組織との連携を推進する。

＊介護保険事業計画の改正に伴う対策を図る。

＊地域支援事業（介護予防事業）に協力する。

＊療養病床再編計画の周知、推進を図る。

＊適正な保険請求に関する疑義等について検討を行

なう。

＊請求事務適正化対策等の調査検討を行う。

＊健保・生保・国保の指導、監査、集団指導、自主

的指導計画を検討し、指摘事項の周知徹底を図り、

適正な保険診療の推進を図る。

＊関係法令の周知と地区医師会との連絡強化を図る。

＊新規開業医療機関の医事研修を行う。

＊中国四国厚生局鳥取事務所、基金、国保連合会等

との連絡強化を図る。（地方社会保険医療協議会

鳥取部会、基金幹事会、基金・国保審査委員会な

ど。※審査員の改選期６月）

＊県などの各種委員会ヘ委員等を派遣する。（鳥取

県医療審議会、社会福祉審議会など）

＊健保、国保の疑義解釈などの医療保険関係情報を

随時、医師会報に掲載し、周知徹底を図る。

＊新入会員への啓発研修を行う。

＊日医での諸会議へ役員を派遣し、情報収集、連携

強化を図る。

○ 鳥取県有床診療所協

議会

�外 全国有床診療所連絡

協議会

�外 鳥取県ジェネリック

医薬品安心使用促進協

議会

○ 介護保険対策委員会

�外 地域ケア整備構想検

討委員会

○ 医療保険委員会

○ 社会保険指導者講習

会

○ 中国四国厚生局との

打合会

○ 福祉保健課との打合

会

○ 支払基金との懇談会

○ 国保連合会との懇談

会

○ 日医代議員会

○ 都道府県医師会長協

議会

○ 日医の各担当理事連

絡協議会

○ 日医の各種委員会
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� 中国四国医師会連

合との連携

� 県及び関係団体と

の連携

� 三師会との連携

� 国際交流の推進

� 日医連及び県医連

との連携

� 国民のための医療

推進協議会とっとり

の推進

８．医療経済対策

� 医業経営対策

� 看護職員対策

＊ブロック当番県として、中国四国医師会連合各県

との連携強化を図る。

＊県及び関係団体の諸事業についての意見交換、事

業協力する。

＊県教育委員会との連携を推進する。

＊県警察本部との連携を図る。（猟銃等の所持許可

にかかる診断書交付医療機関の登録、認知症疑い

高齢者の運転免許証更新時における診断の協力な

ど）

＊県人権文化センターとの連携を図り、人権擁護活

動を推進する。

＊三師会の連携強化を図る。（当番：歯科医師会）

＊医療保険対策の連携を図る。

＊国際交流事業に協力し、外国人バリアフリーの推

進、外国人の診療対応医療機関登録制度に協力す

る。

＊医師会の目的を達成するため医師連盟との適切な

連携を図る。

＊協議会の構成団体の連携により国民皆保険制度の

堅持、国民のための医療を守るため、講演会等を

開催する。

＊医業経営に関する情報提供を行う。（麻薬、保険、

協力貯蓄、医師年金、日本医師従業員国民年金基

金、医療機関厚生年金基金、調査統計等）

＊各種の税制対策に関する情報収集に努める。

＊控除対象外消費税の解消に努める。

＊社会保険診療報酬に対する事業税非課税存続を求

め、関係各方面への働きかけを強化する。

＊看護職員養成対策の強化を図る。

＊看護高等専修学校との連携強化、情報交換を図る。

＊訪問看護ステーション、ナースセンター運営事業

へ協力する。

○ 日医医療政策シンポ

ジウム

○ 中国四国医師会連合

総会

（鳥取市 ２３．５．２８―２９）

○ 中国四国医師会連合

各分科会

○ 中国四国医師会連合

常任委員会

○ 中国四国医師会連合

各種研究会

○ 医療懇話会

○ 県教育委員会との連

絡協議会

�外 鳥取県人権文化セン

ター理事会

�外 鳥取県国際交流財団

理事会

○ 広島国税局との懇談

会

○ 日医医療関係者担当

理事連絡協議会

○ 看護高等専修学校連

絡協議会

�外 准看護師試験委員会

�外 看護職員確保対策協

議会
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� 地域社会に対する

協力制度の確立

９．広報活動の充実

� 医師会報の発行

� 広報の強化

� 報道機関など対外

広報との連絡

� 県民健康教育

１０．部会活動の強化

� 母体保護法指定医

部会

� 学校医部会

＊各種検診料、検査料等医師報酬の適正化、事故対

策を検討する。

＊取材活動の拡充、編集方針の検討、会報の充実を

図る。

＊医師会サーバによる情報発信の充実を図る。

＊会員向けの広報を徹底する。

＊県民向けの広報活動を強化する。

＊ホームページコンテンツの充実を図る。

＊報道関係との連絡、各種団体対外広報との連携を

図る。

（医師会報、日医ニュース、その他各種資料の配

布）

＊報道記者との懇談会を開催し、医師会活動のPR

及び国民皆保険制度など医療制度の諸問題につい

て理解していただく。

＊公開健康講座、健康フォーラムの開催、「保健の

窓」「健康なんでも相談室」を日本海新聞に掲載

し県民健康教育の充実を図る。

＊生活習慣病対策セミナーを地区医師会の協力のも

と開催する。

＊健康医療相談（毎週木曜日）を継続運営する。

＊県民カレッジ事業へ協力する。

＊県立図書館の出張貸し出しサービスに協力する。

＊母体保護法指定医師の指定審査を行う。

＊（仮称）指定学校医の制度化について検討する。

＊学校医活動の強化を図る。

＊学校医研修会を開催し、学校医の資質向上を図る。

＊学校保健会報等広報の充実を図る。

＊鳥取県学校保健会との連携強化を図る。

＊日医学校保健講習会、全国及び中国地区学校保

健・学校医大会への出席と伝達講習を行う。

＊「小児メタボリック症候群診断基準」の周知を図

るとともに、学校現場での実践に向けて、具体的

方策について検討する。

�外 ナースセンター事業

運営委員会

○ 広報委員会

○ 会報編集委員会

○ 報道機関との懇談会

○ 健康フォーラム

（鳥取市 ２３．９．３）

○ 公開健康講座１２回

（２回程度は出張講座

とする）

○ 母体保護法指定医師

審査委員会

○ 家族計画母体保護法

指導者講習会

○ 学校医部会運営委員

会

○ 学校医・学校保健研

修会

○ 日医学校保健講習会

○ 日医母子保健講習会

○ 全国学校保健・学校

医大会

（静岡市 ２３．１０．２９）

○ 中国地区学校保健・

学校医大会

（米子市 ２３．８．２１）

○ 中国四国学校保健担
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� 健康スポーツ医部

会

� 労災指定医部会

� 産業医部会

� 病院部会

� 勤務医部会

	 自賠責部会

１１．会員福祉対策

� 医師国保組合との

連絡提携

� 生命保険、損害保

険団体業務の継続

� 協力貯蓄の推進

� 勤務医協力貯蓄の

推進

＊「日医認定健康スポーツ医」の認定審査、申請を

行う。

＊健康スポーツ医学再研修会を開催し、健康スポー

ツ医の資質向上を図る。

＊鳥取労働局との連絡協調を図る。

＊労災保険情報センター（RIC）の組織再編への対

応を図る。

＊労災保険診療指定医療機関研修会を開催する。

＊産業医活動の強化を図る。

＊産業医研修会を開催し、産業医の資質向上を図る。

＊日医認定産業医の審査、申請を行う。

＊地域産業保健事業を受託し、労働者の健康相談事

業等を行う。

＊鳥取産業保健推進センター廃止に伴う事後の対応

を図る。

＊医療業務の向上、病院経営の改善を支援する。

＊鳥取県病院協会との連携強化を図る。

＊勤務医の入会を促進し、会員増強対策、部会活動

の充実を図る。

＊過重労働、医療安全など勤務医の諸問題解決に向

けて協議する。

＊自賠責保険診療費算定基準の推進を図る。

＊自賠責保険研修会を開催する。

＊自賠責保険診療費におけるトラブルの解決処理に

あたる。

＊医師国保組合への加入推奨など、医師国保組合事

業に協力する。

＊医師賠償責任保険、所得補償保険の募集を行う。

（損保ジャパン）

＊Ｂグループ生命保険の募集を行う。（幹事会社：

明治安田生命）

＊第９次協力貯蓄を推進する。（銀行の指定制等）

＊第９次勤務医協力貯蓄を推進する。（２２．０５～５年

間積み立て）

当理事連絡会議

（米子市 ２３．８．２１）

○ 健康スポーツ医委員

会

○ 日医健康スポーツ医

学講習会

○ 健康スポーツ医学再

研修会

�外 日体協スポーツ医学

講習会

�外 労災保険運営協議会

�外 労災保険診療費審査

委員会

�外 労災診療協議会

○ 産業医部会運営委員

会

○ 産業医研修会

○ 産業保健活動推進全

国会議

�外 鳥取県産業保健協議

会

�外 産業保健推進セン

ター運営協議会

�外 鳥取県産業安全衛生

大会

○ 全国医師会勤務医部

会連絡協議会

（富山市 ２３．１０．２９）

○ 鳥取県自動車保険医

療連絡協議会
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� 独立行政法人福祉

医療機構の業務の周

知

� 医事紛争対策

� 医師賠償責任保険

の継続

	 日医医師年金等へ

の加入促進


 鳥取県医療機関厚

生年金基金への対応

� その他の会員福祉

１２．地区医師会との連絡

強化

� 地区医師会との連

携

� 地区医師会事務局

との連携

１３．定款・諸規程改正の

検討

１４．公益法人制度改革へ

の対応

＊施設整備資金融資の制度内容、融資利率などの情

報提供を行う。

＊日本医師会、地区医師会との連携を図り、医事紛

争の早期解決処理にあたる。

＊医事紛争に関する研修会を開催する。

＊医師賠償責任保険、施設賠償責任保険への加入を

推奨する。

＊勤務医会員の加入を推奨する。

＊日医特約保険（２億円補償）への加入を推奨する。

＊日医年金、日本医師・従業員国民年金基金への加

入を推奨する。

＊運営等現状の分析を図る。

＊表彰弔慰を行う。

＊各種の担当理事連絡協議会を開催し、諸問題への

対応、連携強化を図る。

＊各医師会事務局間相互の連携強化を図る。

＊公益法人改革関連整備法の施行に伴い、定款、諸

規程の見直しの検討を行う。

＊移行申請の準備として、事業区分け、収支相償基

準、公益目的支出計画など、申請に向けて必要な

項目についての検討を行う。

＊申請の実務については、法律や税務面での専門的

知識が必要であることから、外部へ委託する方向

で検討する。

○ 医事紛争処理委員会

○ 中国四国医師会医事

紛争研究会

（担当：鳥取県）

○ 各地区医師会との懇

談会

○ 地区医師会長協議会

○ 地区医師会各担当理

事連絡協議会

○ 事務局職員連絡協議

会

○ 定款・諸規程改正検

討委員会
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会費減免申請の詳細

【高齢・傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 渡 辺 元 鳥取市東町 老齢会員（明治４４年２月１２日生）

〃 A１ 西 尾 吉兵衛 〃 富安 〃 （大正７年１２月２５日生）

〃 A１ 桑 田 岩 雄 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正８年１２月１日生）

〃 Ｂ 松 岡 京 子 鳥取市行徳 〃 （大正９年６月１８日生）

〃 Ｂ 縄 田 隆 淑 〃 元町 〃 （大正１２年３月３１日生）

〃 Ｂ 坂 本 紀美子 〃 〃 〃 （大正１２年４月９日生）

〃 Ｂ 巨 島 怜 子 岩美郡岩美町浦富 〃 （大正１３年１月１日生）

〃 Ｂ 森 田 昌 功 鳥取市吉成南町 〃 （大正１３年１月３日生）

〃 Ｂ 村 尾 ちさと 〃 二階町 〃 （大正１３年３月１１日生）

〃 Ｂ 早 川 慶 子 〃 行徳 〃 （大正１３年４月２２日生）

〃 Ｂ 野 津 登志子 〃 卯垣 〃 （大正１４年７月２０日生）

〃 Ｂ 谷 本 泰 夫 〃 青葉町 〃 （大正１５年２月２４日生）

〃 Ｂ 村 江 正 名 〃 吉方温泉 〃 （大正１５年６月２日生）

〃 Ｂ 岸 良 尚 〃 河原町河原 〃 （大正１５年７月７日生）

〃 Ｂ 大 谷 伯 八頭郡八頭町宮谷 〃 （大正１５年１２月１３日生）

〃 Ｂ 西 本 徹 郎 〃 〃 見槻中 〃 （昭和２年４月１２日生）

〃 A１ 福 田 源次郎 鳥取市瓦町 〃 （昭和２年４月２３日生）

〃 Ｂ 北 村 正 彦 〃 湯所町 〃 （昭和２年７月１日生）

〃 Ｂ 岡 本 孝 夫 〃 寺町 〃 （昭和２年７月２５日生）

〃 Ｂ 樋 口 實 〃 野坂 〃 （昭和２年９月１９日生）

〃 Ｂ 山 本 穣 〃 末広温泉町 〃 （昭和２年１０月１３日生）

〃 Ｂ 面 谷 幹 夫 〃 吉方温泉 〃 （昭和２年１１月１９日生）

第３号議案 平成２３年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２３年度鳥取県医師会会費減免申請一覧

申請理由

地 区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ３７ １ １３ ０ ０ ５１ １，９０８，０００

中 部 ２０ １ １ ０ ０ ２２ ９８４，０００

西 部 ４０ １ ０ ０ ０ ４１ １，５００，０００

大 学 ０ ０ １ ０ ０ １ １２，０００

計 ９７ ３ １５ ０ ０ １１５ ４，４０４，０００
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 深 澤 義 明 鳥取市湯所町 老齢会員（昭和２年１２月１日生）

〃 Ｂ 早 瀬 啓 〃 川端 〃 （昭和３年２月２６日生）

〃 Ｂ 飯 塚 幹 夫 〃 美萩野 〃 （昭和３年３月７日生）

〃 A１ 入 江 宏 一 〃 西町 〃 （昭和３年４月２日生）

〃 Ｂ 安 田 稔 〃 湯所町 〃 （昭和３年５月１８日生）

〃 A１ 岡 田 不二雄 八頭郡八頭町花 〃 （昭和３年６月１０日生）

〃 A１ 中 尾 政 和 鳥取市鹿野町今市 〃 （昭和３年６月１１日生）

〃 Ｂ 森 納 〃 国府町糸谷 〃 （昭和３年９月１日生）

〃 A１ 田 村 昭 子 〃 掛出町 〃 （昭和３年１２月８日生）

〃 Ｂ 北 室 文 昭 〃 西町 〃 （昭和４年３月１日生）

〃 Ｂ 谷 口 公 子 〃 南町 〃 （昭和４年３月２２日生）

〃 Ｂ 加 藤 一 吉 〃 湖山町南 〃 （昭和５年３月１２日生）

〃 A１ 芦 川 喬 〃 田園町 〃 （昭和５年９月１日生）

〃 A１ 米 本 哲 人 〃 吉成南町 〃 （昭和５年１０月２９日生）

〃 Ｂ 前 田 宏 仁 〃 富安 〃 （昭和６年１月４日生）

〃 Ｂ 大 石 徹 〃 鍛冶町 病気療養中

中 部 Ｂ 松 田 伸 倉吉市新町 老齢会員（大正９年４月２１日生）

〃 Ｂ 安 梅 みどり 〃 関金町大鳥居 〃 （大正１１年７月１６日生）

〃 Ｂ 佐々木 安 夫 〃 〃 関金宿 〃 （大正１１年８月７日生）

〃 Ｂ 徳 岡 淳 一 〃 東巌城町 〃 （大正１１年９月２０日生）

〃 Ｂ 宮 川 鉄 男 東伯郡北栄町瀬戸 〃 （大正１２年３月２８日生）

〃 Ｂ 垣 田 堅二郎 倉吉市東岩倉町 〃 （大正１４年１１月１８日生）

〃 A１ 門 脇 好 登 〃 瀬崎町 〃 （大正１５年１月１１日生）

〃 Ｂ 岸 田 専 蔵 〃 清谷町 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 Ｂ 音 田 誠 介 東伯郡湯梨浜町田後 〃 （大正１５年８月５日生）

〃 Ｂ 森 脇 良 省 倉吉市新町 〃 （昭和２年１月２２日生）

〃 Ｂ 谷 口 充 〃 上井町 〃 （昭和２年５月１９日生）

〃 A１ 中 野 治 東伯郡琴浦町保 〃 （昭和２年７月９日生）

〃 A１ 入 江 正 昭 〃 〃 下伊勢 〃 （昭和２年１０月１９日生）

〃 Ｂ 中 村 克 己 米子市西福原 〃 （昭和２年１１月１５日生）

〃 Ｂ 西 田 龍之介 倉吉市上井町 〃 （昭和３年１月１８日生）

〃 Ｂ 林 原 不二夫 東伯郡琴浦町赤碕 〃 （昭和３年６月２８日生）

〃 Ｂ 尾 西 賢 治 倉吉市上井町 〃 （昭和３年８月１日生）

〃 Ｂ 土 井 学 東伯郡湯梨浜町旭 〃 （昭和３年１０月２５日生）
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

中 部 A１ 上 原 崇 義 倉吉市堺町 老齢会員（昭和３年１２月６日生）

〃 Ｂ 北 岡 宇 一 鳥取市東今在家 〃 （昭和４年１月１７日生）

〃 A１ 山 上 英 明 〃 湖山町北 病気療養中

西 部 Ｂ 田 中 喜美恵 米子市錦町 老齢会員（大正４年５月１６日生）

〃 A１ 板 倉 奨 日野郡日南町多里 〃 （大正６年１１月１５日生）

〃 Ｂ 渡 邉 豊 米子市観音寺 〃 （大正７年１０月１８日生）

〃 A１ 入 沢 俊 夫 日野郡日南町矢戸 〃 （大正８年６月１８日生）

〃 Ｂ 中 下 静 夫 境港市朝日町 〃 （大正９年６月２４日生）

〃 Ｂ 木 下 準四郎 米子市皆生温泉 〃 （大正１１年７月３０日生）

〃 Ｂ 木 下 干 城 〃 角盤町 〃 （大正１３年２月２６日生）

〃 A１ 花 園 直 人 〃 東福原 〃 （大正１４年２月５日生）

〃 Ｂ 福 島 武 彦 境港市元町 〃 （大正１４年１１月５日生）

〃 Ｂ 本 田 恭 治 米子市昭和町 〃 （大正１５年４月２２日生）

〃 Ｂ 吹 野 淳 平 〃 米原 〃 （大正１５年５月２４日生）

〃 Ｂ 仲 村 民 広 西伯郡伯耆町大殿 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 Ｂ 安 達 厚 米子市両三柳 〃 （大正１５年８月６日生）

〃 A１ 三 好 三七夫 〃 道笑町 〃 （大正１５年９月３０日生）

〃 Ｂ 松 野 昭 市 境港市京町 〃 （大正１５年１２月１０日生）

〃 Ｂ 薬師寺 廓 磨 米子市東福原 〃 （昭和２年２月７日生）

〃 Ｂ 小 坂 博 〃 糀町 〃 （昭和２年３月２０日生）

〃 A１ 足 立 史 郎 〃 淀江町淀江 〃 （昭和２年３月２４日生）

〃 Ｂ 佐 伯 良 人 日野郡江府町江尾 〃 （昭和２年４月１１日生）

〃 Ｂ 中 尾 徳 明 米子市角盤町 〃 （昭和２年５月１０日生）

〃 Ｂ 松 田 泰 彦 日野郡日野町根雨 〃 （昭和２年８月２２日生）

〃 Ｂ 近 藤 務 米子市新開 〃 （昭和３年１月１８日生）

〃 Ｂ 立 川 武 境港市湊町 〃 （昭和３年１月２８日生）

〃 Ｂ 高 野 正 明 米子市博労町 〃 （昭和３年３月３１日生）

〃 Ｂ 辻 谷 賢 三 〃 観音寺 〃 （昭和３年４月２８日生）

〃 Ｂ 井 上 � 〃 日野町 〃 （昭和３年５月４日生）

〃 Ｂ 足 立 光 三 境港市幸神町 〃 （昭和３年６月１日生）

〃 Ｂ 本 多 和 雄 米子市新開 〃 （昭和３年６月２３日生）

〃 Ｂ 高 田 貢太郎 境港市東雲町 〃 （昭和３年８月５日生）

〃 Ｂ 瀧 川 一 尚 〃 日ノ出町 〃 （昭和３年８月２１日生）

〃 Ｂ 門 脇 和 範 〃 明治町 〃 （昭和３年８月２８日生）
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

西 部 Ｂ 中 村 哲 朗 米子市上後藤 老齢会員（昭和３年１２月５日生）

〃 Ｂ 高 田 允 克 〃 福万 〃 （昭和５年２月７日生）

〃 Ｂ 渡 辺 俊 一 〃 皆生新田 〃 （昭和５年３月２日生）

〃 A１ 長谷川 柳 三 〃 車尾 〃 （昭和５年７月５日生）

〃 Ｂ 原 宏 〃 大崎 〃 （昭和５年１０月３０日生）

〃 A１ 井 上 淳 一 〃 中島 〃 （昭和６年１月２日生）

〃 Ｂ 松 本 久 〃 日原 〃 （昭和６年１月３日生）

〃 Ｂ 中久喜 茂 也 〃 西福原 〃 （昭和６年２月９日生）

〃 Ｂ 林 原 祐 治 〃 博労町 〃 （昭和６年２月２４日生）

〃 Ｂ 山 名 忠 己 〃 東福原 病気療養中

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 茗 荷 宏 昭 鳥取県立中央病院 東 部 Ｂ 大 野 貴 志 鳥取県立中央病院

〃 Ｂ 若 原 恵 子 〃 〃 Ｂ 阿 部 純 子 〃

〃 Ｂ 山 下 ひとみ 〃 〃 Ｂ 太 田 貴 士 鳥取赤十字病院

〃 Ｂ 大 岡 尚 実 〃 〃 Ｂ 川 畑 秀 雄 〃

〃 Ｂ 後 藤 寛 之 〃 〃 Ｂ 小 松 宏 彰 鳥 取 生 協 病 院

〃 Ｂ 平 川 絵莉子 〃 中 部 Ｂ 中 山 明香里 鳥取県立厚生病院

〃 Ｂ 岸 真 文 〃 鳥取大学 Ｂ 細 田 康 平 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 菊 浦 沙 織 〃
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平
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度
鳥
取
県
医
師
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会
計
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支
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算
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〕
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円
）

収
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部

支
出
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部
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目
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初
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額
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算
額
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増
減
額

科
目

当
初
予
算
額

前
年
度
予
算
額
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較
増
減
額

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
（
３８
．３
２
％
）

１
．
医
学
向
上
費

２
．
地
域
社
会
活
動
費

３
．
社
会
保
障
対
策
費

４
．
医
政
対
策
費

５
．
医
療
経
済
対
策
費

６
．
広
報
活
動
費

７
．
部
会
費

８
．
福
祉
対
策
費

９
．
地
区
医
師
会
連
絡
費

１０
．
諸
支
出
金

６１
，０
６１

６
，３
００

１１
，９
８５

３
，０
４０

４
，４
５０

１
，８
２０

１０
，９
００

８
，４
４６

３
，１
５０

５
，９
７０

５
，０
００

６１
，５
２２

９
，６
４０

１１
，９
７９

４
，０
４０

４
，４
５０

２
，５
２０

１０
，９
００

７
，８
７３

３
，１
５０

５
，９
７０

１
，０
００

－
４６
１

－
３
，３
４０ ６

－
１
，０
００ ０

－
７０
０ ０

５７
３ ０ ０

４
，０
００

１
．
会

費
（
５０
．４
５
％
）

８０
，３
７８

８０
，４
４２

－
６４

２
．
入
会
金
（
３
．１
４
％
）

５
，０
００

５
，０
００

０

３
．
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（
１
．１
７
％
）

１
，８
６０

１
，８
６０

０

４
．
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（
７
．２
４
％
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１１
，５
３９

１３
，４
０６

－
１
，８
６７

５
．
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（
０
．０
１
％
）

１０
１０

０

６
．
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収
入
（
５
．３
７
％
）

８
，５
５６

９
，０
７６

－
５２
０

２
．
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（
５７
．４
７
％
）

１
．
事
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費

２
．
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費

３
．
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金

４
．
会
館
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理
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営
費

９１
，５
７５

７５
，９
１３

９
，４
２０

１
， ６
６０

４
，５
８２

８９
，７
２６

７４
，５
３９

９
，４
２０

１
，１
８５

４
，５
８２

１
，８
４９

１
，３
７４ ０ ４７
５ ０

７
．
繰
入
金
（
８
．１
３
％
）

１２
，９
６０

１２
，９
６０

０

２
．
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資
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動
収
入

２
．
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資
活
動
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出

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入（
０．
０２
％
）

３０
３０

０
１
．
特
定
資
産
支
出（
２
．８
８
％
）

４
，５
８１

４
，４
８０

１０
１

３
．
財
務
活
動
収
入

３
．
財
務
活
動
支
出

４
．
予
備
費
支
出

１
．
予
備
費
（
１
．３
３
％
）

２
，１
１６

２
，０
５６

６０

当
期
収
入
合
計（
Ａ
）

１２
０
，３
３３

１２
２
，７
８４

－
２
，４
５１

当
期
支
出
合
計（
Ｃ
）

１５
９
，３
３３

１５
７
，７
８４

１
，５
４９

前
期
繰
越
収
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２４
．４
７
％
）

３９
，０
００

３５
，０
００

４
，０
００

当
期
収
支
差
額（
Ａ
－
Ｃ
）

－
３９
，０
００

－
３５
，０
００

－
４
，０
００

収
入

合
計（
Ｂ
）

１５
９
，３
３３

１５
７
，７
８４

１
，５
４９

次
期
繰
越
収
支
差
額（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
０

０
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平成２３年度鳥取県医師会一般会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

�� 事業活動収支の部
１．事業活動収入

１．会 費（５０．４５％） ８０，３７８ ８０，４４２ －６４

１．会 費 収 入 ８０，３７８ ８０，４４２ －６４

１．会 費 収 入 ７８，０２０ ７８，０６８ －４８

� 均等割会費収入 ７８，０２０ ７８，０６８ －４８

A１���
��

＠１５６，０００×４０６人＝６３，３３６，０００円
＠７２，０００× ５人＝ ３６０，０００円
＠１２０，０００× ５人＝ ６００，０００円

A２ ２１人＝４，２８０，０００円
B ＠１２，０００×７８７人＝９，４４４，０００円

２．特別会費収入 ２，３５８ ２，３７４ －１６

� 医事紛争処理委員会会費 ７８８ ７８４ ４ ＠１，８００×４３８人

� 学校医部会会費 ６６０ ６６０ ０ ＠３，０００×２２０人

� 産業医部会会費 ９１０ ９３０ －２０ ＠２，０００×４５５人

２．入 会 金 （３．１４％） ５，０００ ５，０００ ０

１．入会金収入 ５，０００ ５，０００ ０

１．入会金収入 ５，０００ ５，０００ ０ ＠５００，０００×１０人

３．負 担 金 （１．１７％） １，８６０ １，８６０ ０

１．負担金収入 １，８６０ １，８６０ ０

１．会館維持負担金 １，８６０ １，８６０ ０
医師国保組合 １，２６０，０００円
損保ジャパン代理店北陽サービス

６００，０００円

４．補 助 金 （７．２４％） １１，５３９ １３，４０６ －１，８６７

１．補助金等収入 １１，５３９ １３，４０６ －１，８６７

１．日医補助金 ５，６８９ ５，７９２ －１０３

都道府県医師会助成費 ２，６５０，０００円
生涯教育助成費 １，１７９，０００円
勤務医活動助成費 ５００，０００円
年金普及推進運動助成費 １００，０００円
医賠責特約保険制度運営経費他

５６０，０００円
医師会立准看護師養成所助成金

４５０，０００円
予防接種対策地域支援費 ２５０，０００円

２．県委託金・補助金 ３，８５０ ５，２００ －１，３５０

特別医療協力費 ２，５００，０００円
臨床検査精度管理補助金 ５００，０００円
高度救命処置研修事業補助金 ５００，０００円
かかりつけ医と精神科医との連携会議委託金

２５０，０００円
思春期精神疾患対応力向上研修事業委託金

１００，０００円

３．産業医研修委託金 ２，０００ ２，４１４ －４１４ 産業医研修委託金 １，８００，０００円
産業医研修連絡協議会委託金 ２００，０００円

５．寄 付 金 （０．０１％） １０ １０ ０
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

１．寄 付 金 １０ １０ ０

１．寄 付 金 １０ １０ ０

６．雑 収 入 （５．３７％） ８，５５６ ９，０７６ －５２０

１．雑 収 入 ８，５５６ ９，０７６ －５２０

１．受 取 利 息 ２０ １００ －８０ 普通預金利息

２．雑 収 入 ６，６０６ ６，８７６ －２７０

医師賠償保険人件費負担金（北陽サービスより）
１，９２０，０００円

健対協人件費負担金（県より）
２，３１６，０００円

健対協会報印刷代等負担金 １，０００，０００円
医学雑誌別刷個人負担分 ２００，０００円
労災保険情報センター協力費 ６９０，０００円
有床診療所協議会会費 ３３０，０００円
その他 １５０，０００円

３．広告・手数料他収入 １，９３０ ２，１００ －１７０

会報・医学雑誌・会員名簿広告料
１，４９０，０００円

会場使用料 １００，０００円
日医認定産業医・スポーツ医申請手数料

３００，０００円
母体保護法指定医指定手数料 ４０，０００円

７．繰 入 金 （８．１３％） １２，９６０ １２，９６０ ０

１．繰 入 金 １２，９６０ １２，９６０ ０

１．生命保険取扱特別会計繰入金収入 １２，９６０ １２，９６０ ０

事業活動収入計 １２０，３０３ １２２，７５４ －２，４５１
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２．事業活動支出

１．事 業 費（３８．３２％） ６１，０６１ ６１，５２２ －４６１

１．医学向上費（３．９５％） ６，３００ ９，６４０ －３，３４０

１．医 学 会 費 ２，６００ ３，９４０ －１，３４０

医学会費（２回） １，２００，０００円
生涯教育講座地区委託金１，０００，０００円
生涯教育委員会（１回） ３００，０００円
鳥取医学賞 １００，０００円

２．中国四国医師会医学会費 ０ １，９００ －１，９００

３．鳥取医学雑誌発行費 ３，７００ ３，８００ －１００
印刷費・送料（年４回）３，０００，０００円
委員会費 ５００，０００円
編集費 ２００，０００円

２．地域社会活動費
（７．５２％） １１，９８５ １１，９７９ ６

１．地域社会対策費 ２，３００ ２，４００ －１００

健康対策協議会補助金 １，３００，０００円
禁煙指導対策委員会 ２００，０００円
禁煙指導対策地区医師会補助金

３００，０００円
かかりつけ医と精神科医との連携会議

２５０，０００円
思春期精神疾患対応力向上研修事業費

１００，０００円
その他 １５０，０００円

２．調査研究費 ２，１０５ ２，１０５ ０

臨床検査精度管理委員会（２回）
２５０，０００円

臨床検査精度管理費・報告書他
１，２００，０００円

メディファックス購読料 ５５５，０００円
資料整備費 １００，０００円

３．糖尿病対策費 ６００ ６００ ０

糖尿病対策推進会議 １５０，０００円
糖尿病対策費 ２００，０００円
糖尿病対策推進会議従事者講習会

２５０，０００円

４．救急・防災対策費 １，１７８ １，５７２ －３９４

救急医療担当理事連絡協議会 ２００，０００円
救急医療・麻薬対策費 ２００，０００円
高度救命処置研修事業費 ７００，０００円
衛星・災害時優先携帯電話使用料

７８，０００円

５．情報システム対策費 ４，７５２ ４，０５２ ７００

情報システム運営管理費２，１５０，０００円
ホームページ管理ソフトサポート料

２５２，０００円
情報システム運営委員会（１回）

１５０，０００円
情報システム整備費 １５０，０００円
日医医療情報システム協議会 １５０，０００円
情報システムに関する講演会・会議費

４００，０００円
テレビ会議システム導入費 １，５００，０００円

６．感染症対策費 ８５０ ８５０ ０
感染症危機管理対策委員会３００，０００円
感染症対策費 １５０，０００円
新型インフルエンザ対策費他 ４００，０００円

７．特定健診・保健指導対策費 ２００ ４００ －２００ 特定健診・特定保健指導対策費他

３．社会保障対策費
（１．９１％） ３，０４０ ４，０４０ －１，０００

鳥取県医師会報 １１．８ 臨時号

35



科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

１．社会保障医療対策費 ２４０ ２４０ ０ 健保・生保立会旅費

２．社会保障部費 ２，５００ ３，５００ －１，０００

医療保険委員会 ３５０，０００円
社会保険指導者講習会 ３００，０００円
支払基金・国保連合会との懇談会

３５０，０００円
保険対策費他（印刷費・送料）

１，５００，０００円

３．介護保険対策費 ３００ ３００ ０ 介護保険対策委員会（２回） ２００，０００円
介護保険対策費 １００，０００円

４．医政対策費（２．７９％） ４，４５０ ４，４５０ ０

１．医政関係費 １，４００ １，４００ ０

医療懇話会 ３００，０００円
三師会 ３００，０００円
県教育委員会連絡協議会 １００，０００円
医政活動費 ７００，０００円

２．
診療情報提供・自浄
作用活性化・医療安
全対策費

９５０ ９５０ ０

診療情報提供推進委員会 ２００，０００円
診療情報提供対策費他 １００，０００円
医療安全対策委員会 ２００，０００円
医療安全対策費他 ２００，０００円
職業倫理・自浄作用活性化委員会

１５０，０００円
自浄作用活性化対策費 １００，０００円

３．個人情報保護対策費 １００ １００ ０ 資料作成費他

４．会長交際費 ８００ ８００ ０

５．県医交際費 １，２００ １，２００ ０

５．医療経済対策費
（１．１４％） １，８２０ ２，５２０ －７００

１．経営対策費 ４５０ １，１５０ －７００

中四国共同利用施設等連絡協議会準備委員会
２００，０００円

共同利用施設対策費 １５０，０００円
経営対策費 １００，０００円

２．医事紛争対策費 １，３７０ １，３７０ ０

医事紛争処理委員会（１回） ２００，０００円
医事紛争研修会 １５０，０００円
旅費・調査費他 ２００，０００円
弁護士顧問料（２名） ６７０，０００円
中国四国医事紛争研究会（岡山）

１５０，０００円

６．広報活動費（６．８４％） １０，９００ １０，９００ ０

１．会 報 費 ９，９００ ９，９００ ０

印刷費（月１回）・臨時号（年１回）
８，３００，０００円

送料 １，４５０，０００円
編集費他 １５０，０００円

２．広報宣伝費 １，０００ １，０００ ０
対内・対外広報活動費 ４５０，０００円
委員会 １５０，０００円
健康フォーラム経費 ４００，０００円

７．部 会 費（５．３０％） ８，４４６ ７，８７３ ５７３

１．母体保護法指定医部会 ３００ ３００ ０
母体保護法指定助成金 １００，０００円
母体保護法指定医師審査委員会

２００，０００円
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２．学校医部会 ２，９９６ ２，４２３ ５７３

全国学校保健・学校医大会２５０，０００円
中国地区学校保健・学校医大会（米子）

１，０００，０００円
日医学校保健講習会 １５０，０００円
日本学校保健会々報 ２４０，０００円
学校保健会拠出金 ８０，０００円
地区医師会補助金（３地区） ５２６，５００円
学校医部会運営委員会・研修会他

７５０，０００円

３．健康スポーツ医部会 ３００ ３００ ０ 研修会他

４．労災・自賠責部会 ４００ ８００ －４００ 労災・自賠責部会 ２００，０００円
印刷費他 ２００，０００円

５．産業医部会 ３，０５０ ３，１５０ －１００

産業医研修会（４回） ２，０００，０００円
産業医部会運営委員会（１回）２５０，０００円
産業保健協議会（１回） ３５０，０００円
産業安全衛生大会 １１０，０００円
産業保健活動全国会議他 １００，０００円
送料他 ２４０，０００円

６．病院連絡会議 ２００ ２００ ０ 病院協会補助金他

７．勤務医部会 ７００ ７００ ０

全国医師会勤務医部会連絡協議会
２００，０００円

勤務医部会委員会 １００，０００円
勤務医部会総会・講演会 ４００，０００円

８．有床診療所対策費 ５００ ０ ５００ 有床診療所対策費 ５００，０００円

８．福祉対策費 （１．９８％） ３，１５０ ３，１５０ ０

１．福祉事業費 １，９００ １，９００ ０ 女性医師の懇談会他 ５００，０００円
会員名簿印刷費他 １，４００，０００円

２．表彰弔慰費 １，０５０ １，０５０ ０ 表彰費（喜寿米寿白寿祝含） ６５０，０００円
弔慰費 ４００，０００円

３．協力貯蓄運営費 ２００ ２００ ０ 印刷費、送料他

９．地区医師会連絡費
（３．７５％） ５，９７０ ５，９７０ ０

１．連絡協議会費 １，６００ １，６００ ０

地区医師会長協議会 ２００，０００円
地区医師会との懇談会（４回）８００，０００円
看護高等専修学校連絡協議会他

４００，０００円
地区連絡費 ２００，０００円

２．地区医師会補助金 １，８５０ １，８５０ ０

各看護高等専修学校補助金６００，０００円
医師会立准看護師養成所助成金（日医分）

４５０，０００円
健康教育活動補助金（東・中・西・大学）

８００，０００円

３．地区医師会交付金 １，２８０ １，２８０ ０ 東部 ４５０，０００円、中部 ２５０，０００円
西部 ４５０，０００円、大学 １３０，０００円

４．事務費交付金 １，２４０ １，２４０ ０ 東部 ４８０，０００円、中部 ２００，０００円
西部 ５００，０００円、大学 ６０，０００円

１０．諸 支 出 金（３．１４％） ５，０００ １，０００ ４，０００

１．特別事業費 ４，５００ ５００ ４，０００ 公益法人対策費 ４，０００，０００円
その他 ５００，０００円
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２．その他支出金 ５００ ５００ ０

２．管 理 費（５７．４７％） ９１，５７５ ８９，７２６ １，８４９

１．事 務 費
（４７．６４％） ７５，９１３ ７４，５３９ １，３７４

１．報 酬 ８，５９６ ８，２３６ ３６０

� 役 員 報 酬 ８，５８６ ８，２２６ ３６０

役員報酬 ８，０５０，０００円
・会長１人 ・副会長２人
・理事１２人 ・監事２人
・議長１人 ・副議長１人
税理士報酬 ５３６，０００円

� 退任役員慰労金 １０ １０ ０

２．給 与 ３８，８００ ３７，５７９ １，２２１

� 給 料 ２５，０７４ ２４，７０７ ３６７ 職員８名 基本給

� 職 員 手 当 １３，７１６ １２，８６２ ８５４

期末勤勉手当 ９，７４０，０００円
管理職・職務手当 １，３６０，０００円
時間外手当 １，４００，０００円
通勤手当 ２２６，０００円
扶養・住居手当 ９９０，０００円

� 退 職 金 １０ １０ ０

３．旅 費 ６，０００ ６，０００ ０ 役員旅費 ３，３００，０００円
職員旅費 ２，７００，０００円

４．一般事務費 ４，６４６ ４，８８８ －２４２

役務費 １，２００，０００円
需要費 ２，６００，０００円
会費等領収書送料他 ２００，０００円
法人会計システムリース料６４６，０００円

５．交 通 費 １，３００ １，３００ ０

６．共 済 費 ７，５１１ ７，０８６ ４２５

健保厚生年金保険料 ５，６００，０００円
労働保険料 ７００，０００円
中小企業退職金共済掛金 ５７６，０００円
役員傷害保険料 ６３５，０００円

７．福利厚生費 ４６０ ５５０ －９０ 職員健康診断費用 ６０，０００円
職員福利費 ４００，０００円

８．光 熱 水 費 ３，１００ ３，１００ ０
電気代 ２，２００，０００円
水道・ガス代 ３００，０００円
灯油代 ６００，０００円

９．公 課 費 ５，５００ ５，８００ －３００ 固定資産税 ４，５００，０００円
収益事業に係る税金 １，０００，０００円

２．会 議 費（５．９１％） ９，４２０ ９，４２０ ０

１．総 会 費 ８００ ８００ ０

２．代議員会費 ２，５００ ２，５００ ０ 旅費（３回） １，５００，０００円
諸費・資料等 １，０００，０００円

３．理 事 会 費 ５，４７０ ５，４７０ ０ 常任理事会（１２回） １，５６０，０００円
理事会（１２回） ３，９１０，０００円

４．監 事 会 費 ２００ ２００ ０ 旅費・諸費
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

５．委 員 会 費 ４５０ ４５０ ０ 裁定委員会費 ２５０，０００円
諸規程改正検討委員会費 ２００，０００円

３．負 担 金（１．０４％） １，６６０ １，１８５ ４７５

１．中国四国医師会連合負担金 １，４６０ ９８５ ４７５

中国四国医師会連合総会（鳥取）
８６０，０００円

中四国連合各種研究会（鳥取）３００，０００円
中四国連合常任委員会他 ３００，０００円

２．関係団体負担金 ２００ ２００ ０ 公衆衛生協会費等

４．会館管理運営費
（２．８８％） ４，５８２ ４，５８２ ０

１．維持管理費 ４，２８２ ４，２８２ ０

会館清掃料 １，３００，０００円
エレベーター保守料 ７５６，０００円
警備保障料 ５０４，０００円
空調設備保守点検料 ９１０，０００円
電気関係保安監理手数料 ２００，０００円
自動火災報知設備保守料 １６０，０００円
火災保険料 １７２，０００円
オイルタンク管理料 ８０，０００円
その他の管理料 ２００，０００円

２．管理運営費 ３００ ３００ ０ 営繕関係諸費

事業活動支出計 １５２，６３６ １５１，２４８ １，３８８

事業活動収支差額 －３２，３３３ －２８，４９４ －３，８３９

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

１．特定預金取崩収入
（０．０２％） ３０ ３０ ０

１．特定預金取崩収入 ３０ ３０ ０

１．役員退職慰労金積立金取崩収入 １０ １０ ０

２．職員退職積立金取崩収入 １０ １０ ０

３．医事紛争処理積立金取崩収入 １０ １０ ０

投資活動収入計 ３０ ３０ ０

２．投資活動支出

１．特定資産支出 （２．８８％） ４，５８１ ４，４８０ １０１

１．特定預金支出 ４，５８１ ４，４８０ １０１

１．役員退職慰労金積立金 ７１０ ７１０ ０ 別途積立金 ３，４５０，０００円
（２３．１．３１現在）

２．職員退職給与積立金 ３，８７０ ３，７６０ １１０

２４年３月末必要額（８名分）
９０，８９９，３２５円

中小企業退職金共済積立額
（２４．３．３１見込 ８名分）

２２，１１２，４１１円
別途積立金 ６４，９１９，１７９円

（２３．３．３１見込）
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

３．医事紛争処理積立金 １ １０ －９ 別途積立金 ４，８００，０００円
（２３．１．３１現在）

投資活動支出計 ４，５８１ ４，４８０ １０１

投資活動収支差額 －４，５５１ －４，４５０ －１０１

�� 財務活動収支の部
１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予備費 （１．３３％） ２，１１６ ２，０５６ ６０

１．予備費 ２，１１６ ２，０５６ ６０

１．予備費 ２，１１６ ２，０５６ ６０

当期収支差額 －３９，０００ －３５，０００ －４，０００

前期繰越収支差額（２４．４７％） ３９，０００ ３５，０００ ４，０００

次期繰越収支差額 ０ ０ ０

（注）１．借入金限度額 ０円 該当なし
２．債務負担額 ０円 該当なし
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第５号議案 平成２３年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算について

平成２３年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．積 立 金 ９，９８４ ９，９８４ ０ A１ ２，０００円×１２か月×４１６人＝９，９８４，０００円

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １ １ ０ 普通預金利息

事業活動収入計 ９，９８５ ９，９８５ ０

２．事業活動支出

１．管理費支出

１．諸 経 費 １０ １０ ０

２．修 繕 費 ７５，４６９ ６６，０５０ ９，４１９ 大規模修繕等

事業活動支出計 ７５，４７９ ６６，０６０ ９，４１９

事業活動収支差額 －６５，４９４ －５６，０７５ －９，４１９

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出 ０ ０ ０

当期収支差額 －６５，４９４ －５６，０７５ －９，４１９

前期繰越収支差額 ６５，４９４ ５６，０７５ ９，４１９

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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第６号議案 平成２３年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算について

平成２３年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．団体事務費 １３，２００ １３，２００ ０

団体事務取扱手数料 ８社分

１，１００，０００円×１２か月

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １ １０ －９ 普通預金利息

事業活動収入計 １３，２０１ １３，２１０ －９

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．一般事務費 ４００ ４００ ０ 口座振替・振込手数料、通信費

２．他会計への繰入金支出

１．繰 出 金 １２，９６０ １２，９６０ ０ 一般会計へ

事業活動支出計 １３，３６０ １３，３６０ ０

事業活動収支差額 －１５９ －１５０ －９

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費 １４１ ２００ －５９

当期収支差額 －３００ －３５０ ５０

前期繰越収支差額 ３００ ３５０ －５０

次期繰越収支差額 ０ ０ ０

※配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額会員への配当金となるため、計上していない。
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第７号議案 平成２３年度鳥取県地域産業保健センター収支予算について

平成２３年度鳥取県地域産業保健センター収支予算

（単位：円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．委 託 金 １５，９６５，０００ １７，３１３，０３０ －１，３４８，０３０ 鳥取労働局

事業活動収入計 １５，９６５，０００ １７，３１３，０３０ －１，３４８，０３０

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．諸 謝 金

２．旅 費

３．庁 費

４．消費税相当額

１０，４３２，０００

５０７，０００

４，６２５，０００

７６１，０００

１１，３１３，６００

５５０，０００

４，２６５，０００

８２４，４３０

－８８１，６００

－４３，０００

－３６０，０００

－６３，４３０

医師、コーディネーター等

事業活動支出計 １５，９６５，０００ １７，３１３，０３０ －１，３４８，０３０

事業活動収支差額 ０ ０ ０

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費 ０ ０ ０

当期収支差額 ０ ０ ０

前期繰越収支差額 ０ ０ ０

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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参
考

平
成
２３
年
度
鳥
取
県
医
師
会
（
一
般
・
特
別
会
計
）
収
支
予
算
総
括
表

（
単
位
：
千
円
）

科
目

一
般
会
計

特
別

会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

会
館
修
繕
積
立
金

生
命
保
険

地
産
保
セ
ン
タ
ー

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会

費
収

入
２
．
入
会
金
収
入

３
．
負
担
金
収
入

４
．
補
助
金
等
収
入

５
．
寄

付
金

６
．
雑

収
入

７
．
繰

入
金

８
．
団
体
事
務
費

９
．
委

託
金

８０
，３
７８

５
，０
００

１
，８
６０

１１
，５
３９ １０

８
，５
５６

１２
，９
６０

９
，９
８４ １

１

１３
，２
００

１５
，９
６５

－
１２
，９
６０

９０
，３
６２

５
，０
００

１
，８
６０

１１
，５
３９ １０

８
，５
５８ ０

１３
，２
００

１５
，９
６５

事
業
活
動
収
入
計

１２
０
，３
０３

９
，９
８５

１３
，２
０１

１５
，９
６５

－
１２
，９
６０

１４
６
，４
９４

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
医
学
向
上
費

２
．
地
域
社
会
活
動
費

３
．
社
会
保
障
対
策
費

４
．
医
政
対
策
費

５
．
医
療
経
済
対
策
費

６
．
広
報
活
動
費

７
．
部

会
費

８
．
福
祉
対
策
費

９
．
地
区
医
師
会
連
絡
費

１０
．
諸

支
出

金

６
，３
００

１１
，９
８５

３
，０
４０

４
，４
５０

１
，８
２０

１０
，９
００

８
，４
４６

３
，１
５０

５
，９
７０

５
，０
００

６
，３
００

１１
，９
８５

３
，０
４０

４
，４
５０

１
，８
２０

１０
，９
００

８
，４
４６

３
，１
５０

５
，９
７０

５
，０
００
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科
目

一
般
会
計

特
別

会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

会
館
修
繕
積
立
金

生
命
保
険

地
産
保
セ
ン
タ
ー

１１
．
事

務
費

１２
．
会

議
費

１３
．
負

担
金

１４
．
会
館
管
理
運
営
費

１５
．
諸

経
費

１６
．
修

繕
費

１７
．
一
般
事
務
費

１８
．
繰

出
金

１９
．
諸

謝
金

２０
．
旅

費
２１
．
庁

費
２２
．
消
費
税
相
当
額

７５
，９
１３

９
，４
２０

１
，６
６０

４
，５
８２

１０
７５
，４
６９

４０
０

１２
，９
６０

１０
，４
３２ ５０
７

４
，２
６５ ７６
１

－
１２
，９
６０

７５
，９
１３

９
，４
２０

１
，６
６０

４
，５
８２ １０

７５
，４
６９ ４０
０ ０

１０
，４
３２ ５０
７

４
，２
６５ ７６
１

事
業
活
動
支
出
計

１５
２
，６
３６

７５
，４
７９

１３
，３
６０

１５
，９
６５

－
１２
，９
６０

２４
４
，４
８０

事
業
活
動
収
支
差
額

－
３２
，３
３３

－
６５
，４
９４

－
１５
９

０
０

－
９７
，９
８６

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

３０
３０

投
資
活
動
収
入
計

３０
０

０
０

０
３０

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
預
金
支
出

４
，５
８１

４
，５
８１

投
資
活
動
支
出
計

４
，５
８１

０
０

０
０

４
，５
８１

投
資
活
動
収
支
差
額

－
４
，５
５１

０
０

０
０

－
４
，５
５１

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０
０

０
０
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第１８５回鳥取県医師会（臨時）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２３年７月９日（土）

午後３時～午後４時５分

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代議員の総数
４６名

４．出席代議員数
４３名

５．出席の役員等
岡本会長、富長・池田両副会長

吉中・明穂・笠木・魚谷各常任理事

吉田・井庭・米川・清水・岡田各理事

新田・石井両監事

入江・長田両顧問

６．報 告 事 項
平成２２年度鳥取県医師会会務報告

７．議 決 事 項
以下の５議案について何れも承認された。

第１号議案 平成２２年度鳥取県医師会一般

会計収支決算承認について

第２号議案 平成２２年度鳥取県医師会会館

修繕積立金会計収支決算承認

について

第３号議案 平成２２年度鳥取県医師会生命

保険取扱特別会計収支決算承

認について

第４号議案 平成２２年度鳥取県地域産業保

健センター会計収支決算承認

について

第５号議案 平成２３年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について

８．会 議 の 状 況
〈板倉議長〉

それでは、定刻になりましたので、ただい

まから第１８５回鳥取県医師会臨時代議員会を

開会致します。まず、事務局より資格確認を

お願い致します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４６名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は４３名で、

過半数の出席でございます。以上、ご報告致

します。

〈板倉議長〉

過半数の出席ですので、会議は成立致しま

す。

最初に議事録署名人の選出でございますが、

議長に一任願えますか。

［異議なし］

それでは、１４番・松田裕之代議員、２７番・

神鳥高世代議員のお二方にお願い致します。

では、日程に従いまして、「会長挨拶」を

お願い致します。岡本会長、よろしくお願い

致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は、第１８５

回鳥取県医師会臨時代議員会を開催致しまし

たところ、週末の大変お忙しい中、また猛暑

の中、ご出席を賜りまして誠に有難うござい

ます。

本日の主な議案は、平成２２年度会務報告及

び収支決算案等４議案と平成２３年度会費賦課

減免申請の承認でございます。詳細につきま

しては、後程、担当役員がご説明致しますの

で、慎重審議の上、何卒ご承認を賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。

聞きしに勝る大災害となった東日本大震災

が発生してから早いもので４ヶ月が過ぎまし

たが、犠牲になられた方々のご冥福をお祈り

するとともに、被災された方々に心からお見

舞いを申し上げます。

鳥取県医師会では、日本医師会からの要請

により、急遽JMATを組織しました。直接、

被災地の医療活動をされた総勢４１名、８班に

亘る医師、看護師、事務の方々には深甚の敬

意を表したいと思います。第１班には本会代

議員である永井先生、その後、岡田理事にも

行っていただきました。総勢４１人を送りだし

たわけですが、DMATでは出番が少なかっ

たものが、JMATになってかなり進んだとい

うのが今回の災害の特徴的なものであったよ

うに思います。

粘り強く、確実に復興、再生に向かって力

強く歩み出した時、皆さん、ご存知のように

先日の報道での復興大臣の心ない発言は、や

はり国民は超一流でも政治は三流といわざる

を得ません。まだまだ復旧・復興は途中でご
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ざいますが、一刻も早い復興をお祈りしてい

ます。

さて、平成２４年度に予定されています診療

報酬と介護報酬の同時改定についてですが、

この度の大災害を受けて、日本医師会では去

る５月１９日、原中会長が細川厚生労働大臣を

訪ね、１年間延ばしていただくよう改定の見

送りを申し入れました。その理由は、国も医

療提供者も東日本大震災の復興支援に全身全

霊を捧げるべきであり、国難の大混乱期に国

の制度の根幹をなす診療報酬、介護報酬の同

時改定は行なうべきではない、との考えであ

り、現在の国の状況を総合的に判断した苦渋

の決断であったと思います。更に今年度、中

医協が行なう医療経済実体調査、薬価調査、

保険医療材料価格調査などを中止することも

申し入れましたが、中医協側で話し合いが行

なわれ、調査はすることになったようです。

後程総会でもう少しお話しします。

この経緯は、４月２４日に第１２４回日本医師

会代議員会が開催されましたが、会長挨拶で

は全くこの話はなく、質問に答える形で執行

部は見送る方針であることを提案しました。

それを受けて、代議員から診療報酬に関する

決議案の緊急提案がありました。賛否両論あ

り、改定を見送る案に賛成の方が多かったの

ですが、決議文は大半の賛成がないといけな

いため、一致した支持が得られずに、執行部

一任とされました。

また、５月２８、２９日の両日、鳥取県医師会

の担当により、鳥取市で開催した中国四国医

師会連合総会、常任委員会では、広島県医師

会より、地域医療崩壊の折から、診療報酬及

び介護報酬の改定は粛々と行なうべきである、

との決議文を採択するよう提案、意見が出さ

れました。大半の県は、東北の惨状を見て、

なかなかそういう気持ちにはならないという

のがほとんどで、中央と地方が不一致を表明

する結果となると判断し、常任委員会で十分

な議論をした上で、採決するまでは持って行

かずに、日本医師会へ中国四国医師会の意向

を伝えることと致しました。

一昨日のメディファックスによると、宮城

県医師会長から心無い方もいらっしゃるもの

だという表現があり、厚労大臣にやはり１年

延ばして欲しいと申し入れをしたという報告

がありました。なお、現在、この件について

は決まったわけではございません

以上、簡単ではございますが、開会にあ

たっての挨拶と致します。本日は、議案の審

議についてよろしくお願い致します。

〈板倉議長〉

有難うございました。続きまして、５番の

「報告」に移ります。「平成２２年度鳥取県医

師会会務報告」につきまして富長副会長、お

願い致します。

〈富長副会長〉

副会長の富長でございます。会務報告のご

説明を致します。お手元の冊子の１頁をご覧

下さい。

まず、庶務関係でございます。平成２３年３

月末日現在の本会会員数は１，３３５名で、前年

度に比べて３名の減であります。A１会員が

４３２名、A２会員が２２名、Ｂ会員が８８１名で、

これを地区別に見ますと、東部５１９名、中部

２２６名、西部４９７名、大学９３名でございます。

２番目の物故会員ですが、平成２２年４月１

日より本年３月末日に至る間の物故会員は、

井�成子先生、中村良文先生、水川六郎先生、

都田 治先生、佐古恒徳先生、岩井 博先生、

山根 巌先生、矢島義夫先生、入澤俊夫先生

の９名でございます。その後、本日までに、

林原祐治先生、樋口 實先生、谷口 充先生

がお亡くなりになっておられます。

ここで黙祷すべきところでございますが、

後程の総会の席上で行ないたいと思います。

引き続き、会務報告を続けます。

〔以下、会務報告に基づき説明〕

〈板倉議長〉

有難うございました。以上で会務報告は終

了しました。

それでは、ただいままでの会長挨拶と会務

報告に関して、ご発言がありましたら挙手を

お願い致します。

ないようですので、６番の「議事」に移り

ます。

第１号議案『平成２２年度鳥取県医師会一般

会計収支決算承認について』を上程致します。

執行部のご説明をお願い致します。魚谷常任

理事、お願い致します。

〈魚谷常任理事〉

会計担当の魚谷でございます。ご説明致し
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ます。

［資料「議案書」を説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ここで監事から監査

報告をお願い致します。石井監事、よろしく

お願い致します。

〈石井監事〉

監事の石井でございます。去る６月２３日、

新田監事と共に県医師会館におきまして、会

計監査を行ないましたので、その結果をご報

告致します。

平成２２年度一般会計収支決算書につきまし

て、関係諸帳簿並びに証憑書類等を照合し、

慎重に監査致しました結果、適正であること

を認めましたので、ご報告致します。以上で

ございます。

〈板倉議長〉

有難うございました。ここで、決算に関す

る質問の他、会務全般にわたって質疑を行な

います。昨日までに前もっての質問は届いて

おりませんが、ここでどなたかご質問ござい

ませんか。

〈２７番：神鳥代議員〉

失礼致します。２７番の神鳥でございます。

事前に質問書を出すべきだったのですが、今

日の会務報告をお聞きして６頁ですが、雑収

入の摘要欄に第一生命株式化に伴う分配金と

いうのがございました。これが本会計に入る

ことになった経緯についてお聞きします。な

ぜ、投資活動収入ではないのかということを

お願い致します。

〈板倉議長〉

執行部の回答をお願い致します。

〈魚谷常任理事〉

この件については、この後で説明します生

命保険取扱特別会計の手数料として入ったも

のを一般会計に入れていますので、このまま

一般会計でいいのではないかと思ってそのよ

うにしております。

〈２７番：神鳥代議員〉

もう一つよろしいでしょうか。今、それを

お聞きしたかったのですが、本来なら生命保

険に入るはずだったのですね。そうすると一

旦、そこへ入れてから一般会計へ繰り入れる

のが正しい方法ではないかと思うのですが、

いかがでしょうか。

〈魚谷常任理事〉

今回は全く初めてのことだったものですか

ら、このようにしましたが、次回、もし同じ

ような事例が生じれば、検討したいと思いま

す。

〈板倉議長〉

よろしいですか。他にどなたかご質問ござ

いませんか。

では、ないようですので、議案に対する採

決を行います。

第１号議案を承認することに賛成の方の挙

手を求めます。

［挙手多数］

有難うございました。「挙手多数」と認め

ます。従いまして、第１号議案は承認されま

した。

続きまして、第２号議案『平成２２年度鳥取

県医師会会館修繕積立金会計収支決算承認に

ついて』、第３号議案『平成２２年度鳥取県医

師会生命保険取扱特別会計収支決算承認につ

いて』、第４号議案『平成２２年度鳥取県地域

産業保健センター会計収支決算承認につい

て』以上の３議案の特別会計を一括上程致し

ます。執行部のご説明をお願い致します。魚

谷常任理事、お願い致します。

〈魚谷常任理事〉

それでは続きまして会計担当の魚谷がご説

明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ここで、第２号議案

から第４号議案までの特別会計３議案の決算

について、石井監事から監査報告をお願い致

します。

〈石井監事〉

先程の一般会計と合わせまして、特別会計

分を去る６月２３日、新田監事と共に県医師会

館におきまして会計監査を行ないましたので、

ご報告を申し上げます。

平成２２年度特別会計収支決算書並びに財産

目録につきまして、関係諸帳簿並びに証憑書

類等を照合し、慎重に監査を致しました結果、

適正であることを認めましたのでご報告致し

ます。以上でございます。

〈板倉議長〉

有難うございました。それでは、ただいま
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ご説明のありました、第２号議案から第４号

議案の３議案に対しまして、どなたかご質問、

ご意見はございますか。

ないようですので、議案に対する採決を行

います。

第２号議案から第４号議案までの３議案を

承認することに賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

有難うございました。「挙手多数」と認め

ます。従いまして、第２号議案から第４号議

案までの３議案は承認されました。

続きまして、第５号議案『平成２３年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について』を上程

致します。執行部のご説明をお願い致します。

魚谷常任理事、お願い致します。

〈魚谷常任理事〉

それではご説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈板倉議長〉

有難うございました。ただいまのご説明に

ついて、何かご質問はございませんか。

ないようですので、採決に移ります。第５

号議案を承認することに賛成の方の挙手を求

めます。

［挙手多数］

有難うございました。「挙手多数」と認め

ます。よって、第５号議案は承認されました。

以上をもちまして、本日の議事はすべて終

了致しました。それでは、閉会にあたりまし

て、岡本会長からご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

本日は、平成２２年度の決算等５議案につき

まして、すべて原案通りご承認を賜りまして

誠に有難うございました。

ただ、先程の神鳥代議員からのご質問です

が、第一生命他９社の団体事務費に関しては、

２０頁の生命保険取扱特別会計収支で行なって

おりますし、２１頁の配当金について掲載して

います。この会計はすべて取扱った事務費に

関する会計です。第一生命の分配金は株の収

入ですので、生命保険の特別会計に入れるの

が適当かどうかわかりません。神鳥先生の方

が詳しいと思いますが、いかがでしょうか。

私は一般会計で良いと思います。といいます

のは顧問税理士に見ていただき、了承しても

らっているので、おそらくこちらの方が会計

上は正しいのではないのでしょうか。これを

生命保険取扱特別会計収支に入れてしまうと、

また難しくなるのではないかと思っておりま

す。よろしいでしょうか。

〈２７番：神鳥代議員〉

お話はよくわかりました。それで折角公益

法人会計になっているわけですから、投資活

動収入があるので、それを利用出来ないのか

というのが私の第１点だったのです。そこに

入れるのはどうなのかということです。

〈岡本会長〉

その方がいいと思います。ただこれは公益

法人会計と申しましても勉強中なものですか

ら、うまく出来てなかったのではないかと反

省しています。

もう一つは、折角東北の方へJMATで行っ

ていただいた方々の費用はどうなったのかと

いうご心配があるかと思われますが、これは

実は初めの方の派遣は、途中から費用が要っ

たわけですが、日医の方ですべての飛行機代

は無料にして下さいました。

あと一つは、３月の代議員会の時に義援金

と支援金は意味合いが違うため、いかがなも

のかとお話しましたが、最近勉強したら、３

月に皆様から集めさせていただいたお金は支

援金であると思います。被災された方々に平

等に分けるのが義援金であって、支援金は

JMATのように皆様にお世話になった時には

そのお金を持って支援しても差し支えないと

いうものであります。日医の義援金という言

葉は間違っていたのではないかと思います。

そして勝手ではございましたが、後の派遣に

つきましては支援金として必要な経費は少し

ずつ使わせていただいた経過がございます。

ですから会計には載っていません。どこから

お金が出たのだろうかということもあります

が、決して誤魔化しているわけではございま

せん。

また、先程の説明で魚谷常任理事から公益

法人になるためには一千万円ほど足りないと

いうことがありましたが、これについては高

野会計事務所に聞いております。ただ我々の

感覚から申し上げますと、公益法人というの

は、いわゆる黒字を出して儲かる団体ではな

く、赤字になってもいいのではないかと思っ

ておりました。ところが公益事業につきまし
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ては赤字を出すべきであるが、医師会の収支

決算は黒字にということで、思っていたこと

が違っていたという反省をしながら、これか

ら公益法人化に向けて努力していきたいと

思っております。

理事会がある時に委員会を同日に開催する

と理事の人達は委員会の日当は出ません。ま

た、健対協も同日に開催して少しずつ経費を

浮かしてきたのが、このマイナス会計でござ

います。なお、昨年度に委員会を開催してい

ないのは、医療安全対策委員会と自浄作用活

性化委員会で、他の委員会はしております。

今後とも我々はなるべくお金は遣わないよう

に良い運営をしていきたいと考えております

ので、今後ともご理解、ご支援の程をお願い

しまして御礼の挨拶と致します。本日は、有

難うございました。

［拍手］

〈板倉議長〉

それでは、以上をもちまして、第１８５回鳥

取県医師会臨時代議員会を閉会致します。本

日は、長時間にわたりまして有難うございま

した。

［拍手］

［午後４時５分閉会］

第１８５回鳥取県医師会臨時代議員会

［議 長］ 板 倉 和 資 印

［署名人］ 松 田 裕 之 印

［署名人］ 神 鳥 高 世 印
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第１８５回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

と き 平成２３年７月９日（土） 午後３時

ところ 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．報 告
平成２２年度鳥取県医師会会務報告

６．議 事
第１号議案 平成２２年度鳥取県医師会一般会

計収支決算承認について

第２号議案 平成２２年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第３号議案 平成２２年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第４号議案 平成２２年度鳥取県地域産業保健

センター会計収支決算承認につ

いて

第５号議案 平成２３年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

７．閉 会

第１８５回鳥取県医師会（臨時）代議員会名簿

平成２３年７月９日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 吉 田 泰 之 ３３ 西部 左 野 喜 實

２ 〃 福 島 明 １８ 中部 森 尾 泰 夫 ３４ 〃 角 賢 一

３ 〃 松 浦 喜 房 １９ 〃 石 田 浩 司 ３５ 〃 中 曽 庸 博

４ 〃 安 陪 隆 明 ２０ 〃 安 梅 正 則 ３６ 〃 長谷川 真 弓

５ 〃 石 谷 暢 男 ２１ 〃 塩 孜 ３７ 〃 木 村 秀一朗

６ 〃 尾 � 眞 人 ２２ 〃 湯 川 喜 美 ３８ 〃 永 井 小 夜

７ 〃 加 藤 大 司 ２３ 〃 山 本 敏 雄 ３９ 〃 藤 瀬 雅 史

８ 〃 小 林 恭一郎 ２４ 〃 西 田 法 孝 ４０ 〃 高 見 徹

９ 〃 杉 山 長 毅 ２５ 〃 松 田 哲 郎 ４１ 〃 小 酒 浩

１０ 〃 松 木 勉 ２６ 西部 野 坂 美 仁 ４２ 〃 門 脇 敬 一

１１ 〃 西土井 英 昭 ２７ 〃 神 鳥 高 世 ４３ 大学 井 上 貴 央

１２ 〃 田 中 紀 章 ２８ 〃 作 野 嘉 信 ４４ 〃 長谷川 純 一

１３ 〃 福 永 康 作 ２９ 〃 飛 田 義 信 ４５ 〃 小 川 敏 英

１４ 〃 松 田 裕 之 ３０ 〃 安 達 敏 明 ４６ 〃 岸 本 拓 治

１５ 〃 三 宅 茂 樹 ３１ 〃 辻 田 哲 朗

１６ 〃 森 英 俊 ３２ 〃 小 林 哲
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平成２２年度鳥取県医師会会務報告

［２２．４．１～２３．３．３１］

庶 務 関 係

１．会員数について
平成２３年３月末日現在、本会会員数は１，３３５

名にして、A１会員４３２名、A２会員２２名、Ｂ会

員８８１名となっており、このうち、会費免除会

員は１１７名である。

更に、これを地区別に示せば次のとおりであ

る。

東部５１９名、中部２２６名、西部４９７名、

大学９３名計１，３３５名

２．物故会員について
平成２２年４月１日より、本年３月末日に至る

間の物故会員は次のとおりである。

井 � 成 子 先生（８６歳）

鳥取市（２２．５．２１逝去）

〔略歴〕

昭和１９年９月 大阪女子高等医学専門学校卒業

昭和３４年５月 開業

平成１２年４月 閉院

中 村 良 文 先生（７８歳）

鳥取市（２２．７．１１逝去）

〔略歴〕

昭和３１年３月 鳥取大学医学部卒業

昭和５４年４月 鳥取県立中央病院副院長

昭和６２年４月 岩美町立岩美病院長

平成９年４月 鳥取県保健事業団医務局長

水 川 六 郎 先生（５５歳）

鳥取市（２２．８．１５逝去）

〔略歴〕

昭和５４年３月 鳥取大学医学部卒業

平成１１年４月 鳥取大学医学部助教授

平成１３年４月 開業

都 田 治 先生（８８歳）

米子市（２２．９．１逝去）

〔略歴〕

昭和２１年９月 京都帝国大学医学部卒業

昭和３９年４月 開業

昭和４５年４月 西部医師会代議員

佐 古 恒 徳 先生（８７歳）

米子市（２２．１１．１５逝去）

〔略歴〕

昭和２４年３月 大阪高等医学専門学校卒業

昭和３６年４月 開業

昭和４１年４月 西部医師会代議員

岩 井 博 先生（８３歳）

鳥取市（２３．１．１４逝去）

〔略歴〕

昭和２５年３月 岡山医科大学付属医学専門部卒

業

昭和４１年１月 開業

昭和５１年４月 東部医師会監事

昭和６３年４月 鳥取県医師会代議員

山 根 巖 先生（７１歳）

米子市（２３．１．１８逝去）

〔略歴〕

昭和３９年３月 鳥取大学医学部卒業

昭和５３年３月 開業

昭和５７年４月 西部医師会代議員

矢 島 義 夫 先生（７６歳）

境港市（２３．３．１４逝去）

〔略歴〕

昭和３５年３月 鳥取大学医学部卒業

昭和５６年９月 開業

昭和６３年４月 西部医師会代議員

入 澤 俊 夫 先生（９３歳）

日野郡（２３．３．２１逝去）

〔略歴〕

昭和１７年９月 大阪高等医学専門学校卒業

昭和２８年９月 開業

昭和３１年４月 西部医師会代議員

３．代議員について
任期満了に伴う代議員、予備代議員改選につ

いて地区医師会に委託選挙した結果、次のとお

り決定し、４月１日就任した。

〔代議員〕

東部 ○板 倉 和 資 福 島 明

松 浦 喜 房 安 陪 隆 明
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石 谷 暢 男 尾 � 眞 人

加 藤 大 司 小 林 恭一郎

杉 山 長 毅 下 田 光太郎

竹 内 勤 田 中 紀 章

福 永 康 作 松 田 裕 之

三 宅 茂 樹 森 英 俊

吉 田 泰 之

中部 ◎池 田 宣 之 松 田 隆

安 梅 正 則 青 木 哲 哉

湯 川 喜 美 山 本 敏 雄

西 田 法 孝 石 津 吉 彦

西部 野 坂 美 仁 神 鳥 高 世

作 野 嘉 信 飛 田 義 信

安 達 敏 明 辻 田 哲 朗

小 林 哲 左 野 喜 實

角 賢 一 中 曽 庸 博

長谷川 真 弓 木 村 秀一朗

永 井 小 夜 藤 瀬 雅 史

稲 賀 潔 小 酒 浩

松 野 充 孝

鳥大 井 上 貴 央 長谷川 純 一

小 川 敏 英 岸 本 拓 治

〔予備代議員〕

東部 麻 木 宏 栄 石 河 利一郎

石 丸 昌 宏 岩 下 和 人

川 口 俊 夫 神 戸 直 登

小 濱 美 昭 斎 藤 基

杉 本 勇 二 中 山 裕 雄

西土井 英 昭 濱 � 尚 文

深 澤 哲 藤 田 直 樹

松 木 勉 松 下 公 紀

水 本 清

中部 阿 藤 孝二郎 森 尾 泰 夫

松 田 哲 郎 石 田 浩 司

森 廣 敬 一 谷 口 宗 弘

藤 井 武 親 大 津 敬 一

西部 瀬 口 正 史 高 見 徹

根 津 勝 野 坂 康 雄

宝 意 規 嗣 細 田 明 秀

阿 部 博 章 遠 藤 秀 之

越 智 寛 面 谷 博 紀

門 脇 敬 一 高 田 照 男

瀧 田 寿 彦 廣 江 ゆ う

吹 野 陽 一 丸 山 茂 樹

南 崎 剛

鳥大 清 水 英 治 神 崎 晋

近 藤 博 史 北 野 博 也

◎議長 ○副議長

◆平成２２年９月１５日公示の鳥取県医師会役員補欠

選挙に伴い、中部医師会より代議員、予備代議

員に変更があり、次のとおり決定し、１０月１３日

就任した。

〔代議員〕池田 宣之 → 森尾 泰夫

〔予備代議員〕森尾 泰夫 → 塩 孜

◆平成２２年９月３０日付で池田議長から辞任届提出

に伴い、平成２２年１０月２１日開催の第１８３回鳥取

県医師会（臨時）代議員会において次のとおり

決定し、１０月２１日就任した。

〔議長〕板倉 和資 〔副議長〕野坂 美仁

４．役員について
平成２２年２月１８日、任期満了に伴う役員選挙

の結果、次のとおり決定し、４月１日就任した。

会 長 岡本 公男

副 会 長 富長 将人 天野 道麿

理 事 ＊渡辺 憲 ＊吉中 正人

＊明穂 政裕 ＊笠木 正明

＊魚谷 純 武田 倬

吉田 眞人 井庭 信幸

米川 正夫 清水 正人

村脇 義和 岡田 克夫

監 事 新田 辰雄 石井 敏雄

裁 定 委 員 芦川 喬 中尾 政和

岸 良尚 山本 栄

増田 昇 門脇 和範

木村 禎宏 佐々木博史

花木 啓一

顧 問 入江 宏一 長田 昭夫

日医代議員 岡本 公男 池田 宣之

同予備代議員 富長 将人 魚谷 純

＊常任理事

◆平成２２年９月１５日公示の鳥取県医師会役員補欠

選挙に伴い、平成２２年１０月２１日開催の第１８３回

鳥取県医師会（臨時）代議員会において次のと

おり決定し、１０月２１日就任した。

〔副会長〕天野 道麿 → 池田 宣之

５．理事会務分担について
平成２２年４月１日よりの役員業務分担は次の

とおりである。
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◆平成２２年１０月２１日より池田副会長就任後補追の会務分担は次のとおりである。

役 員 の 会 務 分 担

会 務 主担当 副担当

庶 務 明 穂 魚谷・岡田

会 計 魚 谷 明穂

生涯教育、学術、卒後臨床研修医 武 田 渡辺・村脇

医療保険 富 長 天野・吉田

介護保険、高齢者福祉、障害者福祉 天 野 富長・渡辺

労災保険、自賠責保険 清 水 明穂・米川

健康対策協議会 吉 中 井庭・岡田

感染症 笠 木 天野・村脇

医療安全、診療情報開示（個人情報保護）、職

業倫理、自浄作用
富 長 渡辺・明穂

医事紛争 井 庭 渡辺・吉中

救急医療、災害対策、ACLS 清 水 武田・米川

広報、会報編集 渡 辺 天野・米川

情報システム 米 川 笠木・岡田

臨床検査 吉 田 富長

学校保健、少子化対策 笠 木 天野・井庭

産業保健 吉 田 富長・吉中

健康スポーツ医 明 穂 米川

医療関係職種、共同利用施設 天 野 武田

勤務医（女性医師対策を含む） 村 脇 清水

医療政策・環境対策 岡 田 渡辺・清水

糖尿病対策 武 田 富長・天野

メンタルヘルス、自殺対策 渡 辺 魚谷・吉田

有床診療所対策 米 川 明穂・魚谷

役 員 の 会 務 分 担

２２．１０．２１～２４．３．３１［敬称略］

会 務 主担当 副担当

総 務（公益法人対策） 明 穂 魚谷・岡田

財 務 魚 谷 明穂

生涯教育、学術 武 田 渡辺・村脇

医療保険 富 長 吉中・吉田

介護保険、高齢者福祉、障がい者福祉 池 田 富長・渡辺
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６．各種委員会委員の委嘱について
平成２２年４月１日新役員就任に伴い、本会内

委員会委員・部会委員は次のとおりである。な

お、各委員会においては、それぞれ所管事項に

ついて審議を行った。

〔任期Ｈ．２２．４．１～Ｈ．２４．３．３１〕

〔敬称略〕

１ 医療保険委員会委員（担当：富長副会長）

委 員 長 富長 将人

副委員長 福島 明

天野 道麿 渡辺 憲

笠木 正明 魚谷 純

米川 正夫 長谷川晴己

阿藤孝二郎 工藤 浩史

宮本 二郎 渡邉 賢司

植木 寿一 下田光太郎

吉田 泰之 福永 康作

池田 宣之 森尾 泰夫

神鳥 高世 安達 敏明

村脇 義和

２ 医療安全対策委員会委員（担当：富長副会

長）（診療情報提供推進を含む）

委 員 長 ※岡本 公男

副委員長 松本美智子（県立中央病院看護

局長）

※富長 将人 ※渡辺 憲

※明穂 政裕 ※魚谷 純

藤原 和男（弁護士）

岩垣 宝祥（県医療指導課長）

田中松市郎（鳥取赤十字病院薬

剤部長）

露木 節子（県看護協会長）

板倉 和資 池田 宣之

野坂 美仁 豊島 良太

※常任委員会委員

３ 職業倫理・自浄作用活性化委員会委員（担

当：富長副会長）

委 員 長 岡本 公男

富長 将人 天野 道麿

渡辺 憲 明穂 政裕

井庭 信幸 板倉 和資

池田 宣之 野坂 美仁

労災保険、自賠責保険 清 水 明穂・米川

健康対策協議会 吉 中 井庭・岡田

感染症 笠 木 吉中・村脇

医療安全、診療情報開示（個人情報保護）、職

業倫理、自浄作用
富 長 渡辺・明穂

医事紛争 井 庭 池田・渡辺

救急医療、防災対策 清 水 武田・米川

広報、会報編集 渡 辺 米川・清水

情報システム 米 川 笠木・岡田

臨床検査 吉 田 富長

学校保健、少子化対策 笠 木 池田・井庭

産業保健 吉 田 富長・吉中

健康スポーツ医 明 穂 池田・米川

医療関係職種、共同利用施設 池 田 武田

勤務医（女性医師対策を含む） 村 脇 池田・清水

医療政策・環境対策 岡 田 渡辺・清水

糖尿病対策 武 田 富長

メンタルヘルス、自殺対策 渡 辺 魚谷・吉田

有床診療所対策 米 川 明穂・魚谷
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４ 医事紛争処理委員会委員（担当：井庭理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 富長 将人

天野 道麿 渡辺 憲

吉中 正人 明穂 政裕

魚谷 純 井庭 信幸

板倉 和資 松浦 喜房

小林恭一郎 池田 宣之

松田 隆 野坂 美仁

神鳥 高世 辻田 哲朗

５ 生涯教育委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 武田 倬

渡辺 憲 村脇 義和

安陪 隆明 福島 明

湯川 喜美 阿藤孝二郎

都田 裕之 角 賢一

北野 博也 福本 宗嗣

６ 広報委員会委員（担当：渡辺常任理事）

委 員 長 渡辺 憲

天野 道麿 米川 正夫

松田 裕之 小林恭一郎

森廣 敬一 石津 吉彦

伊藤 慎哉 永井 小夜

豊島 良太

７ 会報編集委員会委員（担当：渡辺常任理事）

渡辺 憲 天野 道麿

米川 正夫 秋藤 洋一

中安 弘幸 山口 由美

松浦 順子

８ 情報システム運営委員会委員（担当：米川

理事）

委 員 長 米川 正夫

副委員長 渡辺 憲

笠木 正明 岡田 克夫

安陪 隆明 石津 吉彦

左野 喜實 近藤 博史

９ 感染症危機管理対策委員会委員（担当：笠

木常任理事）

委 員 長 笠木 正明

天野 道麿 村脇 義和

岡田 克夫 石谷 暢男

山本 敏雄 丸山 茂樹

堀井 俊伸

１０ 臨床検査精度管理委員会委員（担当：吉田

理事）

委 員 長 富長 将人

副委員長 吉田 眞人

清水 正人 吉田 泰之

大津 敬一 遠藤 秀之

野上 智

西川 清司（県臨床検査技師会長）

１１ 介護保険対策委員会委員（担当：天野副会

長）

委 員 長 天野 道麿

富長 将人 渡辺 憲

清水 正人 杉山 長毅

藤井 武親 細田 明秀

浦上 克哉

１２ 鳥取県自動車保険医療指導委員会委員（担

当：清水理事）

明穂 政裕 米川 正夫

清水 正人 福島 明

阿藤孝二郎 瀧田 寿彦

１３ 鳥取医学雑誌編集委員会委員（担当：富長

副会長）

委 員 長 富長 将人

副委員長 西土井英昭

秋藤 洋一 阿藤孝二郎

木村 章彦 神鳥 高世

杉本 勇二 助川 鶴平

西村 元延 根本 良介

花木 啓一 濱本 哲郎

山口 由美 山根 哲実

吉田 明雄 吉田 泰之

１４ 定款・諸規程改正検討委員会委員（担当：

魚谷常任理事）

委 員 長 魚谷 純

渡辺 憲 明穂 政裕

清水 正人 岡田 克夫

杉山 長毅 小林恭一郎

西田 法孝 安梅 正則

安達 敏明 小林 哲

西村 元延

１５ 母体保護法指定医師審査委員会委員（担

当：井庭理事）

委 員 長 井庭 信幸

梅澤 潤一 皆川 幸久

澤住 和秀 中曽 庸博

伊藤 隆志

原田 省（鳥大医学部生殖機

能医学分野教授）

１６ 母体保護法指定医師不服審査委員会委員
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（担当：井庭理事）

藤原 和男（弁護士）

露木 節子（鳥取県看護協会長）

板倉 和資 池田 宣之

野坂 美仁

１７ 学校医部会運営委員会委員（担当：笠木常

任理事）

委 員 長 笠木 正明

副委員長 天野 道麿

明穂 政裕 魚谷 純

井庭 信幸 石谷 暢男

松浦 喜房 青木 哲哉

妹尾 磯範 神鳥 高世

瀬口 正史

１８ 健康スポーツ医委員会委員（担当：明穂常

任理事）

委 員 長 明穂 政裕

副委員長 米川 正夫 岡田 克夫

福島 明 青木 哲哉

根津 勝 豊島 良太

１９ 産業医部会運営委員会委員（担当：吉田理

事）

委 員 長 岸本 拓治

副委員長 富長 将人

渡辺 憲 吉中 正人

吉田 眞人 岡田 克夫

黒沢 洋一 森 英俊

杉山 長毅 湯川 喜美

大石 一康 越智 寛

門脇 敬一

２０ 勤務医委員会委員（担当：村脇理事）

委 員 長 村脇 義和

副委員長 武田 倬 清水 正人

〔地区推薦〕

田中 紀章 森尾 泰夫

高見 徹 大倉 裕子

〔県医推薦〕

井上 一彦（鳥取医療センター）

牧野 正人（野島病院）

山代 豊（鳥取赤十字病院）

鍔木 紀子（鳥取市立病院）

角田 直子（鳥取生協病院）

米谷 康（岩美病院）

三浦さおり（県立中央病院）

大谷 恭一（智頭病院）

橋本 達宏（県立厚生病院）

野坂 仁愛（山陰労災病院）

松永 佳子（米子医療センター）

村田 裕彦（西伯病院）

２１ 労災保険委員会委員・自賠責保険委員会委

員（担当：清水理事）

委 員 長 清水 正人

明穂 政裕 米川 正夫

福島 明 石田 浩司

根津 勝

２２ 禁煙指導対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 渡辺 憲

天野 道麿 笠木 正明

安陪 隆明 松田 隆

飛田 義信 長谷川純一

２３ 鳥取県糖尿病対策推進会議委員（担当：武

田理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 武田 倬（日本糖尿病学会中

四国支部鳥取県幹

事）

富長 将人 天野 道麿

魚谷 純 松浦 喜房

大津 敬一 越智 寛

池田 匡（日本糖尿病協会鳥

取県支部長）

大口 豊（県健康政策課長）

後藤 弥（県教育委員会ス

ポーツ健康教育課

長）

◆平成２２年１０月２１日より池田副会長就任後補追の

本会内委員会委員・部会委員は次のとおりであ

る。

〔任期Ｈ．２２．１０．２１～Ｈ．２４．３．３１〕

〔敬称略〕

１ 職業倫理・自浄作用活性化委員会委員（担

当：富長副会長）

委 員 長 岡本 公男

富長 将人 渡辺 憲

明穂 政裕 井庭 信幸

板倉 和資 池田 宣之

野坂 美仁

２ 医事紛争処理委員会委員（担当：井庭理事）

〔１６名〕

委 員 長 岡本 公男

副委員長 富長 将人
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池田 宣之 渡辺 憲

吉中 正人 明穂 政裕

魚谷 純 井庭 信幸

（東３） 板倉 和資 松浦 喜房

小林恭一郎

（中２） 松田 隆 安梅 正則

（西３） 野坂 美仁 神鳥 高世

辻田 哲朗

３ 広報委員会委員（担当：渡辺常任理事）

委 員 長 渡辺 憲

米川 正夫 清水 正人

松田 裕之 小林恭一郎

森廣 敬一 石津 吉彦

伊藤 慎哉 永井 小夜

豊島 良太

４ 会報編集委員会委員（担当：渡辺常任理事）

渡辺 憲 米川 正夫

清水 正人 秋藤 洋一

中安 弘幸 山口 由美

松浦 順子

５ 感染症危機管理対策委員会委員（担当：笠

木常任理事）

委 員 長 笠木 正明

吉中 正人 村脇 義和

岡田 克夫 石谷 暢男

山本 敏雄 丸山 茂樹

堀井 俊伸

６ 介護保険対策委員会委員（担当：池田副会

長）

委 員 長 池田 宣之

富長 将人 渡辺 憲

清水 正人 杉山 長毅

藤井 武親 細田 明秀

浦上 克哉

７ 学校医部会運営委員会委員（担当：笠木常

任理事）

委 員 長 笠木 正明

副委員長 池田 宣之

明穂 政裕 魚谷 純

井庭 信幸 石谷 暢男

松浦 喜房 青木 哲哉

妹尾 磯範 神鳥 高世

瀬口 正史

８ 健康スポーツ医委員会委員（担当：明穂常

任理事）

委 員 長 明穂 政裕

副委員長 米川 正夫 岡田 克夫

池田 宣之 福島 明

青木 哲哉 根津 勝

豊島 良太

９ 勤務医委員会委員（担当：村脇理事）

委 員 長 村脇 義和

副委員長 武田 倬 清水 正人

池田 宣之

〔地区推薦〕

田中 紀章 森尾 泰夫

高見 徹 大倉 裕子

〔県医推薦〕

井上 一彦（鳥取医療センター）

牧野 正人（野島病院）

山代 豊（鳥取赤十字病院）

鍔木 紀子（鳥取市立病院）

角田 直子（鳥取生協病院）

米谷 康（岩美病院）

三浦さおり（県立中央病院）

大谷 恭一（智頭病院）

橋本 達宏（県立厚生病院）

野坂 仁愛（山陰労災病院）

松永 佳子（米子医療センター）

村田 裕彦（西伯病院）

１０ 禁煙指導対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 渡辺 憲

笠木 正明 安陪 隆明

松田 隆 飛田 義信

長谷川純一

１１ 鳥取県糖尿病対策推進会議委員（担当：武

田理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 武田 倬（日本糖尿病学会中

四国支部鳥取県幹

事）

富長 将人 魚谷 純

松浦 喜房 大津 敬一

越智 寛

池田 匡（日本糖尿病協会鳥

取県支部長）

大口 豊（県健康政策課長）

後藤 弥（県教育委員会ス

ポーツ健康教育課

長）

１２ 医療保険委員会（担当：富長副会長）
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委 員 長 富長 将人

副委員長 福島 明

渡辺 憲 吉中 正人

笠木 正明 魚谷 純

吉田 眞人 米川 正夫

（基）長谷川晴己 阿藤孝二郎

工藤 浩史 梅澤 潤一

（国）渡邉 賢司 植木 寿一

下田光太郎（東）吉田 泰之

福永 康作（中）池田 宣之

森尾 泰夫（西）神鳥 高世

安達 敏明（大）村脇 義和

７．顧問弁護士・顧問税理士について
平成２３年３月末日現在、本会顧問弁護士・顧

問税理士は次の通りである。〔敬称略〕

顧問弁護士 藤原 和男（鳥取市）

川中 修一（米子市）

顧問税理士 岸本 信一（鳥取市）

８．会員表彰について
本年度、一般表彰並びに会長表彰は次のとお

りであった。

１ 叙位・叙勲

２２．１１．３ 瑞宝小綬章：松本 久

（米子市）保健衛生功労者

２ 一般表彰

第６２回保健文化賞

２２．１０．２６ 武田 倬（鳥取市）

小児糖尿病の療養指導の発展

に貢献

厚生労働大臣表彰

２２．１０．２０ 伊藤久太朗（鳥取市）

国民健康保険関係功績者

２２．１１．２ 富長 将人（米子市）

公衆衛生事業功労者

２２．１１．１１ 野島 丈夫（倉吉市）

老人保健福祉行政の推進に功

労者

２２．１１．２３ 鱸 俊朗（米子市）

労災医療行政の推進に寄与

２３．１．２８ 澤住 和秀（倉吉市）

産科医療功労者

環境大臣表彰

２２．７．９ 光延 文裕（三朝町）

温泉行政の推進功労者

文部科学大臣表彰

２２．１１．１８ 井田 拓夫（境港市）

学校保健功労者

日本公衆衛生協会長表彰（第１３回地域保健全

国大会席上）

２２．１１．２ 岸田 剛一（鳥取市）

公衆衛生事業功労者

引田 亨（倉吉市）

公衆衛生事業功労者

魚谷 純（米子市）

公衆衛生事業功労者

宮� 博実（鳥取市）

公衆衛生事業功労者

日本家族計画協会会長表彰

２２．１１．１１ 井庭信幸（米子市）

母子保健家族計画事業功労者

国民健康保険中央会表彰

２２．１０．６ 白石 眞博（米子市）

永年国保診療報酬審査委員

藤田 和寿（鳥取市）

永年国保診療報酬審査委員

吉田 泰之（鳥取市）

永年国保診療報酬審査委員

杉山 長毅（鳥取市）

永年介護給付費審査委員

鳥取県国民健康保険団体連合会理事長表彰

（国保事業功労者）

２２．８．４ 鳥取県国民健康保険団体連合

会総会席上

尾� 隆之（岩美町）

白石 眞博（米子市）

藤田 和寿（鳥取市）

吉田 泰之（鳥取市）

杉山 長毅（鳥取市）

鳥取県知事表彰

２２．９．７ 浦辺 千晶（米子市）

救急医療功労者

２２．９．２２ 岸田 剛一（鳥取市）

結核予防事業功労者

鳥取県教育委員会表彰

２２．１１．１６ 橋本 英宣（鳥取市）

学校保健功労者

田中 （倉吉市）

学校保健功労者

福島 明（鳥取市）

県の競技力向上と生涯スポー
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ツの推進に貢献

鳥取県学校保健会長表彰（学校保健功労者）

２３．２．１１ 鳥取県学校保健会研修会席上

大石 一康（倉吉市）

飛田 義信（伯耆町）

辻田 哲朗（米子市）

読売新聞社医療功労賞（第３９回都道府県医療

功労賞）

２３．２．３ 渡邉 賢司

鳥取県健康対策協議会長表彰；第４１回理事会

席上

２２．５．２７ 三浦 邦彦（米子市）

鳥取県保健事業団理事長感謝状

２２．９．７ 岸本 幸廣（米子市）

対がん運動功労者

濱本 哲郎（米子市）

対がん運動功労者

工藤 浩史（鳥取市）

結核予防事業功労者

３ 鳥取県医師会長表彰

２２．７．３定例総会席上

近藤 務（米子市）開業５０年以上

大谷 伯（八頭町）開業５０年以上

中野 治（琴浦町）開業５０年以上

足立 史郎（米子市）開業５０年以上

魚谷 純（米子市）永年役員

中島 公和（鳥取市）永年役員

乾 俊彦（鳥取市）永年役員

安梅 正則（倉吉市）永年役員

河本 知秀（倉吉市）永年役員

引田 亨（倉吉市）永年役員

大石 一康（倉吉市）永年役員

明場 美穂（倉吉看護高等専修学校）永年職員

２２．７．２鳥取県産業安全衛生大会席上

橋本 英宣（鳥取市）

柿坂 紀武（若桜町）

４ 第１９回鳥取医学賞；２２．７．３定例総会席上

岸 清志（鳥取県立厚生病院）

５ 米寿御祝；２２．７．３定例総会席上

宮川 鉄男（北栄町）

縄田 隆淑（鳥取市）

坂本紀美子（鳥取市）

都田 治（米子市）

６ 喜寿御祝；２２．７．３定例総会席上

倉元 義人（境港市）

野嶋 明夫（米子市）

大石 徹（鳥取市）

能勢 順吉（八頭町）

越智 勤（米子市）

伊藤 文利（倉吉市）

佐々木博史（大山町）

涌谷 清（日吉津村）

菊川 寿子（鳥取市）

五明田 斈（米子市）

小谷 穰治（鳥取市）

山田 晴成（米子市）

臼井 宗雄（鳥取市）

７ 特別栄誉賞；２２．１２．１２

乘本 志考（米子市）

９．県及び関係団体委員会委員の推薦につい
て
平成２３年３月末日現在、本会から推薦した県

及び関係団体委員会委員は次のとおりである。

委員会の審議に当っては本会方針の反映に努め

た。（一部本会推薦以外も含む）

〔鳥取県福祉保健部：医療政策課〕

１ 鳥取県准看護師試験委員（至Ｈ２４．８．１６）

米川正夫 岡田克夫 新田辰雄

２ 鳥取県医療審議会委員（至Ｈ２３．７．１５）

岡本公男 井庭信幸 宮�博実

３ 鳥取県精度管理専門委員（至Ｈ２４．２．１４）

中井一仁 吉田眞人

４ 鳥取県地域医療対策協議会委員（至Ｈ２５．

１．２７）

岡本公男

５ ドクターヘリ運航調整委員会委員（任期：

未定）

清水正人

〔鳥取県福祉保健部：健康政策課〕

１ 鳥取県感染症危機管理対策協議会情報解析

部会委員（任期：未定）

笠木正明 北室知巳

２ 鳥取県感染症対策協議会委員（至Ｈ２５．３．

３１）

笠木正明

３ 鳥取県感染症対策協議会結核部会委員（至

Ｈ２５．３．３１）

笠木正明

４ 鳥取県がん対策推進県民会議委員（至Ｈ２４．

３．３１）

岡本公男

５ 鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議委
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員（至Ｈ２３．１０．２４）

魚谷 純

６ 鳥取県麻しん対策会議委員（至Ｈ２３．１２．２１）

笠木正明

７ 鳥取県８０２０運動推進協議会委員（至Ｈ２４．

１２．２１）

杉山長毅

８ 鳥取県心といのちを守る県民運動委員（至

Ｈ２４．１０．１５）

渡辺 憲

９ ウォーキング立県１９のまちを歩こう事業実

行委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）

松田 隆

〔鳥取県福祉保健部：長寿社会課〕

１ 鳥取県介護保険審査会委員

日笠親績 新田辰雄

高見 徹（至Ｈ２５．６．１０）

２ 鳥取県国民健康保険審査会委員（至Ｈ２３．

９．２０）

板倉和資

３ 鳥取県介護保険事業支援計画及び老人福祉

計画策定・推進委員会委員（至Ｈ２６．３．３１）

渡辺 憲

〔鳥取県福祉保健部：福祉保健課〕

１ 鳥取県社会福祉審議会委員（至Ｈ２４．９．１）

吉田眞人 林 裕人

２ 山家 武 村田雅明 桶川了二

鈴木健男 小坂博基 工藤浩史

松田裕之（至Ｈ２４．９．１）

３ 鳥取県社会福祉審議会児童福祉専門分科会

（臨時委員）（至Ｈ２４．９．１）

中野英二

〔鳥取県福祉保健部：医療指導課〕

１ 鳥取県医療安全推進協議会委員（至Ｈ２４．

３．１４）

富長将人

２ 鳥取県ジェネリック医薬品安心使用促進協

議会委員（至Ｈ２４．３．３１）

吉田眞人

３ 鳥取県インフルエンザワクチン対策委員会

委員（任期：未定）

笠木正明

４ 鳥取県抗インフルエンザウイルス薬対策委

員会委員（任期：未定）

笠木正明

５ 鳥取県後期高齢者医療審査会委員（至Ｈ２６．

４．３０）

吉田眞人

６ 鳥取県国民健康保険診療報酬請求書審査会

委員（至Ｈ２５．５．３１）

「公益代表」

福島 明 吉田泰之 植木壽一

田村矩章 早田俊司 平尾正人

渡邉賢司 谷田 理

「保険者代表」

伊藤久太朗 紀川純三 下田光太郎

古城治彦 藤田和寿 田中 潔

川上 伸 秋藤洋一

「保険医代表」

田村公平 林 裕史 福永康作

浪花紳悟 高須宣行 白石眞博

葉狩良孝 小寺正人

７ 社会保険医療担当者指導員（至Ｈ２４．５．３１）

内 科：坂本雅彦 吉田明雄

古城治彦 下田光太郎

田村矩章 田中孝幸

外 科：岸 清志 渡邉賢司

整形外科：福島 明 阿藤孝二郎

鱸 俊朗

小 児 科：平尾正人 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太朗 山�厚志

皮膚泌尿器科：葉狩良孝 江川尚男

泌尿器科：井上明道

〔鳥取県福祉保健部：障がい福祉課〕

１ 鳥取県障害者介護給付費等不服審査会委員

（至Ｈ２５．４．３０）

田中宏和 幡 碩之

２ 地域依存症対策推進委員会委員（至Ｈ２４．

３．３１終了）

山下陽三

〔鳥取県福祉保健部：子育て支援総室〕

１ 鳥取県小児慢性特定疾患診査会委員（任

期：未定）

笠木正明

〔鳥取県企画部：青少年・文教課〕

１ 鳥取県青少年問題協議会委員（至Ｈ２４．１０．

４）

田中 清

〔鳥取県防災局：消防課〕

１ 鳥取県防災会議委員（至Ｈ２４．７．２０）
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清水正人

２ 鳥取県救急搬送高度化推進協議会委員（至

Ｈ２４．３．３１）

清水正人 吉田泰之 山本敏雄

面谷博紀

〔鳥取県総務部：人権局人権・同和対策課〕

１ 鳥取県人権尊重の社会づくり協議会委員

下田光太郎（至Ｈ２３．１．８終了）

〔鳥取県総務部：福利厚生課〕

１ 鳥取県公務災害補償等審査会委員（至Ｈ２５．

１１．３０）

安陪隆明

２ 鳥取県公務災害補償等認定委員会委員（至

Ｈ２５．１１．３０）

田中香寿子

３ 地方公務員災害補償基金鳥取県支部審査会

委員（至Ｈ２５．１１．３０）

安陪隆明

〔鳥取県病院局：総務課〕

１ 鳥取県立病院運営評議会委員（至Ｈ２４．７．

３１）

岡本公男

〔鳥取県教育委員会：スポーツ健康教育課〕

１ 鳥取県学校結核対策委員会委員（至Ｈ２４．

３．３１）

笠木正明

２ 心や性の健康問題対策協議会委員（至Ｈ２６．

３．３１）

笠木正明

〔鳥取労働局〕

１ 労災保険診療費審査委員（至Ｈ２５．３．３１）

鱸 俊朗 石井博之 那須吉郎

明穂政裕 石田浩司 永井琢己

２ 地方労災医員

山本哲章 阿藤孝二郎 那須吉郎

沼田秀治 林 永祥（至Ｈ２５．３．３１）

柏木 徹 幡 碩之

塩�かおる（至Ｈ２４．３．３１）

３ 労災協力医：公的病院等勤務医（至Ｈ２６．

３．３１）

坂本雅彦 中安弘幸 吉田泰之

日笠親績 藤田和寿 倉信耕爾

頼田孝男 藤原義夫 魚谷 純

４ 母性健康管理指導医（至Ｈ２４．６．３０）

竹内 薫

〔厚生労働省中国四国厚生局〕

１ 中国地方社会保険医療協議会委員（至Ｈ２３．

９．３０）

岡本公男

〔中国四国厚生局鳥取事務所〕

１ 保険指導医（至Ｈ２４．３．３１）

内 科：坂本雅彦 吉田明雄

古城治彦 下田光太郎

田村矩章 田中孝幸

外 科：岸 清志 渡邉賢司

整形外科：福島 明 阿藤孝二郎

鱸 俊朗

小 児 科：平尾正人 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太朗 山�厚志

皮膚泌尿器科：葉狩良孝 江川尚男

泌尿器科：井上明道

〔鳥取大学〕

１ 国立大学法人鳥取大学経営協議会委員（至

Ｈ２５．３．３１）

岡本公男

〔鳥取大学医学部附属病院がんセンター〕

１ 鳥取県がん診療連携協議会委員（任期：未

定）

岡本公男 吉中正人

〔鳥取県警察本部：警務課〕

１ 鳥取県留置施設視察委員会委員（至Ｈ２４．

５．３１）

瀧田親友朗

〔鳥取刑務所〕

１ 視察委員会委員（至Ｈ２４．３．３１）

谷口昌弘

各種団体

〔社会保険診療報酬支払基金鳥取支部〕

１ 社会保険診療報酬支払基金鳥取支部幹事

（至Ｈ２４．８．３１）

岡本公男

２ 鳥取県社会保険診療報酬請求書審査会委員

（至Ｈ２５．５．３１）

「学識経験者」

小田 大 坂本雅彦 濱崎尚文

奈良井栄 梅澤潤一 稲垣裕敬

山家 武 田中孝幸 阿藤孝二郎

村上 敏 竹内裕美 森本啓介

「保険者代表」

中安弘幸 工藤浩史 光延文裕
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中岡明久 助川鶴平 大山賢治

森下嗣威 鱸 俊朗 井上明道

山�厚志 竹内 薫 高橋芳香

松木 勉

「診療担当者代表」

江川尚男 瀬川謙一 小林恭一郎

吉田明雄 松田裕之 谷口昌弘

松浦順子 尾�眞人 米川正夫

佐々木知啓 麻木宏栄 庄司公平

〔社会福祉法人恩賜財団済生会支部鳥取県済生

会〕

１ 鳥取県済生会境港総合病院評議員（至Ｈ２３．

１１．１７）

野坂美仁

〔鳥取県看護協会〕

１ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会委員

（至Ｈ２５．３．３１）

明穂政裕

２ 地域包括ケア推進事業の実施に係る訪問看

護推進協議会委員（至Ｈ２５．３．３１）

乾 俊彦

〔鳥取県公衆衛生協会〕

１ 鳥取県公衆衛生協会理事（至Ｈ２４．６．８）

岡本公男 渡辺 憲 笠木正明

〔鳥取県社会福祉協議会〕

１ 福祉サービス運営適正化委員会委員（至Ｈ

２４．８．３１）

下田光太郎

２ 生活福祉資金貸付審査等運営委員会委員

（至Ｈ２４．３．３１）

谷口玲子

３ 地域福祉権利擁護事業・契約締結審査会委

員（至Ｈ２３．１０．３１）

高田耕吉

〔鳥取県町村職員退職手当組合〕

１ 鳥取県町村非常勤職員公務災害補償等審査

会委員（至Ｈ２６．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県保健事業団〕

１ 役員（至Ｈ２５．３．３１）

理事長 岡本公男

理 事 岡田克夫

〔財団法人結核予防会鳥取県支部〕

１ 財団法人結核予防会鳥取県支部支部長（至

Ｈ２５．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県学校保健会〕

１ 学校保健会評議員（至Ｈ２４．３．３１）

会 長 岡本公男

理 事 笠木正明

２ 学校安全表彰審査会委員（任期：随時）

岡本公男（学校保健会長） 笠木正明

〔独立行政法人日本スポーツ振興センター〕

１ 独立行政法人日本スポーツ振興センター広

島支所業務運営委員会委員（至Ｈ２５．３．３１）

明穂政裕

〔鳥取県国民健康保険団体連合会〕

１ 鳥取県国民健康保険団体連合会理事（至Ｈ

２３．６．９）

岡本公男

２ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護給付費

審査委員会委員

神谷 剛 杉山長毅（至Ｈ２４．４．３０）

３ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護サービ

ス苦情処理委員会委員（至Ｈ２４．３．３１）

吉田眞人

４ 常務処理審査委員（至Ｈ２５．５．３１）

植木壽一

〔財団法人鳥取県国際交流財団〕

１ 公益財団法人鳥取県国際交流財団理事（至

Ｈ２５．５．３１）

岡田克夫

〔日本年金機構中国ブロック本部〕

１ 国民年金の年金給付に係る障害認定審査医

員（至Ｈ２４．３．３１）

明穂政裕 藤田和寿 元村嘉男

〔財団法人暴力追放鳥取県民会議〕

１ 財団法人暴力追放鳥取県民会議理事（至Ｈ

２４．３．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県環境管理事業センター〕

１ 財団法人鳥取県環境管理事業センター参与

（至Ｈ２５．５．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県臓器バンク〕

１ 財団法人鳥取県臓器バンク副理事長（至Ｈ

２５．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県人権文化センター〕

１ 公益社団法人鳥取県人権文化センター理事

（至Ｈ２４．５月総会まで）

谷口直樹
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〔鳥取県薬剤師会〕

１ 鳥取県薬剤師会薬事情報センター運営委員

（至Ｈ２４．３．３１）

富長将人

〔鳥取県精神保健福祉協会〕

１ 鳥取県精神保健福祉協会理事（至Ｈ２５．３．

３１）

岡本公男

〔鳥取産業保健推進センター〕

１ 鳥取産業保健推進センター運営協議会会長

（至Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県後期高齢者医療広域連合〕

１ 鳥取県後期高齢者医療懇話会委員（至Ｈ２５．

３．３１）

池田宣之

〔鳥取県立図書館〕

１ 県民のための健康情報サービス委員会委員

岡田克夫（至Ｈ２３．３．３１終了）

〔日本医師会〕

１ 日本医師会乳幼児保健検討委員会（至Ｈ２４．

３．３１）

笠木正明

２ 日本医師会看護職員検討委員会（至Ｈ２４．

３．３１）

清水正人

３ 日本医師会病院委員会委員（至Ｈ２４．３．３１）

渡辺 憲

４ 日本医師・従業員国民年金基金第８期代議

員（至Ｈ２４．３．３１）

瀬川謙一

〔その他〕

１ 山陰救急医学会幹事（任期：未定）

清水正人

２ 日本救急医学会中国四国地方会評議員（至

Ｈ２４．３．３１）

清水正人

３ 全国有床診療所連絡協議会理事（至Ｈ２４．

３．３１）

米川正夫

４ 若年者心疾患対策協議会役員（任期：未定）

顧 問 岡本公男

理 事 坂本雅彦

評議員 西村元延 奈良井栄

星加忠孝

５ 鳥取県柔道整復師会顧問

岡本公男

６ 鳥取県鍼灸師会顧問

岡本公男

７ 鳥取県難病医療連絡協議会、鳥取県難病相

談・支援センター運営委員会委員（至Ｈ２４．

３．３１）

安部喬樹

１０．各種会合について
本年３月末日までに開催された総会、代議員

会、その他各種会合は次のとおりである。

１ 総 会（１回）

平成２２年度定例総会は、平成２２年７月３日

（土）、午後４時５０分から鳥取県医師会館に

おいて開催し、平成２１年度庶務、事業概況に

関する報告並びに平成２１年度決算について、

これを承認された。

また、鳥取県医師会長表彰、鳥取医学賞並

びに特別講演「日本医師会の提言」（講師：

日本医師会副会長 横倉義武先生）を行い盛

会であった。詳細は、会報第６６２号へ掲載し

た。

２ 代議員会（３回）

１）第１８２回（臨時）代議員会 平成２２年７

月３日、県医師会館において開催し、平成

２１年度鳥取県医師会収入支出決算６議案等

について承認した。詳細は、会報第６６２号

へ掲載した。

２）第１８３回（臨時）代議員会 平成２２年１０

月２１日、鳥取県医師会館において開催し、

議長・副会長補欠選挙を行った。詳細は、

会報第６６５号へ掲載した。

３）第１８４回（定例）代議員会 平成２３年３

月１９日、県医師会館において開催し、平成

２３年度鳥取県医師会事業計画、予算等７議

案について原案どおり承認可決した。詳細

は、会報第６７０号へ掲載した。

３ 常任理事会及び理事会

本年３月までに開催した常任理事会は１１回、

理事会は１２回、日常会務の処理及び当面の重

要問題の執行について協議を行った。

なお、緊急を要する問題については、必要

により担当理事打合会を開催し、会務運営に

万全を期した。また、理事会会議記録等につ

いては、県医師会報及び県医師会メーリング

リスト並びにホームページ（会員用）への掲

載を以て、概要の周知を図った。
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４ 会議メモ

４月１日 日本医師会定例代議員会・定例総

会（２日まで）

８日 第１回理事会

〃 鳥取県保健・医療・福祉関係者観

桜会

１０日 高知県医師会館移転開設記念内覧

会・祝賀会

１３日 鳥取県地域産業保健センター準備

委員会

１５日 平成２２年度第１回鳥取県医師国民

健康保険組合理事会

〃 鳥取県医師会第２１９回公開健康講

座

〃 鳥取県健康対策協議会若年者心臓

検診対策専門委員会

１８日 鳥取県鍼灸マッサージ師会通常総

会

５月６日 生活保護法による指定医療機関個

別指導計画打合せ会

〃 第１回常任理事会

９日 鳥取県有床診療所協議会設立総会

１３日 産業医部会運営委員会

〃 国民健康保険組合推進連盟代議員

会

〃 全国国民健康保険組合協会理事会

１８日 鳥取県臓器バンク理事会

２０日 保険医療機関指導計画打合せ会

〃 第２回理事会

〃 鳥取県医師会第２２０回公開健康講

座

２２日 平成２２年度全国国民健康保険組合

協会中国・四国支部総会

２５日 鳥取県保健事業団理事会

２６日 日医女性医師支援担当理事連絡協

議会

２７日 鳥取県健康対策協議会理事会

２９日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 中国四国医師会連合分科会

３０日 中国四国医師会連合総会

６月２日 全国メディカルコントロール協議

会連絡会

２日 鳥取県病院協会定期総会

〃 鳥取大学関連基幹型病院協議会

３日 学校医部会運営委員会

〃 第２回常任理事会

６日 春季医学会

８日 第１回鳥取大学経営協議会

１０日 全国国民健康保険組合協会第５５回

通常総会

１７日 監事会

〃 第３回理事会

〃 鳥取県医師会第２２１回公開健康講

座

２０日 鳥取外傷セミナーJPTECプロバ

イダーコース

２３日 鳥取県DMAT連絡協議会

〃 鳥取県環境管理事業センター参与

会

２４日 鳥取県糖尿病対策推進会議

〃 生涯教育委員会

２５日 第２回鳥取大学経営協議会

２７日 鳥取県看護協会通常総会

３０日 鳥取県麻しん対策会議（TV会議）

７月１日 平成２２年度都道府県医師会救急災

害医療担当理事連絡協議会

〃 第３回常任理事会

２日 鳥取県産業安全衛生大会

３日 第１８２回臨時代議員会

〃 定例総会

６日 県民のための健康情報サービス検

討委員会

８日 鳥取県健康対策協議会胃がん対策

専門委員会

〃 地域医療連携ネットワークシステ

ムの構築に係る第１回ワーキング

グループ

１５日 鳥取県学校保健会理事・評議員会

〃 第４回理事会

〃 鳥取県医師会第２２２回公開健康講

座

１６日 鳥取県公衆衛生学会

〃 平成２２年度都道府県医師会生涯教

育担当理事連絡協議会

２０日 平成２２年度第１回都道府県医師会

長協議会

２２日 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

２２日 鳥取県医師国民健康保険組合監事

会

〃 鳥取県医師国民健康保険組合理事

会
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２４日 第６回男女共同参画フォーラム

〃 中国四国医師国民健康保険組合連

絡協議会

２８日 都道府県医師会産業保健担当理事

連絡協議会

〃 全国国民健康保険組合協会常務理

事会

２９日 第１回鳥取県がん診療連携協議会

〃 広報委員会・会報編集委員会合同

委員会

３１日 第２３回全国有床診療所連絡協議会

総会・講演会

８月１日 第１回産業医研修会

３日 鳥取県医療審議会

４日 母子保健対策専門委員会小委員会

５日 介護保険対策委員会

〃 感染症危機管理対策委員会実務者

会議

〃 第４回常任理事会

〃 日本医師会感染症危機管理対策協

議会

７日 鳥取県医師国民健康保険組合第

１２５回通常組合会

１２日 鳥取県健康対策協議会肝臓がん対

策専門委員会

１７日 がん対策推進協議会

〃 市町村がん検診に対する知事表彰

の被表彰者選考委員会

１９日 鳥取県健康対策協議会肺がん対策

専門委員会

〃 鳥取県医師会指定学校医制度の検

討会

〃 第５回理事会

〃 鳥取県医師会第２２３回公開健康講

座

２１日 鳥取県健康対策協議会乳がん対策

専門委員会

２２日 中国四国医師会学校保健担当理事

連絡会議

〃 中国地区学校医大会

２５日 第５４回社会保険指導者講習会（２６

日まで）

２６日 平成２２年度がん登録対策専門委員

会

〃 鳥取県健康対策協議会子宮がん対

策専門委員会

２８日 鳥取県健康対策協議会大腸がん対

策専門委員会

３０日 日本医師会国際保健に関するセミ

ナー

９月２日 かかりつけ医と精神科医との連携

会議

〃 第５回常任理事会

〃 鳥取県准看護師試験委員会

３日 中国四国医師会事務局長会議

４日 鳥取県健康対策協議会生活習慣病

対策専門委員会

〃 特定健診従事者講習会

〃 日医初級パソコンセミナー（５日

まで）

７日 鳥取県がん征圧大会

９日 薬事情報センター運営委員会

〃 鳥取県生活習慣病検診等管理指導

協議会総合部会

１２日 心臓検診従事者講習会

〃 第１回学校医・学校保健研修会

１５日 鳥取県後期高齢者医療懇話会

〃 矯正医療に関する協議会

１６日 鳥取県インフルエンザワクチン対

策委員会

〃 鳥取県抗インフルエンザウイルス

薬対策委員会

〃 第６回理事会

〃 鳥取県医師会第２２４回公開健康講

座

１８日 健康フォーラム２０１０

１９日 第２８回鳥取外傷セミナー

２６日 第２回産業医研修会

１０月５日 鳥取県地域医療対策協議会

７日 第６回常任理事会

８日 全国医師国民健康保険組合連合会

第４８回全体協議会

９日 全国医師会勤務医部会連絡協議会

１２日 鳥取県医療審議会

１４日 県医師会と県教育委員会との連絡

協議会

１６日 第５回指導医のための教育ワーク

ショップ（１７日まで）

２１日 看護職員確保対策連絡協議会

〃 第１８３回臨時代議員会

〃 第７回理事会

２２日 中国地方社会保険医療協議会
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２４日 中国四国医師会連合連絡会

〃 第１２３回日本医師会臨時代議員会

２６日 鳥取大学経営協議会、学長選考会

議

２７日 鳥取県ジェネリック医薬品安心使

用促進協議会

２８日 健康づくり文化創造推進県民会議

〃 医療保険委員会

１１月２日 東部の医療のあり方についての意

見交換会

４日 第７回常任理事会

〃 母体保護法指定医師審査委員会

〃 日本産婦人科医会鳥取県支部理事

会

６日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 中国四国医師会連合各種研究会

９日 鳥取大学関連基幹型病院協議会

１０日 鳥取県感染症対策協議会

１１日 県立病院運営評議会

〃 鳥取県産業保健協議会

１４日 秋季医学会

〃 「世界糖尿病デー」in鳥取・仁風

閣ブルーライトアップ

１５日 鳥取県社会福祉審議会

１８日 地域医療対策協議会

〃 第２２８回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 第８回理事会

１９日 都道府県医師会勤務医担当理事連

絡協議会

２０日 全国学校保健・学校医大会

２５日 女子医学生、研修医等をサポート

するための研修会

２８日 思春期精神疾患対応力向上研修

〃 島根県有床診療所協議会設立総会

〃 産業医研修会

１２月２日 感染症危機管理対策委員会

〃 第８回常任理事会

〃 ITを活用した地域医療連携ネッ

トワークシステムの構築に係る第

３回ワーキンググループ

３日 日本医師会女性医師等相談窓口事

業推進連絡協議会

４日 共済会の清算業務にかかる委員会

〃 平成２２年度家族計画・母体保護法

指導者講習会

５日 臨床検査精度管理事業報告会

７日 鳥取県健康対策協議会疾病構造の

地域特性対策専門委員会

９日 公益法人制度改革に関する研修会

１０日 鳥取大学経営協議会、学長選考会

議

１１日 医師会立看護高等専修学校連絡協

議会

１２日 平成２２年度日本医師会医療事故防

止研修会

１４日 第２２８回鳥取県医師会公開健康講

座

１６日 第９回理事会

〃 鳥取県医療安全推進協議会

〃 平成２２年度都道府県医師会医事紛

争担当理事連絡協議会

２１日 鳥取県がん対策推進県民会議

２５日 鳥取県健康対策協議会乳がん対策

専門委員会

１月６日 第１０回理事会

〃 第６２回医療懇話会

１３日 鳥取県学校保健及び学校安全表彰

審査会

〃 平成２３年度中国地区学校保健研究

協議大会実行委員会

〃 鳥取県がん診療連携協議会

〃 鳥取県母子保健対策協議会母子保

健対策専門委員会

〃 鳥取県自動車保険医療連絡協議会

〃 鳥取医学雑誌編集委員会

１８日 第２回都道府県医師会長協議会

１９日 都道府県医師会共同利用施設担当

理事連絡協議会

２０日 第１０回理事会

〃 第２２９回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 鳥取県健康対策協議会公衆衛生活

動対策専門委員会

〃 鳥取県感染症対策協議会結核部会

〃 「第２回（仮称）鳥取県医師会指

定学校医」制度の検討会

２２日 中国四国各県学校保健担当理事打

合会

２５日 鳥取大学経営協議会

２７日 鳥取県麻しん対策会議

〃 鳥取県健康対策協議会生活習慣病
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対策専門委員会

２７日 第３２回都道府県医師会産業保健活

動推進全国会議

３０日 全国有床診療所連絡協議会中国四

国ブロック総会

２月１日 鳥取県地域医療対策協議会

２日 平成２２年度日本医師会医療政策シ

ンポジウム

３日 第１０回常任理事会

〃 立病院運営評議会

〃 鳥取県社会福祉審議会

〃 ITを活用した地域医療連携ネッ

トワークシステム構築事業等の今

後の事業実施説明会

〃 鳥取県医師会役員と報道記者との

懇談会

４日 全国メディカルコントロール協議

会連絡会

８日 鳥取県医療審議会

１０日 鳥取県性教育推進委員会

〃 臨床検査精度管理委員会

１１日 学校医・学校保健研修会

１２日 鳥取県健康対策協議会胃がん対策

専門委員会

〃 日本医師会医療情報システム協議

会（～１３日まで）

１３日 鳥取県健康対策協議会子宮がん対

策専門委員会

１７日 第１１回理事会

〃 第２３０回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 禁煙指導対策委員会

〃 会報編集委員会

１９日 鳥取県健康対策協議会肺がん対策

専門委員会

〃 日本医師会学校保健講習会

２０日 日本医師会母子保健講習会

２２日 鳥取県地域産業保健センター運営

協議会

２４日 鳥取県学校結核対策委員会

〃 鳥取県健康対策協議会大腸がん対

策専門委員会

２４日 日本医師会シンポジウム「会員の

倫理・資質向上をめざして」

〃 第４回鳥取県医師国民健康保険組

合理事会

２５日 都道府県医師会事務局長連絡会

２６日 第５９回医事紛争処理委員会

２７日 日本医師会テレビ会議システムに

よる日医予防接種講習会

３月１日 鳥取県地域医療対策協議会

〃 第４期鳥取県介護保険事業支援計

画・老人福祉計画策定・推進委員

会

２日 米子看護高等専修学校卒業式

３日 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

〃 第１１回常任理事会

〃 鳥取看護高等専修学校卒業式

〃 倉吉看護高等専修学校卒業式

５日 鳥取県健康対策協議会肝臓がん対

策専門委員会

８日 鳥取県保健事業団理事会

〃 鳥取県医療審議会

１０日 鳥取県准看護師試験委員会

〃 鳥取県生活習慣病検診等管理指導

協議会総合部会

１１日 自賠責保険研修会

１５日 鳥取県がん対策推進県民会議

１７日 第２３１回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 鳥取県健康対策協議会地域医療研

修及び健康情報対策専門委員会

〃 鳥取県健康づくり文化創造推進県

民会議

１９日 第２回感染症危機管理対策委員会

実務者会議

〃 第１８４回定例代議員会

〃 鳥取県医師国民健康保険組合第

１２６回通常組合会

２２日 鳥取県臓器バンク理事会

２４日 第１２回理事会

〃 かかりつけ医と精神科医との連携

会議

２５日 鳥取大学学長選考会議、経営協議

会

１１．公益法人制度改革への対応
１ 公益法人改革に関する研修会

平成２２年１２月９日、県医師会館において各

地区医師会にも参集いただき開催した。

講演�「新公益法人制度移行の選択肢と対

応策―医師会の場合―」（高野総合会計事務
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所マネージャー 清水謙一氏―税理士・中小

企業診断士）、�「医師会の事業区分の考え

方と定款・機関設計のポイント」（高野総合

会計事務所 徳田貴仁氏―弁護士・税理士）

の後、質疑応答を行なった。県医師会は母体

保護法の関係で公益認定を取得しなければな

らないかもしれないとの情報があるが、公益

法人の申請準備は最短でも１年半程度かかり、

移行まで２年間のスケジュールで考えている。

今後は、県医師会及び各地区医師会が連携し

て事業を進めていく予定である。詳細は、会

報第６６７号に掲載した。

１２．会員名簿発行について
平成２２年６月１日現在にて１，７００部発行、全

会員並びに関係諸方面に配付した。

なお、平成１７年４月１日より個人情報保護法

が施行されたことにより、個人情報の不正な流

出を防ぐため、配布時に文書で会員名簿の取り

扱いについて厳重に管理（処分を含む）してい

ただくようお願いした。

経 理 関 係

１．平成２１年度歳入・歳出決算について
平成２１年度一般会計及び特別会計決算並びに

財産目録等について、平成２２年６月１７日、県医

師会館において新田、石井両監事によって厳正

なる監査が行われ、いずれも適正妥当であった

ことが認められた。

次いで、７月３日開催の第１８２回（臨時）代

議員会において承認された。

２．平成２２年度会費減免について
平成２２年度会費減免については、第１８１回（定

例）代議員会、第１８２回（臨時）代議員会［追

加分］において申請どおり承認になった。減免

申請の内訳は次のとおりである。

会費免除会員…１３０名（高齢９４名、傷病３名、

研修医３３名）

３．平成２２年度共済会会計決算について
平成２２年度共済会会計決算について、平成２３

年２月１７日、県医師会館において新田、石井両

監事によって厳正なる監査が行われ、適正妥当

であったことが認められた。

次いで、３月１９日開催の第１８４回（定例）代

議員会において承認された。

４．平成２３年度歳入・歳出予算について
平成２３年度予算については、平成２３年３月１９

日開催の第１８４回（定例）代議員会において原

案どおり可決され、４月１日から施行する。

また、本会特別会計については下記の如く認

められており、各予算はそれぞれの事業推進の

費途に充てられている。

１ 鳥取県医師会会館修繕積立金会計

２ 生命保険取扱特別会計

３ 鳥取県地域産業保健センター会計

医療安全対策・自浄作用活性化対策、診療情報提供の推進

１．医療安全対策
１ 鳥取県医療安全推進協議会

平成２２年１２月１６日、県庁において開催され、

富長副会長より出席報告があった。

医療安全支援センターは、医療に関する患

者の苦情や相談等を迅速に対応し、医療機関

への情報提供、連絡調整を実施する体制を整

備して医療の安全と信頼を高めることを目的

に設置されたもので、本協議会において運営

方針並びに運営内容の検討をし、個別の相談

事例で重要な事例に関わる指導や助言をする

ことになっている。

相談件数は最近減少してきているが、これ

は各病院に医療相談窓口が設置されたためだ

と思われる。主な相談受付事例について報告

があった後、協議、意見交換が行なわれた。

県及び各保健所の担当者は非常によく対応し

ていただいている。なお、相談受付事例を各

医療機関へ周知した方がよいのではないかと

いう意見があり、西部では既に周知されてい

るが、地区医師会で検討していただくことと

した。
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２ 日本医師会シンポジウム「会員の倫理・資

質向上をめざして」

平成２３年２月２４日、日医会館において開催

され、富長副会長、明穂常任理事が出席した。

今回のシンポジウムは、都道府県における会

員の倫理・資質向上に向けた取組、特に患者

からの苦情や相談に対する対応や苦慮した事

例などについての情報交換、問題の検討を行

ない、さらなる医療倫理の向上を図るために

初めて開催された。

議事として、会員の倫理・資質向上委員会

活動報告があった後、都道府県医師会におけ

る患者の苦情相談に基づく倫理問題への取組

として、�都道府県医師会における苦情相談

に関するアンケート調査結果の概要報告、�

都道府県医師会の取組（東京・愛知・滋賀・

福岡）、�総合討論、が行なわれた。詳細は、

会報第６６９号へ掲載した。

医学医術の研究奨励及び生涯教育関係

１．医 学 会
１ 春季医学会（学会長：鳥取県立厚生病院院

長 前田迪郎先生）

平成２２年６月６日（土）午前９時より倉吉

市・鳥取県立倉吉未来中心において、鳥取県

医師会主催、鳥取県立厚生病院・中部医師会

共催により開催した。（出席者６６名）

１）研究発表……２５題

２）特別講演

「肝臓病の日常診療における注意点」

講師 医療法人同愛会博愛病院

院長補佐 周防武昭先生

３）アンケート回収 ２７枚

春季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３８巻

２号へ掲載した。

２ 秋季医学会（学会長：鳥取生協病院院長

竹内 勤先生）

平成２２年１１月１４日（日）午前９時より、鳥

取市・鳥取県医師会館において、鳥取県医師

会主催、鳥取生協病院・東部医師会共催によ

り開催した。（出席者６５名）

１）研究発表……１９題

２）シンポジウム：「地域連携パスをどう考

えるか？現状と課題」

座長 鳥取生協病院副院長

齋藤 基先生

「脳卒中地域連携パス」鳥取医療セン

ター神経内科 金藤大三先生

「がん診療における地域連携パスについ

て」鳥取市立病院外科 山下 裕先生

「糖尿病」鳥取県立中央病院内科

楢�晃史先生

「心筋梗塞」鳥取県立中央病院心臓内科

吉田泰之先生

３）特別講演

「脳腫瘍とその治療について」

講師 大阪市立大学大学院医学研究

科 脳神経外科主任教授

大畑建治先生

４）アンケート回収 １７枚

秋季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３８巻４

号へ掲載した。

２．日本医師会生涯教育制度への参加につい
て
昭和６２年度より本制度として始まった日本医

師会生涯教育制度については、平成２２年４月よ

り実施要綱が大幅に改正され、更に、２２年６月

再度一部改正された。

〈生涯教育制度実施要綱の主な改正点〉

１．本年４月に全会員に配布した生涯教育カ

リキュラム〈２００９〉に沿って、８４のテーマ

にカリキュラムコードを付与したこと。

２．これまで１年間１０単位で修了証を発行し、

３年間連続取得したものに認定証を発行し

ていたが、修了証をやめて単位取得証とし、

３年間で合計３０単位、３０カリキュラムコー

ドを修得したものに認定証を発行すること。

但し、認定証の発行基準については、２２

年６月の再改正で「連続した３年間で単位

数とカリキュラムコード数（同一コードは

可算不可）の合計数が６０以上の取得者に日

医生涯教育認定証を発行する。」となった。

３．平成２１年度の修了証修得者（１０単位以上）

には、暫定措置として全員に認定証を発行

すること。

４．認定証をこれまでのＢ５版のものから、
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Ａ４版とし、紙質も上げることで見栄えの

よいものとするとともに、３年間の有効期

限を明記すること。

５．日医雑誌やｅ―ラーニングの自己学習に、

評価を導入したこと。

１ 平成２１年度申告状況（一括申告制を採用）

全県：８２．０％（前年度比４．５％減）

（東部７９．７％ 中部８２．０％ 西部８３．８％ 鳥

大８５．０％）

なお、平成２２年度制度改正に伴う暫定措置

として、年間１０単位以上の単位取得者４８１名

に対し「日医生涯教育認定証」（認定期間：

平成２２年１２月１日～平成２５年１１月３０日）が交

付されたので、地区医師会経由送付した。

２ 生涯教育委員会

平成２２年６月２４日、県医師会館において開

催した。平成２１年度生涯教育事業と平成２２年

度春季医学会報告後、今年度の秋季医学会開

催と今後の医学会のあり方、日医生涯教育制

度、などについて協議、意見交換を行った。

平成２２年度（平成２２年６月改正）より日医生

涯教育制度は、「連続した３年間に取得した

単位数とカリキュラムコード数（同一の取得

コードは１コードとする）の合計数が６０以上

の者に、１２月１日付けで発行日から３年間の

有効期間を明記した日本医師会長名の『日医

生涯教育認定証』を交付する」と変更になっ

た。日医生涯教育制度の申請にあたっては、

原則事前申請ではあるが、症例検討など事前

にカリキュラムコードが付けにくい場合は、

講習会後の事後申請を認めることとした。ま

た、日医「指導医のための教育ワークショッ

プ」を平成２２年１０月１６・１７日（土・日）に県

医師会館において開催する。詳細は、会報第

６６１号へ掲載した。

３ 「日本医師会生涯教育講座」の開催について

本年度は次のとおり開催した。

２２．６．６ 鳥取県医師会春季医学会

７．３ 鳥取県医師会定例総会（特別

講演）

８．１ 第１回鳥取県医師会産業医研

修会

９．１２ 第１５回学校医・学校保健研修

会、新任学校医・新任養護教

諭合同研修会

９．２６ 第２回鳥取県医師会産業医研

修会

１０．１６―１７第５回指導医のための教育

ワークショップ

１１．１４ 鳥取県医師会秋季医学会

１１．２８ 第３回鳥取県医師会産業医研

修会

２３．２．１１ 第１６回鳥取県医師会学校医・

学校保健研修会

４ 第５回日本医師会「指導医のための教育

ワークショップ」（鳥取県医師会主催）開催

について

平成１６年４月より新医師臨床研修制度が発

足したことにより、医学生・研修医を指導す

る会員が指導医としての教育能力を培うこと

を目的として次のとおり開催した。

日 時 平成２２年１０月１６日（土）９：００～

１７日（日）１６：３０

場 所 鳥取市戎町３１７番地「鳥取県医師

会館」（TEL０８５７―２７―５５６６）

宿泊先 鳥取市戎町４７１番地「鳥取シティ

ホテル」（TEL０８５７―２７―６２１１）

方 法 １泊２日の合宿形式によるワーク

ショップ

参加者 １７名

２日間修了者１７名に対し、日本医

師会長・厚生労働省医政局長・鳥

取県医師会長連名の修了証を発行

参加費 ５，０００円

ワークショップスタッフ

ディレクター

渡辺 憲 鳥取県医師会常任理事（生

涯教育担当）

村脇 義和 鳥取県医師会理事（ 〃 ）

チーフタスクフォース

伴 信太郎 名古屋大学医学部附属病院

総合診療部教授

タスクフォース

向原 茂明 長崎県福祉保健部参事監

福井 道彦 大津市民病院救急診療科・

集中治療部部長

内田 博 鳥取県立中央病院麻酔科部

長

その他

主 催 鳥取県医師会、鳥取県（鳥取県

委託事業）

日医生涯教育制度取得単位 １０単位
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カリキュラムコード １、２、５、６、７、

８、１０、１３、１４、１５

３．鳥取大学及び医学諸団体との連絡強調
１ 鳥取大学経営協議会・鳥取大学学長選考会

議

１）平成２２年６月８日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、平成２１年度決算及び平成２３年度概算

要求について協議、意見交換が行われた。

鳥取大学の経営状況は順調とのことであっ

た。また、決算剰余金会計予算と法人化に

伴う承継剰余金会計予算について決算報告

があった。

２）平成２２年６月２５日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、平成２１年度業務実績報告及び中期目

標期間の評価が行われた。また、鳥取大学

外部評価、医師救急医療等従事手当の新設、

平成２１年度資金運用実績、平成２２年度学長

経費の採択状況、大学の動きについて報告

があった。

３）平成２２年１０月２６日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、平成２２年度人事院勧告への対応、年

棒制の導入、前中期目標期間繰越積立金会

計の設置、救命救急センター及び高次感染

症センター整備事業の計画変更等について

協議、意見交換が行なわれた。なお、救命

救急センターの拡充整備は新たに地域医療

再生基金に加えられた予算である。

協議会終了後、学長選考会議が行われ、

学長候補者選考手続きの見直しについて、

意向調査及び再任審査の在り方・定期の職

務評価の在り方について協議、意見交換が

行なわれた。

４）平成２２年１２月１０日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、職員の給与が国家公務員に準じるこ

とになったこと、平成２３年度学内予算編成

方針、平成２３年度医学部医学科の入学定員

増、学生寄宿舎（男子寮）の整備計画とし

て個室になったこと、などについて報告、

協議、意見交換が行われた。

協議会終了後、学長選考会議が開催され、

これまでの検討状況の確認及び定期の職務

評価の在り型など学長候補者選考手続きの

見直しが行なわれた。

５）平成２３年１月２５日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議題と

して、平成２２年度学内補正予算案、平成２３

年４月の事務組織改編、年棒制の導入に伴

う規則の制定及び一部改正、などについて

報告、協議、意見交換が行なわれた。全国

の大学病院の収入は前年度より８．７％増で、

鳥大医学部附属病院も増収であり、運営状

況は順調である。また、平成２２年度学長経

費（トップマネジメント経費）の採択につ

いて報告があった。

６）平成２３年３月２５日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。最初に学長

選考会議が行なわれ、学長選考関係規則の

一部改正について協議が行なわれ、今後さ

らに学長選考基準等について検討すること

となった。引き続き、経営協議会が行なわ

れ、平成２３年度計画案、新しい運営組織、

医員に係る処遇改善について協議が行なわ

れた。また、報告事項として、救命救急セ

ンターの一部完成及び全体計画の変更、脳

とこころの医療センターのオープン、とっ

とりバイオフロンティアの進捗状況、鳥取

大学における東日本大震災の対応状況が

あった。

２ 鳥取大学関連基幹病院協議会

１）平成２２年６月２日、鳥大医学部において

開催され、渡辺常任理事が出席した。鳥大

医学部医学科６年生の面談結果（８９人）に

よると、初期臨床研修を希望する順で鳥大

附属病院が１８人、山陰地方の一般研修病院

が２２人であった。また、研修医の学会発表

等に係る旅費支給取扱内規が改定された。

なお、卒後初期・後期臨床研修合同説明会

を平成２２年７月２日（金）に鳥大医学部記

念講堂において開催するとのことであった。

２）平成２２年１１月９日、鳥大医学部附属病院

において開催され、渡辺常任理事が出席し

た。

平成２２年度の鳥取大学関連基幹型病院の研

修医マッチング状況は、募集定員６９名に対

し４４名（６３．８％）がマッチングした（うち

３４人が鳥大出身者、前年度より１９人増）。

また、島根県において鳥大出身者９人が

マッチングしており、鳥大卒業生の山陰残
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留率は４６．２％であった。今年度の鳥大医学

部附属病院卒後初期・後期臨床研修合同説

明会が平成２２年１２月３日（金）に鳥大医学

部記念講堂において開催される。

３ 鳥取県立病院運営評議会

１）平成２２年１１月１１日、県庁において開催さ

れ、岡本会長より出席報告があった。

外部有識者が県立病院の運営状況などに

ついて検証・評価を行なった。中央病院及

び厚生病院とも効率的な経営で経常収支比

率は当初目標を上回った。両病院から安定

経営に向けた「改革プラン」の前年度実績

などについて報告があり、厚生病院では慢

性的な医師不足などから依然、赤字経営が

続いているとのことであった。また、県病

院局によると、本年度まで５年間の県立２

病院への交付金繰り出し総額（１０９億９千

万円）は、それ以前の５年間に比べて１８．１

億円圧縮しているということであった。

２）平成２３年２月３日、県庁において開催さ

れ、岡本会長、池田中部会長が出席した。

議事として、県立中央病院と県立厚生病院

の第２期病院事業交付金と改革プランにつ

いて協議、意見交換が行なわれた。両病院

とも前年度より相当の増収見込みである。

今後は、２次医療圏における病院合併を考

慮していく必要がある。

４ 鳥取県がん診療連携協議会

１）平成２２年７月２９日、鳥大医学部附属病院

において開催され、吉中常任理事が出席し

た。主な議事として地域連携クリティカル

パス、緩和ケア研修会の開催、がんフォー

ラムの開催などについて協議、意見交換が

行われた。

２）平成２３年１月１３日、鳥大医学部附属病院

において、大学病院、県内４拠点病院、県

福祉保健部などが参集して開催され、吉中

常任理事が出席した。５つの癌（胃癌、肝

臓癌、大腸癌、乳癌、肺癌）において県下

で統一した地域連携パスを運用することに

ついて協議、意見交換が行なわれた。

今後のスケジュールは、３月１０日（木）

に開催する健対協総合部会に報告し、４月

より運用する予定である。また、協議会か

ら、各拠点病院で行われている緩和ケア研

修会は、がん医療に携わる医師を対象とし

ているため、開業医の先生方も出来る限り

研修会を受講していただきたいとの提案が

あった。

４．鳥取医学雑誌の発行について
本年度（平成２２年３・６・９・１２月）発行し

た医学雑誌は第３８巻１・２・３・４号で、収載

論文数は総数４３編（内訳：興味ある症例５編、

総説３編、原著９編、症例報告１７編、報告１編、

記録８編）であった。

本年度編集委員会は平成２３年１月１３日県医師

会館において開催した。平成２２年の鳥取医学雑

誌発行状況、鳥取医学雑誌投稿規定及び興味あ

る症例の投稿要領一部改正、投稿論文数の減少

対策、などについて報告、協議、意見交換を行

なった。平成２２年は前年に比べて２倍以上論文

が集まった。平成２３年度も鳥取県医師会長・鳥

取医学雑誌編集委員長の連名で、各病院長及び

鳥取大学各臨床教室教授宛に投稿依頼状を発送

した。詳細は、会報第６６８号に掲載した。

地 域 社 会 活 動 対 策

１．健康診査管理指導事業
鳥取県健康対策協議会と共同で、がん対策を

中心として事業を行った。平成２２年度事業報告

は、会報第６７３号に掲載予定である。

２．鳥取県臨床検査精度管理事業
１ 委員会

平成２３年２月１０日、県医師会館において県

医療政策課にも参集していただき開催した。

平成２２年度実施報告では、平成２２年９月５日

に８部門（生化学、血液、一般、免疫血清、

生理、細胞学、病理学、輸血）で試料を配布

し、参加施設は６６施設であった。その各検査

項目の結果について資料をもとに説明があっ

た後、協議、意見交換を行なった。ほとんど

の項目でCV４％以下となり非常に精度が上

がっている。なお、問題点として、大きな施

設が参加していないことがあげられ、来年度

から日本臨床検査技師会が標準化対応の出来
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ている施設を認定することとなり、認定を受

けるためには各県でのサーベイに参加してい

ることが条件となっているため、より参加を

促していくとのことであった。

また、平成２２年１２月５日、西部医師会館に

おいて報告会を開催した。報告書は平成２３年

３月発刊を予定しており、今年度も別に医師

向けに要点をまとめたものを県医師会報４月

号に掲載予定である。詳細は、会報第６６９号

へ掲載した。

２ 報告会

平成２２年１２月５日、西部医師会館において

県臨床検査技師会との共催で開催し、富長副

会長が会長代理として挨拶を述べてきた。

９月に実施したサーベイの結果について、

生理、臨床化学、一般、血液、輸血、細胞診、

病理、免疫血清の各部門で２会場に分かれて

実績報告及び質疑応答が行われた。施設間に

よる測定結果のバラツキはなくなってきてい

るが、脂質異常症がある場合はコレステロー

ル値にかなりバラツキがあり、HbA１cは

HPLC測定法が一番安定していた。

今後の予定は、委員会を平成２３年２月１０日

（木）県医師会館において開催する。また、

今年度も医師向けの報告書を会報第６６９号に

掲載した。

３．特定健診・保健指導への対策
１ 特定健診・特定保健指導について

１）平成２２年度特定健康診査・特定保健指導

委託契約書調印

平成２２年４月８日、県医師会館において、

平成２２年度特定健康診査・特定保健指導委

託契約を鳥取県医師会岡本会長と鳥取県の

代表保険者である「鳥取県市町村職員共済

組合」との間で締結した。特定健診基本健

診委託料は８，０００円である。

４．地域保健活動の推進
１ 喫煙健康被害予防対策の取り組みについて

本会ホームページに「禁煙指導医・講演医」

名簿を掲載したほか、次の通り活動した。

１）禁煙指導対策委員会

平成２３年２月１７日、県医師会館において

開催した。各地区医師会から、講習会開催

状況や世界禁煙デー関連イベント及び禁煙

に対する取組等について報告があった後、

今後の活動方針について協議、意見交換を

行なった。平成２２年６月、鳥取県議会の議

員提案により、「鳥取県がん対策推進条例」

が制定されたが、県議会棟が禁煙となって

いないため、早急に県医師会長名と禁煙指

導対策委員長の連名で、「県議会棟の全面

禁煙化の要望書」を提出することとした。

また、県教委を通じて高校生を対象に

「作文」を募集し、優秀作品は県医師会報

と県医HPに掲載し、ポスターは地区医師

会が地教委を通じて小・中学生を対象に募

集し、地区医師会で審査の上、各地区から

１点ずつ、県医師会の「優秀賞」を授与す

る。その他、平成２３年１１月１日より県内の

タクシーが全面禁煙化になった。

詳細は、会報第６６９号へ掲載した。

２）「禁煙指導医・講演医」養成のための講

習会

地区医師会との共催により、次のとおり

開催した。

［東部地区］

日 時 平成２２年７月２３日（金）

午後７時～９時

場 所 東部医師会館 鳥取市富安１―

６２ TEL ０８５７―２２―２７８２

演題及び講師

「禁煙治療の実際―初診時診療

を中心として―」

安陪内科医院院長

安陪隆明先生

出席者 ４３名

日本禁煙学会認定 ５単位

［中部地区］

日 時 平成２２年８月２０日（金）

午後６時３０分～８時

場 所 中部医師会館 倉吉市旭田町１８

TEL ０８５８―２３―１３２１

演題及び講師

「女性の喫煙防止対策と２重洗

脳について」

リセット禁煙研究会・予防医療

研究所 トヨタ記念病院禁煙外

来

�生涯学習開発財団認定コーチ

メディカルコーチ

磯村 毅先生

出席者 ３４名

鳥取県医師会報 １１．８ 臨時号

75



［西部地区］

日 時 平成２２年１１月１９日（金）

午後７時～９時

場 所 西部医師会館

米子市久米町１３６

演題及び講師

「女性と妊産婦に対する禁煙指

導」

母と子の長田産科婦人科クリ

ニック 長田佳子先生

出席者 ２２名

日本禁煙学会認定 ５単位

３）鳥取県内のタクシーの全面禁煙化施行に

ついて

職場環境における勤労者の健康被害防止

及び乗客の健康被害防止の観点から、平成

２２年７月１日付、鳥取県ハイヤータクシー

協会会長 船越克之氏へ県内のタクシー全

面禁煙化の早期実施を依頼した結果、１１月

１日より全面禁煙化が実現した。

４）医療機関等における禁煙状況等に関する

実態調査について

鳥取県では平成２２年６月に施行された

「鳥取県がん対策推進条例」の中で受動喫

煙防止対策の推進について規定されたこと

を受け、県内の医療機関の禁煙状況等を把

握するため実態調査を行いたいとして、本

会に協力依頼があった。

このため、平成２３年１月１４日付けにて全

医療機関に対し標記実態調査を実施した。

集計結果の概要は、病院では回答のあった

３２施設のうち、６施設が敷地内禁煙、２０施

設が建物内禁煙（全面禁煙化率８１％）、診

療所では回答のあった３３４施設のうち、１５５

施設が敷地内禁煙、１５２施設が建物内禁煙

（全面禁煙化率９２％）であった。医療機関

合計では回答のあった３６６施設のうち、１６１

施設が敷地内禁煙、１７２施設が建物内禁煙

（全面禁煙化率９１％）であった。

集計結果は平成２３年５月３１日の世界禁煙

デーに併せて県政記者室に資料提供される

こととなっている。

５）鳥取県議会議長への県議会棟禁煙化に関

する要望書提出について

平成２２年６月、鳥取県議会の議員提案に

より「鳥取県がん対策推進条例」が制定（平

成２２年６月２９日施行）されたが、県議会棟

が禁煙となっていないため、平成２３年３月

３日付けにて鳥取県議会議長 小谷 茂氏、

および同福祉生活病院常任委員会委員長

野田 修氏、同総務教育常任委員会委員長

稲田寿久氏へ県医師会長名と禁煙指導対策

委員長の連名で、「県議会棟の全面禁煙化

の要望書」を提出し、同時に鳥取県議会議

員 藤井省三氏および同廣江 弌氏へ支援

を依頼した。

２ 鳥取県がん征圧大会

平成２２年９月７日、米子コンベンションセ

ンターにおいて、「声かけて地域ぐるみでが

ん検診」をテーマに鳥取県、鳥取県医師会、

鳥取県保健事業団の主催で開催され、富長副

会長が会長代理として挨拶を述べてきた。

表彰では、がん検診受診率向上に精励され、

その功績が著しい市町村と他の市町村の模範

となる優れた取組みを行った市町村に対して

鳥取県知事表彰が倉吉市と江府町に贈呈され

た。また、対がん事業功労者として岸本幸廣

先生（山陰労災病院）と濱本哲郎先生（博愛

病院）、結核予防事業功労者として工藤浩史

先生（鳥取赤十字病院）に鳥取県保健事業団

理事長感謝状が贈られた。

引き続き、特別講演「増えている大腸がん

～大腸がんで死なないために～」（米子医療

センター臨床研究部長 木村 修先生）、が

んに関するＱ＆Ａなどが行われた。

３ がん対策推進協議会

平成２２年８月１９日、県医師会館において開

催され、岡本会長より報告があった。主な議

事として、鳥取県がん対策推進条例について

報告があった後、市町村がん検診に対する知

事表彰の被表彰者の選考と鳥取県がん対策推

進計画に係る今後のがん対策の取組、専門部

会の新設について協議、意見交換が行われた。

全体目標は、がんによる死亡者の減少（７５歳

未満の年齢調整死亡率の２０％減少）とすべて

のがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに

療養生活の質の維持向上である。なお、今後、

重点的に取り組むべき課題として、�放射線

療法及び化学療法の推進及び専門医師等の育

成、�治療の初期段階からの緩和ケアの実施、

�がん予防と早期発見の推進、�がん登録の

推進、を挙げている。
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５．糖尿病対策
１）鳥取県糖尿病対策推進会議

平成２２年６月２４日、県医師会館において開

催した。日本糖尿病対策推進会議総会と鳥取

県における平成２１年度活動状況について報告

があった後、平成２２年度の医師会と行政の取

り組みについて協議、意見交換を行った。平

成２２年度も引き続き、「世界糖尿病デー」イ

ベントとして、１１月１４日（日）の世界糖尿病

デーに鳥取市「仁風閣」を１７時３０分～２１時ま

でブルーライトアップする予定である。なお、

ライトアップの前に仁風閣近くの会場を利用

して本会公開講座を行い、糖尿病に関する講

演会を行うなど、本年度はライトアップと公

開健康講座をひとくくりにした企画で進めて

はどうかとの案も出された。詳細は、会報第

６６１号へ掲載した。

また、例年どおりかかりつけ医を対象とし

た日常診療における糖尿病臨床講座を地区医

師会に委託実施したほか、平成２２年１１月１８日

開催の公開健康講座を利用して、鳥取県立中

央病院内科医長 楢� 晃史先生に「日本が

危ない―増え続ける糖尿病」と題する講演を

頂いた。

２）糖尿病診療一口メモ

２１年４月より推進会議委員の分担執筆によ

り、鳥取県医師会報への隔月掲載した。（２２

年１２月まで）

３）「世界糖尿病デー」in鳥取・仁風閣ブルー

ライトアップ（第２回）

「世界糖尿病デー実行委員会」より補助を受

け、次の通りライトアップを行った。

期 日 平成２２年１１月１４日

会 場 鳥取市東町２丁目１２１「仁風閣」

日 程 当日準備１７：００～１７：３０

点灯式（式典）；１７：３０～１８：００

ライトアップ時間；１７：４５～

２１：００

撤収；２１：００～２２：００

入場者 ３００名

主 催 鳥取県糖尿病対策推進会議・日

本糖尿病学会中国・四国支部、

日本糖尿病協会鳥取県支部、鳥

取県医師会、鳥取県

６．情報ネットワークの推進
１ 日本医師会医療情報システム協議会

平成２３年２月１２～１３日、日医会館において、

「ITは人間の心と身体の健康を守るために

如何に活用されているか？―そしてIT医療

の更なる発展に夢と希望を―」をメインテー

マに開催され、地区医師会の関係者とともに

出席した。

１２日は、シンポジウム�として医師会事務

局セッション「医師会事務局のIT化は本当

に役立っているか―医師会事務局における

IT化の悩みと夢―」とシンポジウム�

「ORCAの現在と未来」があり、１３日は、シ

ンポジウム�「インターネットによる医療情

報交換はどこまで可能か？」、特別講演

「ヒューマン・コミュニケーションの原点」、

シンポジウム�「クラウドコンピューティン

グと医療情報」、シンポジウムＶ「新たな情

報通信技術戦略（医療分野）への夢と希望）」

と題して講演等が行なわれた。詳細は、会報

第６６９号へ掲載した。

２ ITを使った地域医療連携システムワーキ

ンググループ

地域医療再生基金を使って地域医療連携

ネットワークシステムの構築を検討するワー

キンググループが平成２２年７月８日、白兎会

館で開催された第１回から平成２３年２月３日

に開催された「事業実施説明会」まで関連す

る説明会を入れて合計５回開催された。鳥取

県医師会としては、ITを活用した地域医療

連携ネットワーク整備事業について、実際の

医療機関の現場の意見を最大限反映させ事業

を展開するように主張した。また、テレビ会

議整備事業について、鳥取県医師会が主張し

た医療従事者の負担軽減を目的とした県医師

会館と各地区医師会館の４拠点を結ぶ専用機

型のシステムが導入されることとなった。

３ 日医初級パソコンセミナー

平成２２年９月４―５日、県医師会館におい

て平成２０年度に引き続いて開催した。両日合

わせて２１名の参加者で、両日とも３つのグ

ループにそれぞれ講師が付き、テーブルごと

に講義が進められ、受講者全員がパソコン技

能修得に向けて熱心に取り組まれた。

７．救急医療・防災対策
１ 高度救命処置研修開催事業について（委託

事業）

平成１６年度より、医師、看護師、救急救命
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士等を対象とした「高度救命処置研修開催事

業」を鳥取県から委託された。目的はメディ

カルコントロール協議会の中心となる

JPTEC、ACLSの概念の理解を得て、鳥取県

下のインストラクター・プレインストラク

ター等の養成。

○JPTEC研修会

１）平成２２年６月２０日（日）：鳥取県東部

広域行政管理組合消防局、参加者数２５人

２）平成２２年９月１９日（日）：鳥取大学医

学部保健学科棟、参加者数１６人

３）平成２２年１１月２８日（日）：鳥取県中部

医師会館、参加者数１３人

○ACLS研修会

１）平成２３年３月に２回予定していたが、

東日本大震災により中止。

２ 小児救急地域医師研修事業（委託事業）

平成２２年度は３地区において開催した。

東部：平成２２年８月４日、受講者数３３人

中部：平成２３年２月７日、受講者数２３人

西部：平成２３年３月１０日、受講者数２２人

なお、平成２３年度は県からの委託先が各地

区医師会となり、実施の予定。

３ 第１回鳥取県救急搬送高度化推進協議会

１）平成２２年４月２８日、中部消防局において

開催され、清水理事が出席し、副会長に選

出された。本協議会は、消防法が一部改正

されたことに伴い、従来開催されていた鳥

取県メディカルコントロール協議会を廃止

し、消防と医療の連携を推進するため、傷

病者の搬送・受入れの実施基準についての

協議、実施基準に基づく傷病者の搬送・受

入れの実施に関する連絡調整、傷病者の搬

送・受入れに関し必要な事項、などを協議

するために設置された。

主な議事として、�鳥取県メディカルコ

ントロール協議会の業務の引継ぎと所要の

規定の改正�傷病者の搬送及び受入れに関

する実施基準の策定、などについて協議、

意見交換が行なわれた。今年度はあと３回

協議会を開催する予定である。

２）平成２３年１月２４日、中部消防局において

開催され、清水理事が出席した。議事とし

て、�傷病者の搬送及び受入れに関する実

施基準（案）、�ドクターヘリの運航状況

とドクターカーの概要、�救急救命士によ

る自己注射が可能なアドレナリン製剤の投

与手順（案）、などについて協議、意見交

換が行なわれた。なお、�傷病者の搬送及

び受入れに関する実施基準（案）について

は本日、県防災局消防チームに説明してい

ただく。

４ 都道府県医師会救急災害医療担当理事連絡

協議会

平成２２年７月１日、日医会館において開催

され、清水理事が出席した。救急災害医療を

巡る諸問題について報告があった後、�傷病

者の搬送および受入れの実施に関する基準の

策定�災害時医療への対策、などについて協

議が行われた。�では、総務省消防庁より、

改正消防法で策定が義務付けられた救急搬送

についての実施基準などについて説明があっ

た。策定したのは全国６都県にとどまってお

り、策定への協力が求められた。厚労省医政

局指導課からは、実施基準策定に向けた関連

事業などの紹介があり、東京都医師会からは

策定した実施基準と策定への医師会とのかか

わり方などの説明があった。�では、日医

「救急災害医療対策委員会」報告書の概要説

明があった後、報告書のなかで提言された

「医師会JMAT」の創設に向けて活発な質疑

応答が行われた。医師会JMATは、災害派遣

医療チーム「DMAT」への支援や災害急性

期医療、被災地医師会などへの協力、活動支

援などを行うもので、会場からはDMATや

日赤チームとの連携体制、情報伝達方法、指

揮命令系統などに質問が寄せられた。詳細は、

会報第６６１号に掲載した。

５ 鳥取県防災会議

平成２２年７月２２日、県庁において開催され、

事務局が出席した。行政関係者、電気・ガ

ス・水道などのライフライン事業者、陸運・

JR、自衛隊など多方面から約５０名の出席で、

鳥取県地域防災計画の平成２２年度修正案につ

いて協議、意見交換され、原案通り承認され

た。また、事例発表として昨年８月の台風９

号災害への対応と題して、兵庫県佐用町の担

当者から豪雨災害、非難、災害復旧などにつ

いて報告があった。

６ 全国メディカルコントロール協議会連絡会

１）平成２２年６月２日、東京都において開催

され、明穂常任理事が出席した。第１部で
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は、「搬送・受入れに関する実施基準の策

定と救急相談事業について」をテーマに消

防庁より改正消防法の施行状況について報

告があった後、大阪、栃木、東京、奈良か

ら実際の活動報告、その後メディカルコン

トロールに携わる来場者との意見交換が

あった。第２部では、「AEDの適正管理・

使用について」、第３部では、「エピペン投

与とMCとの関わり」をテーマに消防庁、

厚労省から報告があった。詳細は、会報第

６６１号に掲載した。

２）平成２３年２月４日、松山市において開催

され、清水理事が出席した。当日は、特別

講演「救急救命士の社会的役割～救急救命

士法施行から２０年を振り返って～」（全国

メディカルコントロール協議会連絡会幹

事・東京臨海病院病院長 山本保博先生）

と演題発表�傷病者の搬送及び受入れに関

する実施基準策定・協議会設置の現状と課

題、�救急救命処置・活動、�新ガイドラ

インを踏まえた消防機関の対応、が６人の

講師により行なわれた。

現時点で救急救命士は消防士かつ救急車

の中でしか業務が行なえない。そのため、

救急救命士の資格を持っているが、消防士

の職についていない者が全国で約７，０００人

いることから、救急救命士の業務を拡大し

て欲しい旨、国に要望しているとのことで

あったが、法的には救急救命士は医師の指

示において業務を行なうのが前提のため、

いろいろと問題点がある。

７ 鳥取県DMAT連絡協議会

１）平成２２年６月２３日、県庁において開催さ

れ、清水理事が出席した。鳥取県DMAT

の運営要綱、協定書、運営計画、運用マ

ニュアルについて説明があった。現在、県

内のDMAT指定医療機関は県立中央病院、

鳥取赤十字病院、県立厚生病院、鳥大医学

部附属病院であり、平成２２年８月５日（木）

に「鳥取DMAT」の出動に関する協定の

締結式が米子ワシントンホテルにおいて開

催される。また、鳥取県の当番により、中

国地方DMAT連絡協議会（実動訓練）を

平成２２年１０月１６・１７日（土・日）に西部地

区で予定している。

２）平成２２年６月２３日、県庁において開催さ

れ、事務局より出席報告があった。主な議

事として、中国地区DMAT連絡協議会訓

練を鳥取県の担当で平成２２年１０月１６～１７日

に米子空港やJR後藤総合車両所などで開

催したこと、鳥取県DMAT養成研修を平

成２３年３月４～５日に東部地区で開催する

こと、鳥取DMAT運用マニュアル（案）、

などについて報告、協議、意見交換が行な

われた。

なお、鳥取県医師会及び各地区医師会に

おける救急医療体制については、講演会を

開催するなど、今後検討していくこととし

た。

８．メンタルヘルス・自殺予防対策
１ 心といのちを守る県民運動

平成２２年１０月１９日、とりぎん文化会館にお

いて開催され、渡辺常任理事より出席報告が

あった。

主な議事として、自殺対策に向けた各団体

等の取組や平成２３年度予算要求に向けての意

見交換が行なわれた。平成２１年の鳥取県の自

殺死亡率の暫定値（自殺者数／１０月１日現在

総人口）は２７．９％で全国２０位であった。また、

「鳥取県自殺対策フォーラム―いのちを支え

る地域であるために―」が平成２２年１１月７日

（日）とりぎん文化会館において開催される。

２ かかりつけ医と精神科医との連絡会議

１）平成２２年９月２日、県医師会館において

開催した。

議事として、平成２１年度事業として発行

した「かかりつけ医と精神科医との連携マ

ニュアル」「うつ病プライマリケアの手引

き」について報告後、かかりつけ医心の健

康対応力向上研修（うつ病対応力向上研修、

思春期精神疾患対応力向上研修）、「かかり

つけ医と精神科医との連携マニュアル」の

活用の促進と連携強化の検証方法、などに

ついて協議、意見交換を行った。なお、思

春期精神疾患対応力向上研修については、

鳥取県小児科医会が主催する今秋の学術集

会、県医師会が来年２月に予定している学

校医研修会において、共催の形で実施する

方向で調整を行うこととなった。詳細は、

会報第６６３号に掲載した。

２）平成２３年３月２４日、県医師会館において

開催した。
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各地区におけるうつ病対応力向上研修会

と思春期精神疾患対応力向上研修会の開催

状況、「かかりつけ医と精神科医との連携

マニュアル」事後検証アンケート結果、県

の自殺対策について報告があった後、かか

りつけ医と精神科医の今後の連携強化、う

つ病診療医療機関のHP掲載などについて

協議、意見交換を行った。アンケート結果

によると、マニュアルの認知度は「見た」

との回答が、かかりつけ医で１３．７％、「見

たと思う」１６．５％、「見ていない」５８．０％

で、精神科、心療内科医では「見た」３１．０％、

「見たと思う」２３．８％、「見ていない」

３８．１％であった。今年度、再度マニュアル

を医療機関に送付することを検討する。ま

た、冊子「かかりつけ医と精神科医との連

携マニュアル」に掲載している「鳥取県内

のうつ病診療医療機関一覧」は、マニュア

ルを含めて本会HP会員用ページに掲載し

ているが、県HPへのリンクについては、

各医療機関へ掲載について諾否の意向を伺

い、承認を得られた医療機関を掲載するこ

ととした。詳細は、会報第６７０号に掲載し

た。

９．感染症対策
１ 感染症対策について

１）感染症危機管理対策委員会

� 平成２２年８月５日、県医師会館におい

て県福祉保健部（健康政策課・医療指導

課）と県医薬品卸業協会に参集いただき、

実務者会議を開催した。主な議事として、

平成２１年度インフルエンザ総合対策及び

２２年度インフルエンザワクチン予防接種

対策などについて報告、協議、意見交換

を行った。詳細は、会報第６６３号に掲載

した。

� 平成２２年１２月２日、ホテルセントパレ

ス倉吉において県福祉保健部医療指導課

にも参集いただき、開催した。議事とし

て、日医及び県医師会、県で開催された

新型インフルエンザ関連会議の報告後、

今冬のインフルエンザ総合対策などにつ

いて協議、意見交換を行った。詳細は、

会報第６６７号に掲載した。

� 平成２３年３月１９日、県医師会館におい

て、子宮頸がんワクチンの公費助成が始

まったことから、需要が急増し、全国的

に供給不足となっており、すでに１、２

回目を接種した方への対応等について協

議するため、県健康政策課、県医薬品卸

業協会、グラクソ・スミスクライン�に

参集いただき、第２回実務者会議を急遽

開催した。詳細は、会報第６７０号に掲載

した。

２）鳥取県インフルエンザワクチン対策委員

会及び鳥取県抗インフルエンザウイルス薬

対策委員会

平成２２年９月１６日、県庁において開催さ

れ、笠木常任理事が出席した。主な議事と

して、「平成２２年度新型インフルエンザワ

クチン接種事業」と「鳥取県におけるイン

フルエンザワクチンの供給体制�平成２１年

度各種調査結果と流通状況�インフルエン

ザワクチンの安定供給対策�今年度の鳥取

県の具体的な対応（各種調査実施計画、予

約状況調査及び在庫状況調査の内容及び方

法）」について報告、協議、意見交換が行

われた。今年度は、インフルエンザワクチ

ン予約状況調査を卸売販売業者のみ実施し、

医療機関の在庫状況調査は接種のピークを

見て適宜実施することとした。詳細は、会

報第６６４号に掲載した。

３）日本医師会感染症危機管理対策協議会

平成２２年８月５日、日医会館において開

催され、岡田理事が出席した。議事として、

厚労省健康局結核感染症課と日医から１０月

以降の新型インフルエンザワクチンの接種

体制について説明があり、質疑応答が行わ

れた。詳細は、会報第６６２号に掲載した。

４）鳥取県感染症対策協議会

１）平成２２年５月２５日、県庁において開

催され、笠木常任理事が出席され、副会長

に選出された。議事として、鳥取県におけ

る感染症対策（鳥取県感染症予防計画の改

正等）、新型インフルエンザ対策及び麻し

ん対策、などについて報告、協議、意見交

換が行われた。他には、予防接種について

定期と任意の区別が分かりにくいため、

HPに掲載するなどして対応していくとの

ことであった。また、任意接種ワクチンが

高額であるために何らかの助成を検討すべ

きであるとの意見があった。なお、鳥取県
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定点医療機関における報告数が地区によっ

てかなり違うため、定点医療機関の見直し

を鳥取県感染症予防計画の改正等において

今後した方がよいと提案しておいた。

２）平成２２年１１月１０日、西部総合事務所

において開催され、笠木常任理事より出席

報告があった。

主な議事として、鳥取県における感染症

対策（鳥取県感染症予防計画の改正、結核

予防プランの策定）、新型インフルエンザ

対策及び麻しん対策、予防接種などについ

て協議、意見交換が行なわれた。鳥取県結

核対策プランは、鳥取県感染症対策協議会

結核部会（新設）で意見を頂く予定になっ

ている。また、予防接種では、「子宮頸が

んワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球

菌ワクチン接種費の助成」「日本脳炎予防

接種の１期接種を逃した方への救済措置の

開始」「予防接種法の改正」「定期予防接種

の広域化」について説明があった。なお、

新型インフルエンザ対応については、医薬

品の備蓄と身分保障等の補償体制について

要望しておいた。

５）日本医師会予防接種講習会

平成２３年２月２７日、日医会館において開

催され、石谷感染症危機管理対策委員が出

席した。�予防接種週間・麻しん排除に向

けて、�厚生科学審議会感染症分科会予防

接種部会の検討状況、�補正予算で公費接

種が開始されているHPVワクチン、�補

正予算で公費接種が開始されているヒブ・

小児用肺炎球菌ワクチン、�予防接種のス

ケジュールのモデルの５つの講演が行われ、

また、演者と出席者との間で活発な質疑応

答が行われた。

また、日本医師会テレビ会議システムを

利用し、鳥取県医師会館において映像配信

を行った。参加者は総勢１１名（医師９名、

行政２名）であった。

６）子ども予防接種週間の実施協力について

日本医師会では、昨年同様、２０１１年３月１

日（火）から３月７日（月）までの７日間、

子ども予防接種週間を実施することとした。

各協力医療機関において、種々の予防接種

の相談に応じるとともに、通常の診療時間

に予防接種が受けにくい人たちに対して土

曜日、日曜日等に予防接種を行う。本会で

は地区医師会の協力を得て、週間中に予防

接種の実施が協力可能な医療機関の取りま

とめを行ったところ１５６医療機関の賛同を

得て、日医へ報告したほか、県健康政策課

を通して各市町村にて住民に対する子ども

予防接種週間の実施について情報提供をお

願いした。

７）感染症だよりについて

日本医師会感染症危機管理対策室及び鳥

取県等から感染症に関する通知があり次第、

本会会報で会員に周知した。主な内容は、

「日本脳炎の定期の予防接種について」、

「平成２２年度のインフルエンザワクチン接

種事業等について（概要）」等である。

なお、各医療機関への即時性を求める情

報の場合は、ファックスで全医療機関に周

知した。

２ 鳥取県結核対策委員会

平成２３年１月２０日、県庁において開催され、

笠木常任理事が出席した。結核対策に係る施

策の方向性及び具体的取組、医療提供体制等

について協議するために初めて開催され、部

会長に杉本勇二先生（県立中央病院内科部長）

が選出された。

鳥取県の結核対策プランの基本的な策定方

針は、「鳥取県感染症予防計画」で発生予防、

まん延防止、医療提供、人材育成等について

基本的な施策を定め、基本的に国の「結核に

関する特定感染症予防指針」に沿った内容と

なるが、鳥取県のプランでは罹患率等、いく

つかの目標値を定める。今後の作業スケ

ジュールは、２月にパブリックコメントを募

集し、３月に知事決済を行なう予定である。

３ 鳥取県麻しん対策会議

１）平成２２年６月３０日、県庁と西部総合事務

所を回線でつないでテレビ会議が開催され、

笠木常任理事が会長として出席した。

議事として、平成２１年度の麻しん対策の取

組について県担当課、市町村担当課、教育

委員会、県医師会より報告があった。平成

２１年度の鳥取県麻しんワクチン接種率は、

第１期９５．６％（前 年 比＋０．４）、第２期

９４．１％（前年比－１．２）、第３期９０．６％（前

年比－１．４）、第４期８４．８％（前年比－１．６）

であった。未接種の理由のほとんどは、
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「予防接種に無関心」「病院へ行くのが面

倒」「うっかり忘れてた」であり、ダイレ

クトメールなどによる未接種者への直接個

別勧奨や学校現場での個別勧奨が効果ある

ことが報告された。また、将来、親になる

第３期・４期の中学生や高校生にとって、

予防医学的に予防接種の意義や大切さを

知ってもらうよい機会であり、学校での健

康教育として予防医学教育・予防接種教育

の徹底が大切である。「子どもたちの健康

を守る」ために、行政機関・教育機関・医

療機関の更なる連携が大切である。

平成２２年度麻しん対策の推進について協

議が行われた。麻しん（MR）ワクチン接

種勧奨強化月間（平成２２年８月、平成２３年

３月）キャンペーンを行い、自治体の催し

物でのキャンペーン、「ちらし」やパンフ

レットの配布、個別のダイレクトメール及

び電話連絡による勧奨、新聞、テレビ、

CATVでの広報が必要であることを提案し

た。

２）平成２３年１月２７日、県庁において開催さ

れ、笠木常任理事が会長として出席した。

議事として、平成２２年度麻しん対策の取り

組みと麻しん予防接種勧奨強化月間、平成

２３年度麻しん対策の取り組みについて報告、

協議、意見交換が行なわれた。

平成２２年の鳥取県における麻しん発生数

は３人（全国４５７人）、人口１００万人対５．０人

（全国３．６人）で、全国的には年々減少し

ており、１～４歳の報告が全体の１／３を

占め、次いで３０代が１４％で多かった。また、

平成２０～２２年の鳥取県麻しん予防接種率を

経年比較（第２～４期）するとほぼ同様の

推移であった。

平成２２年度麻しん（MR）予防接種勧奨

強化月間として、第２期（年長児）、第３

期（中学校１年生）、第４期（高校３年生）

のワクチン接種率が、麻しん排除の目安と

なる９５％を達しておらず、更なる啓発が必

要な状況であるため、平成２２年８月、平成

２３年３月に行政、教育関係、医療機関がワ

クチン未接種者に対して接種勧奨を行なっ

た。

また、麻しんが疑われる症例については、

すべて保健所に届出して頂き、PCR検査を

実施すれば、麻しんの発生件数が減少する

と思われるため、PCR検査の必要性を述べ

ておいた。

１０．県及び関係諸団体への協力
１ 鳥取県公衆衛生協会理事会

平成２２年５月２７日、県医師会館において開

催され、岡本会長（協会長）、天野副会長、

渡辺常任理事が出席した。議事として、平成

２１年度事業報告及び収支決算、平成２２年度事

業計画及び収支予算、第５３回鳥取県公衆衛生

学会の開催、第５６回中国地区公衆衛生学会へ

の派遣、役員改選、などについて報告、協議、

意見交換が行われた。第５３回鳥取県公衆衛生

学会は、平成２２年７月１６日（金）倉吉交流プ

ラザにおいて行われる。また、機関紙「とっ

とり公衆衛生」の原稿当番が本会となってい

るため、笠木常任理事に「感染症」をテーマ

に執筆していただくこととした。

２ 鳥取県公衆衛生学会

平成２２年７月１６日、倉吉交流プラザにおい

て開催され、渡辺常任理事が出席した。母子

保健などの第１分科会２９題、環境など第２分

科会２２題の研究発表（紙上を含む）があった。

今回は、鳥取環境大学からの研究発表があっ

た。役員会において８月２５日、松江市におい

て開催される中国地区公衆衛生学会での演題

についての選考を行ない１０題を決定した。ま

た、継続研究助成（３万円）２題も決定した。

３ 鳥取県保健事業団理事会

１）平成２２年５月２５日、事業団本部において

開催され、岡本会長が理事長として出席し、

出席報告があった。

主な議事として、平成２１年度事業報告及

び収入支出決算案、役員の選任案、財務規

程の一部変更案、などについて報告、協議、

意見交換が行われ、新役員として岡田理事

が選任された。保健事業団の経営状況は順

調に推移しており、公益法人化を進めてい

るところである。

２）平成２３年３月８日、事業団本部において

開催され、岡本会長、岡田理事が出席した。

議事として、平成２２年度補正予算案、平成

２３年度事業計画案及び収支予算案、役員の

選任、規程の一部改正、などについて報告、

協議、意見交換が行われた。鳥取県保健事

業団の運営状況は、黒字基調で推移してい
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る。また、公益法人を目指していくという

ことであった。

４ 鳥取県臓器バンク理事会

１）平成２２年５月１８日、県医師会館において

開催され、岡本会長が出席した。

主な議事として平成２１年度事業報告及び

収支決算と収支差額の処分、平成２２年度収

支予算の変更、理事の選任について報告、

協議、意見交換が行われた。平成２１年度事

業報告では、臓器移植の普及啓発、臓器提

供意思表示カードの配布、鳥取県腎友会へ

の助成、臓器移植コーディネーターの活動

について報告があった。

２）平成２３年３月２２日、県医師会館において

開催され、岡本会長が出席した。主な議事

として、役員の改選、平成２２年度収支予算

の変更、平成２３年度事業計画及び収支予算、

などについて報告、協議、意見交換が行な

われた。今後は公益法人への移行を進めて

いく。また、�鳥取県臓器バンクと�恵仁

会鳥大眼球銀行の統合について検討してい

くとのことであった。

５ 鳥取県社会福祉審議会

１）平成２３年２月３日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、吉田理事が出席した。審

議事項として、社会福祉施設等施設整備費

国庫補助金と次世代育成支援対策施設整備

交付金について協議が行なわれた。また、

報告事項として、肝臓機能障害に係る障害

認定状況があった。肝臓機能障害による障

がい認定が開始されてから申請件数中

８１．７％に身体障害者手帳が交付されており、

鳥取県では３４名（１級２６人、２級５人、３

級３人）に交付している。申請件数のうち、

申請却下となった件数の割合は８．１％と

なっており、その理由はChild―Pugh分類

の点数が１０点に満たない、検査日から１８０

日以内にアルコールを摂取していることで

ある。その他、平成２３年度療養病床転換に

伴う介護保険施設等の整備予定および福祉

のまちづくり条例の一部改正などについて

報告があった。

１１．共同利用施設対策
１ 全国医師会共同利用施設臨時総会

平成２３年１月１９日、日医会館において開催

され、池田副会長より出席報告があった。議

事として、新公益法人制度改革について、函

館市医師会及び富山市医師会からの説明、及

び日医から医師会共同利用施設と新公益法人

制度について解説があった後、医師会共同利

用施設を巡る諸問題について協議が行なわれ

た。なお、来年度の全国医師会共同利用施設

総会は９月３・４日（土・日）に山形市にお

いて開催される。また、平成２４年度は鳥取県

医師会の担当で中国四国医師会共同利用施設

等連絡協議会を開催する。日程、場所、内容

については今後検討していく。詳細は、会報

第６６８号に掲載した。

１２．健康づくり文化の創造推進
鳥取県では、平成２０年４月に平成１３年度に策

定した健康とっとり計画を見直し、「健康づく

り文化創造プラン」と名称を改め、今年度から、

運動、食事、心と体（禁煙等）の３分野を柱と

した「健康づくり文化」の創造に取り組むこと

となった。

１ 「健康づくり文化創造・がん撲滅県民

フォーラム」実行委員会

平成２２年６月２２日、県庁において開催され、

天野副会長が出席した。本事業の目的は、が

んに対する正しい知識の普及と検診受診啓発

の取組が重要であることから、がんに負けな

い明るい鳥取県を作るため、大腸がん予防を

主テーマとするイベントを実施することであ

る。また、鳥取県では、「健康づくり文化創

造」の推進を図っており、がんの一次予防の

観点を含めた「食」「運動」をテーマに加え

るなど総合的な健康イベントとすることで、

健康づくりを文化として鳥取県に根付かせる

ことを目指している。

内容は、�平成２２年９月１日（水）～５日

（日）まで、とりぎん文化会館において、フ

リースペースにおける展示（がん撲滅パネル

展、生活習慣病予防に関する研究・啓発パネ

ル展示等）を実施する�鳥取県、特定非営利

活動法人ブレイブサークル運営委員会の主催

で平成２２年９月２０日（月・祝）とりぎん文化

会館においてフォーラムを実施する。

２ 鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議

１）平成２２年１０月２８日、白兎会館において開

催され、魚谷常任理事が出席し、会長に選

出された。

主な議事として、平成２２年度の事業実施
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経過及び結果報告と平成２３年度予算要求に

ついて報告、協議、意見交換が行なわれた。

平成２２年度は、「健康づくり文化創造がん

を知る県民フォーラム（９／２０ 月・祝日）」、

「ウォーキング立県とっとり事業」、「食の

みやこ鳥取食育フォーラム」などを実施し

た。また、平成２３年度の予算要求に向けて、

継続事業となるウォーキング立県とっとり

事業の推進事業補助金と１９のまちを歩こう

事業、惣菜で健康食生活応援事業（健康的

な食生活を実践するための一品料理アイデ

アを募集し、スーパーなどの惣菜として商

品化・販売を行う。販売等に併せて食品売

り場で啓発活動を実施し、県民が食品購入

時に健康を意識して選択できるか環境を整

える）について説明があった。

２）平成２３年３月１７日、白兎会館において開

催され、魚谷常任理事が出席した。来年度

は県として、「とっとり健康づくり大使」

を選定し、各種イベントに参加していただ

くことによって健康づくりのPR効果を高

める。「ウォーキング立県とっとり事業」

の普及のために、「ケータイで健康づくり

ウォーキング推進事業」を新規に立ち上げ

る。禁煙対策の一環として、飲食店等にお

ける応援施設（禁煙・分煙）を平成２４年度

末までに１００施設認定するという数値目標

を設定した。湯梨浜町、鳥取市、日本健康

運動指導士会の代表からは、特定健診が始

まってから、住民への啓発活動や事業がし

にくくなり、活動が低下しているとの意見

があった。また、湯梨浜町から、産業医に

よる禁煙指導をして欲しいという意見が出

たので、中部医師会へ要望するよう伝えた。

引き続き、健康を支える食文化専門会議

が開催された。保育園や鳥取市の調査では、

朝食をとる子供の割合は以前より増えて９

割を超えており、食育の一定の効果ではな

いかと考えられる。

地 域 医 療 対 策

１．医師確保対策・男女共同参画
１ 第６回日本医師会男女共同参画フォーラム

平成２２年７月２４日、鹿児島市において、

「男女共同参画のための意識改革」をメイン

テーマに開催され、岡田理事・福井裕子先生

（鳥大医学部ワークライフバランス支援セン

ター講師）が出席した。

基調講演「我が国における男女共同参画」（岡

島敦子 内閣府男女共同参画局長）、シンポ

ジウム「男女共同参画のための意識改革」な

どが行われ、最後に、「宣言」が採択された。

詳細は、会報第６６３号に掲載した。

２ 日本医師会女性医師等相談窓口事業推進連

絡協議会

平成２２年１２月３日、日医会館において開催

され、清水理事が出席した。当日は、福岡、

徳島、山口、岡山、兵庫、福井、千葉、茨城、

青森の９県医師会から女性医師等相談窓口事

業を中心に、それぞれ独自の育児支援や就業

支援の取り組みについて事例報告があった後、

質疑応答と意見交換が行なわれた。詳細は、

会報第６６７号に掲載した。

３ 女子医学生、研修医等をサポートするため

の研修会

平成２２年１１月２５日、米子全日空ホテルにお

いて、日医、鳥大医学部との共催で開催し、

講演�「妻常勤医師＋子４人の日常」（岡田

理事）、�「ワークライフバランスのために

～自分でしておくこと、サポートが必要なこ

と～」（鳥大医学部附属病院ワークライフバ

ランス支援センター副センター長 福井裕子

先生）を行なった。参加者は、鳥大医学部の

女子医学生、県内の研修医、現に医師の配偶

者を持つ男性医師、将来のパートナーは医師

を希望する男性医師、男女共同参画に携わる

事務職員などで盛会であった。

２．地域医療計画対策
１ 鳥取県医療審議会

１）平成２２年８月３日、県庁において開催さ

れ、岡本会長より出席報告があった。議事

として地域医療支援病院の名称使用承認の

申請が出ている、米子医療センターについ

ては承認することとした。報告事項として

地域医療再生計画の取り組み状況、鳥取県
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保健医療計画の実施状況、医療法人にかか

る認可及び申請の状況などの報告があった。

２）平成２２年１０月１２日、県庁において開催さ

れ、岡本会長（審議会長）より出席報告が

あった。

主な議事として、地域医療再生基金を活

用した事業計画について審議が行なわれ、

医療連携体制を充実させるために東・中・

西部の医療圏ごとに策定した「施設設備事

業計画案」がそれぞれ原案通り承認された。

各医療圏には、機器整備費として４億

２，５００万円ずつ配分されたが、西部医療圏

の整備計画には「地域医療再生計画全体の

中で、施設設備整備への予算が少ない。電

子カルテやIT化事業の見直しにより、予

算の増配分を要望する」とする付帯意見が

つけられた。なお、本基金は鳥取県に５０億

円が交付され、救急医療や周産期、医師確

保など地域の医療課題解決に向け、県が策

定した地域医療再生計画に基づく事業を支

援するものである。

また、報告事項として、�鳥取県周産期

医療体制整備計画、�へき地保健医療計画、

�医療法人にかかる認可及び申請の状況、

があった。

３）平成２３年２月８日、鳥取県医師会館にお

いて開催され、岡本会長（審議会長）より

出席報告があった。議事として、地域医療

再生計画（第１期分）の取り組み状況及び

新たな地域医療再生計画の概要について報

告、協議、意見交換が行なわれた。今後は、

各地区医師会より県がとりまとめた「新た

な地域医療再生計画を策定するための具体

的提案８項目」�重症心身障害児施設等に

おける支援体制の強化、�後方病床等の支

援体制の強化、�在宅医療の充実のための

支援、�精神科救急（認知症含む）の充実

のための支援、�ライフラインが寸断され

るなど災害時にも強い医療機関の整備（自

家発電、貯水槽等の新設・拡充）、�がん

患者の在宅療養の充実のための支援、�看

護師養成所の定員増に伴う支援、	へき地

医療充実のための支援、について意見を伺

い、３月１日開催の県地域医療対策協議会

の結論を受けて、３月８日開催の本審議会

において協議を行ない、パブリックコメン

トなどを経て５月末頃までに決定する予定

である。

４）平成２３年３月８日、県庁において開催さ

れ、岡本会長、井庭理事、宮�博実先生が

出席した。

議事として、新たな地域医療再生計画に

ついて協議が行われ、継続して審議するこ

ととした。また、平成２０年度に策定された

「鳥取県医療費適正化計画」の中間評価報

告があった。このうち、「特定健康診査

３１．８０％（全国３８．３２％）」「特定保健指導

７．３２％（全国７．７４％）」の平成２０年度県実

績は、ともに全国平均を下回った。特に市

町村国保の受診率が２５．４２％（全国３０．８４％）

と低く、県は未受診者に対する受診勧奨の

工夫や受診しやすい体制づくり、各保険者

と健診機関等との連携を進めることが必要

とした。

２ 鳥取県地域医療対策協議会

１）平成２２年１０月５日、県庁において開催さ

れ、岡本会長より出席報告があった。地域

医療資源将来予測事業、へき地保健医療計

画、地域医療再生基金事業についての説明

および意見交換が行われた。地域医療資源

将来予測事業は鳥取県の近未来の医療状況

を専門家に依頼し将来像を把握する事業で

ある。地域医療再生基金は、医師、看護師

などの医療従事者の負担軽減、マンパワー

不足を補うために考えていくべき事業で、

国から多くの補助金を有効活用するべく

様々な事業が計画されている。電子カルテ

連携システムなどIT分野については、

ワーキンググループが設置され検討されて

いるが、本会としては地域医療再生基金の

目的にあった事業の実施を望むべく県に提

言していくこととした。

２）平成２２年１１月１８日、鳥取県医師会館にお

いて開催され、岡本会長より出席報告が

あった。主な議事として、平成２２年度補正

予算による新たな地域医療再生基金につい

て協議、意見交換が行なわれた。地域医療

再生基金は、医師、看護師などの医療従事

者の負担軽減、マンパワー不足を補うため

に考えていくべき事業で、国から多くの補

助金を有効活用するべく様々な事業が計画

されている。この度、鳥取県では１５億円の
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追加があったことから、病院等より配分希

望のあった項目について協議が行なわれた。

今後はさらに議論を進めていくため今年度

中に協議会を開催する。

３）平成２３年２月１日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が各地区医師会長とともに出

席し、協議会長に選出された。

主な議事として、地域医療再生計画（第

１期分）の取り組み状況、新たな地域医療

再生計画の概要、地域医療資源将来予測事

業、などについて協議、意見交換が行なわ

れた。

医師不足への対応として、臨時医師特例

確保対策等奨学金等貸与事業を行ない、鳥

大医学部、岡大医学部、山口大学医学部臨

時養成枠入学者等に対し、修学上必要な資

金を貸し付けるが、産婦人科及び外科を選

択した者には義務年限を短縮するとか、一

括で奨学金を返金するなど、システム作り

を考える必要があると思われる。

Web型電子カルテシステム等導入事業

及びテレビ会議システム構築事業について

はITを活用した地域医療連携システム

ワーキンググループ等を開催し、必要性、

運用体制等を検討し、テレビ会議システム

は医療従事者の負担軽減のため、県医師会

を運営主体とし東部・中部・西部の各拠点

に医療従事者が活用できるシステム整備に

対し補助が出ることとなった。また、医療

連携のためのIT化促進への支援について

は、今後需要調査を行ない事業化について

検討していく。

４）平成２３年３月１日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が各地区医師会長とともに出

席した。主な議事として、新たな地域医療

再生計画（１５億円）、地域医療資源将来予

測事業などについて協議、意見交換が行な

われた。新たな地域医療再生計画について

は、地区医師会や病院から、いろいろと事

業計画案が提出されている。厚労省へ提出

する期限が５月１５日までであり、今後は３

月８日開催の県医療審議会での協議を経て、

４月開催の本会においてさらに検討を行な

い、パブリックコメントなどを経て決定す

る予定である。

３ 東部の医療のあり方についての意見交換会

平成２２年１１月２日（火）県庁において開催

され、岡本会長より出席報告があった。東部

医療圏の医療提供体制と今後の協議の進め方

について協議が行なわれた。東部医療圏の現

状の課題として、急性期医療は市内４病院が

提供しているが経営主体が異なること、診療

機能や医療機器が重複しており機能分担が

はっきりしていないこと、高度医療・専門医

療の提供が不足していること（４病院が同じ

ような医療を提供している）、大学の医師派

遣能力の低下と医療の専門化、細分化により

医師の確保が難しいこと、県立中央病院と赤

十字病院の老朽化、などが挙げられる。

将来（約１０年後）は、医師の集約化による

医療の高度化、勤務環境の改善、施設の近代

化、医療機器整備の効率化、高度化を目指し

ていく。また、喫緊の課題である医師不足等

に対応するための当面の取組（診療科の連携

等）も検討が必要である。

３．地域医療連携推進対策
１ 鳥取県がん対策推進県民会議

１）平成２２年１０月１４日、県庁において開催さ

れ、岡本会長より出席報告があった。鳥取

県がん対策推進県民会議の設置と鳥取県の

がん対策の現状について報告があった後、

がん検診受診の促進など来年度に向けた対

策について協議が行なわれた。なお、本会

議は６月のがん対策推進条例施行を契機に

設置に動き、県民の意見を幅広く集約する

ため、前身の「鳥取県がん対策推進協議会」

を構成していた医療、行政担当者に加えて

教育関係や事業所の代表者も参加された。

協議では、患者団体や医療機関、がん検

診を推進する市町村の担当者など課題を報

告があり、市町村担当者からは、クーポン

券発行で受診率は微増しているが、県が目

標と掲げる受診率５０％の達成は困難で、受

診率向上には独創的な取り組みが必要であ

るとのことであった。また、受動喫煙防止

対策の推進及び禁煙に取り組もうとされる

方への禁煙支援、子宮頸がん予防ワクチン

等によるがん予防対策の推進についても協

議が行なわれた。

２）平成２２年１２月２１日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、岡本会長より報告があっ

た。議事として、鳥取県がん対策推進県民
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会議の一部改正について報告があった後、

来年度に向けた新たながん対策及び鳥取県

の受動喫煙防止の推進について協議、意見

交換が行なわれた。禁煙対策については受

動喫煙防止を含めて喫緊の問題であり、今

後自治体及び民間において、もっといろい

ろな場面で啓発していくことが大切である

と思われる。

３）平成２３年３月１５日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、岡本会長より報告があっ

た。平成２３年度に実施するがん対策に係る

事業予算について報告があった後、平成１９

年度に県民のがん対策の取組目標などを行

動計画としてまとめた「鳥取県がん対策推

進計画アクションプラン」の取組内容や進

捗状況などについて協議、意見交換が行な

われた。県は１０年以内に�がんによる死亡

者の減少（がん死亡率２０％減）、�すべて

のがん患者と家族の苦痛の軽減、療養生活

の質の維持向上、の実現を目指し、現状に

対応して年度ごとに行動計画を見直してい

る。子宮頸がん予防ワクチン基金では、子

宮頸がん予防ワクチン接種を促進するため、

市町村が実施するワクチン接種事業に助成

し、HPV感染を防いで子宮頸がんを予防

する。HTLV―１抗体検査事業では、HTLV―

１の感染は、ATLやHAMといった重篤な

疾病の可能性があるため、保健所において

感染を判定するための無料検査を実施する。

４．有床診療所対策
１ 鳥取県有床診療所協議会設立

平成２２年５月９日、ホテルニューオータニ

鳥取において開催した。来賓として、原中勝

征 日医会長と森 康 全国有床診療所連絡

協議会中国四国ブロック長をお迎えして祝辞

をいただいた後、議事として、�設立までの

経過報告�鳥取県有床診療所協議会規約の制

定�役員の承認、を行い、何れも原案どおり

承認された。

引き続き、特別講演「平成２２年度診療報酬

改定と有床診療所の今後の役割」（日医常任

理事・全国有床診療所連絡協議会会長 葉梨

之紀先生）を行なった。中国四国各県及び県

内から多数の参加者あり盛会であった。詳細

は、会報第６６０号に掲載した。

２ 全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロッ

ク会役員会・総会

１）平成２２年７月３１日と８月１日、岡山市に

おいて開催され、米川理事、池田光之先生

（鳥取県有床診療所協議会長）が出席した。

第１日目は常任理事会、役員会、総会、講

演２題�「有床診療所の再認識」（原中日

医会長）�「社会保障ニューディール政策

（桜井 充参議院議員）が行われ、２日目

は講演２題�「これからの医療」（西島英

利 前参議院議員）�「平成２２年度診療報

酬改定―有床診療所の評価を中心に―」

（佐々木 厚労省保険局医療課課長補佐）、

シンポジウム「地域医療を守る有床診療所

に未来を！―安定経営が安心医療を提

供―」、特別講演「日本の医療史―特に入

院施設の歴史―」（酒井シヅ 日本医史学

会理事長）が行われた。

詳細は、会報第６６３号に掲載した。

２）平成２３年１月３０日、岡山市において開催

され、魚谷常任理事、米川理事、池田光之

先生（鳥取県有床診療所協議会長）、森本

益雄先生（中部医師会）が出席した。

議事として、役員改選（池田先生が理事

に就任）、平成２１年度事業報告及び収支決

算報告、平成２３年度事業計画などについて

報告、協議が行なわれた。引き続き、各県

の有床診療所加算等に関するアンケート調

査結果と活動報告、特別講演２題�「有床

診療所の今後の役割」（葉梨之紀 日医常

任理事）、�「今後の医療と有床診療所の

役割」（梅村 聡 民主党参議院議員、厚

生労働委員会所属）が行なわれた。

３ 島根県有床診療所協議会設立総会

平成２２年１１月２８日、島根県医師会館におい

て開催され、魚谷常任理事が出席した。主な

議事として、�設立までの経過報告、�島根

県有床診療所協議会会則制定、�役員の選出、

などが行なわれ、島根県は中国四国で春の鳥

取県に次いで最後となる有床診療所協議会を

設立した。３０有床診療所＋１００床以下の小規

模病院３の計３３施設が参加している。引き続

き、特別講演「有床診療所の今後の役割」（日

医常任理事・全国有床診療所連絡協議会長

葉梨之紀先生）が行なわれた。
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社 会 保 障 医 療 対 策

１．医療保険制度対策
１ 鳥取県ジェネリック医薬品安心使用促進協

議会

１）平成２２年７月２９日、県薬剤師会館におい

て開催され、吉田理事より出席報告があっ

た。議事として、ジェネリック医薬品安心

使用促進協議会設置の背景と後発医薬品に

関する使用実態調査の結果（鳥取県）につ

いて報告があった後、今後のスケジュール、

ジェネリック医薬品に関する情報交換、

ジェネリック医薬品使用状況等の現状把握

について協議、意見交換が行われた。実態

調査結果の回答率は６６％、院外に出される

処方箋で後発医薬品不可は約７０％であった。

各医療機関が何を重点に使用しているかに

ついては、品質、生物学的同等性、臨床効

果、副作用、患者さんの負担軽減などで

あった。今後はこの結果を踏まえ、後発医

薬品をどのように進めていくのか、８月と

１０月に会議を開催して答申する予定である。

なお、本会においても平成２０年１１月に県

内全医療機関を対象にアンケート調査を実

施しており、調査結果の詳細については、

会報６４４号（平成２１年２月号）に掲載して

いる。

２）平成２２年８月２６日、県庁において開催さ

れ、吉田理事より出席報告があった。

課題として、�効能・効果・品質への不安

�トラブルが生じた時の責任所在�適正使

用の為の情報不足�患者への説明の大変さ

�変更後の医師への連絡体制�薬局の後発

薬品への変更率が低い�安定供給・在庫管

理、などがあげられた。

今後は、医療側・薬剤師・卸業の連絡協

議会を作り、後発品の使用情報を共有し地

域で品目を絞り使いやすくしていく必要が

ある。次回は１０月２８日（木）に開催予定。

なお、ジェネリック医薬品については以前

行ったアンケート結果によると、先発医薬

品と変わらず安全で効果が保証されれば使

用し、医療費削減と患者負担軽減に協力し

たいというのが会員の総意であると思われ

るため、本会として医療保険委員会内で協

議を行い、検討していく予定である。

３）平成２２年１０月２７日、県庁において開催さ

れ、吉田理事より出席報告があった。これ

までの会議での検討結果を踏まえた具体的

な普及啓発・情報提供の実施について協議、

意見交換が行なわれた。

医療機関・薬局及び関係機関に対する施策

として、県から県内４５病院の後発医薬品採用

状況を調査して後発医薬品採用品目リストを

作成し関係機関へ配布することと、医療従事

者の研修会を開催することが提案された。し

かし、医師の実際の使用感、患者の感想等を

集め共有できるシステム作りを先行させるこ

とが大切であり、さらに県民、患者向けの普

及啓発の充実をはかることが必要である。

２ 鳥取県薬事情報センター運営委員会

平成２２年９月９日、米子ワシントンホテル

において開催され、富長副会長の代理として

笠木常任理事が出席した。

主な議事として、平成２１年度の事業実績及

び収支決算について報告があった後、平成２２

年度の事業計画及び収支予算について協議、

意見交換が行われた。

２．介護保険制度対策
１ 介護保険対策委員会

平成２２年８月５日、県医師会館において県

長寿社会課、国保連合会にも参集いただき開

催した。議事として、中国四国医師会連合

介護保険分科会出席報告（５／２９ 高知市）

と県長寿社会課及び国保連合会から介護保険

の現状について説明があった後、要介護認定

の遅延解消対策について協議、意見交換を

行った。介護保険では法律上、要介護の認定

は３０日以内に行うことが規定されており、各

圏域とも遅延の傾向にあり、その遅延状況説

明があった。委員会のまとめとして、市町村

担当者が医師への催促を遠慮していることな

どから、�医師は主治医意見書を２週間以内

に返送すること、�医師会はこのことを確認

し周知すること、�行政側は遠慮なく催促し

てよいこととする、の３点とした。詳細は、

会報第６６３号に掲載した。

２ 第４期介護保険事業支援計画及び老人福祉

計画策定・推進委員会

平成２３年３月１日、ホテルセントパレス倉
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吉において開催され、渡辺常任理事が出席し

た。第４期としては最後の委員会であった。

平成２３年度は、介護保険制度の見直しとし

て、高齢者が地域で自立した生活を営めるよ

う医療、介護、予防、住まい、生活支援サー

ビスが切れ目なく提供される「地域包括ケア

システム」の実現に向けた取組を進めていく。

地域包括ケアを実現するためには、５視点�

医療との連携強化、�介護サービスの充実強

化、�予防の推進、�見守り、配食、買い物

など多様な生活支援サービスの確保や権利擁

護、�高齢期になっても住み続けることの高

齢者住まいの整備、での取組が包括的、継続

的に行なわれることが必須である。

「介護サービス情報の公表制度の見直し」

では、経過的措置として平成２３年度は手数料

廃止までの経過期間として徴収対象者を新規

登録事業者のみとし、既存事業者は２２年度の

情報をそのまま公表して手数料は徴収しない。

平成２４年度から手数料を廃止し、１年に１回

の調査の義務付けを廃止し、都道府県が必要

であると認める場合に調査を行なう予定であ

る。

平成２２年に介護職員処遇改善交付金を申請

した全国事業所（８６．７％）における介護職員

の平均給与額は平成２１年と比較すると約

１５，０００円増加しており、対象外である介護職

員以外の職種についても約８，５００円から約

１２，２００円増加していた。鳥取県では平成２１年

度で申請率７１％、職員一人当たりの賃金改善

月額は１４，０３６円増加していた。

３．社会保障医療対策
１ 第５４回社会保険指導者講習会

平成２２年８月２５・２６日の２日間、日本医師

会館において、「在宅医療―午後から地域へ」

をテーマに日医と厚労省の共催で開催され、

富長副会長、東部：杉山長毅先生、中部：森

本益雄先生、西部：飛田義信先生が出席した。

２日間に亘って８題の講演があり、総合討

論（在宅医療に取り組んでいる事例）、厚労

省による最近の医療情勢についての解説の後、

最後に日医より総括がなされた。今後は、各

地区医師会で伝達講習を行う。詳細は、会報

第６６４号に掲載した。

２ 医療保険委員会

平成２２年１０月２８日、県医師会館において開

催し、富長副会長より開催報告があった。今

回は、従前の社会保障部委員会を「医療保険

委員会」と改組して第１回目の会議である。

協議事項として、事前に県下の医療機関を

対象に行なった支払基金・国保連合会への審

査に対する要望事項の２５件のアンケートにつ

いて、基金、国保及び県医師会より回答・意

見が述べられ、協議、意見交換が行なわれた。

詳細については、別途会報に掲載するので、

ご覧いただきたい。

また、平成２２年度診療報酬改定に関するア

ンケート調査結果と中国四国厚生局への要望

事項などについて報告があった。中国四国厚

生局への要望事項については、本日の常任理

事会に中国四国厚生局の田中課長より、説明

がなされた。詳細は、会報第６６５号に掲載した。

４．県及び関係団体との連絡強調
１ 中国地方社会保険医療協議会総会

平成２２年１０月２２日、広島市において開催さ

れ、岡本会長が出席した。主な議事として、

平成２２年１０月１日の一斉改選において新任及

び再任された委員と臨時委員の所属部会が承

認された。また、中国四国厚生局長からの審

議依頼に基づき、保険薬剤師の登録取消後に

登録申請のあった島根県の薬剤師に関して採

決が行なわれ、保険薬剤師として登録すべき

でないものと全会一致で議決された。

次回は来年４月に開催予定とし、保険医療

機関及び保険薬局との指定取消等に係る審議

案件が発生した場合には臨時に開催すること

とした。

なお、本会より中国四国厚生局長宛に提出

した要望書については、当日時間の関係で十

分な協議ができなかったため、後日改めて担

当課長が説明のために来県することとなった。

２ 鳥取県社会福祉審議会

平成２２年１１月１５日、とりぎん文化会館にお

いて開催され、吉田理事より出席報告があっ

た。

主な議事として、圏域型特別養護老人ホー

ム整備事業と社会福祉施設等施設整備費国庫

補助金について審議が行なわれた。３事業所

から整備申請が出されていたが、鳥取市は特

別養護老人ホーム７０床の分配について、１社

会福祉法人を単独に推薦することとなった。

なお、この選定にあたっては、利用者の地理
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的利便性や設備やスタッフの配置計画などの

吟味が十分といえず、多少疑問の残る選考方

法と感じた。

医 政 対 策

１．日医との連携
１ 日医代議員会

１）平成２２年４月１・２日、日医会館におい

て開催され、岡本会長、池田中部会長（日

医代議員）、明穂常任理事が出席した。

第１日目は、任期満了に伴う役員選挙等

が行われ、会長には、原中勝征氏（茨城県

医師会長）が投票総数３５６票のうち１３１票を

獲得して初当選を果たした（森氏１１８票、

唐澤氏１０７票）。また、中国四国ブロックか

らは、常任理事に高杉敬久氏（広島県）、

理事に森下立昭 香川県医師会長、井戸俊

夫 岡山県医師会長、裁定委員に小谷秀成

元岡山県医師会長が当選した。

第２日目は、原中会長の所信表明と会務

報告の後、議事として、「平成２１年度日医

会費減免申請」「平成２２年度日医事業計画」

「平成２２年度日医予算」の各議案について

審議が行われ、議案どおり可決された。ま

た、代表質問８件、個人質問１１件について

活発な質疑応答が行われた。

また、代議員会終了後、定例総会が行わ

れ、「庶務及び会計の概況に関する事項」

「事業の概況に関する事項」「代議員会に

おいて議決した主要な決議に関する事項」

について報告があった。内容の詳細につい

ては、日医ニュースに掲載されるので参照

していただきたい。

２）平成２２年１０月２４日、日医会館において開

催され、岡本会長、池田副会長、明穂常任

理事が出席した。代議員総数は３５７人中３５６

人の出席であった。

原中日医会長の挨拶、続いて会務報告が

あった後、議事に入り、第１号議案「平成

２１年日医一般会計決算」、第２号議案「平

成２１年度医賠責特約保険事業特別会計決

算」、第３号議案「平成２１年度治験促進セ

ンター事業特別会計決算」、第４号議案「平

成２１年度女性医師支援センター事業特別会

計決算」が上程された。また、前日に行な

われた財務委員会において、これらの４議

案が原案どおり承認されたことについて委

員長から報告があり、本会議で可決決定さ

れた。

引き続き、代表質問７件、個人質問１５件、

及び会長挨拶・会務報告に対する３件の質

問が寄せられ、それぞれ担当役員から答弁

があった。内容の詳細については、日医

ニュースに掲載されるので、ご覧いただき

たい。

２ 都道府県医師会長協議会

第１回：平成２２年７月２０日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長が出席した。各県か

ら提出された１２の議題について説明があり、

意見交換が行われた。内容の詳細については、

日医ニュースに掲載されるので、ご覧いただ

きたい。

第２回：平成２３年１月１８日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長より出席報告があっ

た。各県医師会並びに日医から提出された１２

議題について、日医執行部からそれぞれ回答、

説明があり、討論がなされた。なお、鳥取県

からは、「指導大綱の見直し」について質問

を提出し、日医の見解を伺った。内容の詳細

については、後日日医ニュースに掲載される

のでご覧いただきたい。

３ 医療政策シンポジウム

平成２３年２月２日、日医会館において、

「国民皆保険５０周年～その未来に向けて～」

をテーマに開催され、富長副会長、渡辺・明

穂両常任理事、清水理事が出席した。社会保

障制度の存続には負担の増加が必要との意見

で一致し、負担方法としては税財源に頼るの

ではなく、社会保険料を中心にするべきとの

意見が大勢を占めた。

当日は、特別講演「韓国医療の光と影」（文

太俊 韓国医師会名誉会長）が行われ、韓

国では１９８９年に国民皆保険制度が成立した背

景と成果について、日本語による講演があっ

た。引き続き、４講演�「医療への市場原理
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導入論の３０年―民間活力導入論から医療産業

化論へ」（二木立 日本福祉大学教授、副学

長）、�「皆保険５０年の軌跡と我々が次世代

に残した未来―再分配政策の政治経済学の視

点から」（権丈善一 慶応義塾大学教授）、�

「医療危機を乗り越えるために―改革はどう

あるべきか」（田中秀一 読売新聞東京本社

編集局医療情報部長）、�「日本の医療費水

準と財源を考える」（遠藤久夫 学習院大学

教授・中央社会保険医療協議会長）とパネル

ディスカッション「５０周年を迎えた国民皆保

険」が行われた。詳細は、会報第６６８号に掲

載した。

４ 日医 女性医師支援担当理事連絡協議会

平成２２年５月２６日、日医会館において開催

され、清水理事が出席した。日医会館におい

て、平成２２年度政府予算で女性医師等就労支

援事業の中の就労環境改善事業として多様な

保育サービスについて国１／２、都道府県１／

２以内での補助が可能になったことから、本

予算の有効活用と早期の普及を目的として開

催された。

当日は、女性医師支援センター長である羽

生田 俊日医副会長の挨拶に続き、厚労省医

政局医事課長から女性医師等就労支援事業就

労環境改善事業の予算等の説明があり、その

後、保坂シゲリ 日医常任理事より日医女性

医師支援センター事業の今年度の予定につい

て説明があった。詳細は、会報第６６０号に掲

載した。

５ 国際保健に関するセミナー

平成２２年８月３０日、日医会館において開催

され、渡辺常任理事が出席した。武見フェ

ロー帰国報告として、ハーバード大学公衆衛

生大学院に設けられた「武見国際保健プログ

ラム」に参加して帰国した崎坂香屋子 東京

大学大学院医学系研究科助教（演題名：日本

はなぜ１日９０人の自殺を防げないのか。

２００８―２０１０年全国データと自殺遺族のバーバ

ル・オートプシー調査からの知見）と依田健

志 長崎大学医学部熱帯医学研究所助教（演

題名：日本における新型インフルエンザ初期

流行の疫学について）が研究成果を披露した

ほか、同プログラムの担当教授を務めるマイ

ケル・ライシュ氏（ハーバード大学公衆衛生

大学院国際保健・人口学教授）が「オバマ大

統領の医療改革―日本への教訓」と題して日

本語による特別講演が行われた。

２．中国四国医師会連合との連携
１ 中四国医師会連合出席諸会議

２２．４．１ 中国四国医師会連合連絡会［日医］

５．２９ 中国四国医師会連合常任委員会

［高知市・高知新阪急ホテル］

５．２９ 中国四国医師会連合分科会［高知

市・高知新阪急ホテル］

５．３０ 中国四国医師会連合総会［高知

市・高知新阪急ホテル］

９．３ 中国四国医師会事務局長会議［高

知市・ホテル日航高知旭ロイヤ

ル］

１０．２４ 中国四国医師会連合連絡会［日医］

１１．６ 中国四国医師会連合常任委員会

［高知市・高知新阪急ホテル］

１１．６ 中国四国医師会連合各種研究会

［高知市・高知新阪急ホテル］

２ 平成２２年度中国四国医師会連合総会―高知

県医師会担当

［５月２９日（土）］

� 常任委員会

� 分科会

〈第１分科会〉：医療保険（労災・自賠責を

含む）

〈第２分科会〉：介護保険（福祉を含む）

〈第３分科会〉：地域医療（地域保健・勤務

医問題を含む）

［５月３０日（日）］

総 会（分科会報告・議事）

特別講演�「政権交代と医療政策」

日本医師会会長 原中勝征

特別講演�「医療の課題」

参議院議員 西島英利

特別講演�「岩崎弥太郎の生涯と龍馬」

土佐史談会副会長 谷 是

詳細は、会報第６６０号へ掲載した。

３ 平成２２年度中国四国医師会連合各種研究会

―高知県医師会担当

［１１月６日（土）］

� 常任委員会

� 各種研究会

○医療保険・介護保険研究会

○地域医療・その他研究会

○医事紛争・医療安全研究会
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詳細は、会報第６６６号へ掲載した。

３．県及び関係団体との連携
１ 第６１回医療懇話会

平成２３年１月６日、県医師会館において開

催し、役員全員が出席した。県医師会からは、

「県内の禁煙対策」「公立病院への分娩集中

化（分娩費の件）」「感染症発生動向調査にお

ける定点医療機関の変更」「子宮頸がん等ワ

クチン接種費の助成等」など４項目について

県に質問形式で議題を提出し、その議題に対

する県の回答及び協議、意見交換を行なった。

詳細は、会報第６６８号に掲載した。

２ 県民のための健康情報サービス検討委員会

平成２２年７月６日、県立図書館において開

催され、岡田理事が出席した。主な議事とし

て、健康情報サービス講演会の開催、今年度

の重点取り組み「メンタルヘルス」（メンタ

ルヘルス講座、県立図書館と各機関との連携、

選書・配架）などについて協議、意見交換が

行われた。平成２２年度の健康情報サービス講

演会は、第１回目：８月７日（土）県立図書

館、第２回目：８月２９日（日）ゆうゆう健康

館けたか、において開催される。

３ 鳥取県医師会・鳥取県教育委員会連絡協議

会

平成２２年１０月１４日、白兎会館において開催

され、岡本会長以下関係役員が出席し、双方

から提出された１２議題について協議、意見交

換を行なった。本会からは、�HPVワクチ

ン（子宮頸がん予防ワクチン）、�第３期及

び第４期のMR接種率向上、�学校保健委員

会の活動内容の実態、�エピペンの使用に対

する対策、�子どもの健康を守る地域専門家

総合連携事業、�第１６回学校医・学校保健研

修会・鳥取県学校保健研修会の開催日とテー

マ、を提出した。詳細は、会報第６６５号に掲

載した。

４ 鳥取県性教育推進委員会

平成２３年２月１０日、県庁において開催され、

井庭理事が出席した。スポーツ健康教育課よ

り、性教育に関する事業の概要と各関係機関

における性教育に関する取組状況について報

告があった。最近、性の悩みや不安をもつ児

童生徒が増加する傾向にあり、また性感染症

は２０代以降で急増することからも、中学・高

校生の性教育の必要が望まれる。自分を大切

にされていないと感じる生徒は性行動をはじ

めとする危険な行動をとりやすい。これらの

現状と課題に対し、性教育推進委員会、性教

育指導実践研究会、性教育・エイズ教育研修

会を開催し、学校への専門家派遣を実施した。

性教育の推進に関わる学校と関係機関の協

力体制について協議した。性教育を推進して

いくには「自分を大切にできなければ人を大

切にすることはできない、今の自分を大切に

できなければ、今や将来の大切な人を守る事

が出来ない」という基本的な方針が学校現

場・保護者・地域に理解される事が重要であ

り、この方針達成に向って取り組んでいく。

なお、平成２３年度より、本委員会は「心や

性の健康問題対策協議会」と改名し、学校関

係者、医師、臨床心理士、保護者、その他の

行政関係者等で本県における児童生徒の健康

問題についての課題解決に向けて具体的な協

議をすることとなった。

５ 鳥取県学校結核対策委員会

平成２３年２月２４日、県庁において開催され、

笠木常任理事が出席した。平成２２年度結核健

康診断結果報告、平成２３年度結核健康診断実

施、学校における結核感染者発生時の連絡体

制などについて報告、協議、意見交換が行わ

れた。学校現場で結核対策のメインになるの

が、定期健康診断の前に結核健康診断問診票

を配付して定期健康診断時に学校医がチェッ

クし要精検者を選ぶことである。ここ数年鳥

取県での要精検者数は小・中・高校生合わせ

て約５０名弱で結核者は見つかっていない。要

精検者になる理由として一番多いのが、結核

蔓延国から帰国した子女で約４割である。な

お、鳥取県では問診票の内容は現状どおりと

するが、文科省では今後、問診票だけで判別

していいのか、また問診票の内容を変えてい

かないといけないか検討されている。
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医 療 経 済 対 策

１．看護職員対策
１ 准看護師養成事業に対する県補助金

今年度の准看護師養成事業に対する県補助

金は下記のとおり各学校に交付される予定で

ある。

鳥取看専 ９，３５６，０００円

倉吉看専 １０，０９６，０００円

米子看専 ８，９６６，０００円

２ 看護高等専修学校卒業生の表彰

本年３月、鳥取・倉吉・米子の各看護高等

専修学校の卒業式にはそれぞれ関係役員が出

席、祝辞を述べた。また、成績優秀な卒業生

１名に対し、県医師会長表彰として表彰状と

記念品を贈った。

３ 鳥取県准看護師試験委員会

１）平成２２年９月２日、県庁において開催さ

れ、米川・岡田両理事、新田監事が出席し

た。鳥取県准看護師試験委員と実施状況に

ついて報告があった後、平成２２年度鳥取県

准看護師試験の実施方法、試験問題の作成

について協議、意見交換が行われた。今年

度の試験は、平成２３年２月１８日に実施され

る。

２）平成２３年３月１０日、県庁において開催さ

れ、米川理事、岡田理事、新田監事が出席

した。平成２２年度の鳥取県准看護師試験は

２月１８日に実施されて１２０人が合格し、中

国５県と比較して高得点の成績であった。

今年度から四国・九州ブロックと同日に試

験を実施したが、来年度も平成２４年２月１７

日（金）に同日開催するということである。

４ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会

平成２２年１０月２１日、看護研修センターにお

いて開催され、明穂理事より出席報告があっ

た。平成２２年度鳥取県看護職員確保対策事業

とナースセンター事業の実施状況について報

告があった後、看護職員確保対策として、再

就業促進について潜在看護職員の把握方法、

看護職員離職防止・定着推進、就職ガイダン

ス、などについて協議、意見交換が行われた。

５ 医師会立看護高等専修学校連絡協議会

平成２２年１２月１１日、県医師会館において県

医療政策課、各看護高等専修学校長及び教務

主任に出席いただき、開催した。

はじめに県医療政策課より、准看護師試験

の日程等及び看護師国家試験と准看護師試験

の日程の重複問題などについて報告があった。

主な内容は、平成２１年度実施状況は受験生

１７７名（県内１０７、県外７０）で不合格は県外２

名、平成２２年度の准看護師試験日は平成２３年

２月１８日（金）に県看護研修センターにおい

て実施され、合格発表は３月１５日（火）であ

ること、県内の看護師養成学校の平成２２年度

入学者数は医師会立看護高等専修学校９６名、

鳥取大学及び県立など全県で３６７名（県内出

身者７９．６％）、などであった。

引き続き、各看護高等専修学校より学校の

概要、生徒数、運営状況などについて資料を

もとに報告があり、意見交換を行なった。詳

細は、会報第６６７号に掲載した。

６ 鳥取県看護協会総会

平成２２年６月２７日、鳥取県看護研修セン

ターにおいて開催され、岡本会長が来賓祝辞

を述べてきた。会館一杯の参加者で盛会で

あった。

広 報 活 動 の 充 実

１．県医師会報の発行
県医師会報は本会広報の主力をなすものであ

り、県医師会報の充実を目途に広報活動の強化

に努めた。編集方針は、情報の伝達、執行部の

意見開陳のほか、随筆等発表の場としている。

本年３月１５日までの発行回数は、第６４６号か

ら第６５７号の１２回と臨時号３回の計１５回であっ

た。毎月の発行部数は１，６００部で、全会員のほ

か日医及び各都道府県医師会、関係機関等へ送

付した。

２．「広報委員会」「会報編集委員会」合同委
員会
平成２２年７月２９日、県医師会館において開催

した。平成２１年度広報関係事業報告のあと、対
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外広報、対内広報のそれぞれの取組みについて

協議、意見交換を行った。対外広報については、

今年度新たな取り組みとして過去２年間実施し

た土曜会（報道各社支局長）との懇談会を発展

させ、現場で記事を書く記者の方々と懇談会を

実施することとした。詳細は、会報第６６２号に

掲載した。

３．会報編集委員会
平成２３年２月１７日、県医師会館において開催

した。印刷会社の選定、表紙デザインや内容、

体裁の検討など会報編集方針を協議、意見交換

を行った。詳細は、会報第６６９号に掲載した。

４．報道記者との懇談会
平成２３年２月３日、県医師会館において、平

成２３年度からの新事業として報道記者との懇談

会を開催した。この懇談会は、過去２年間実施

した土曜会（報道各社支局長）との懇談会を発

展させたものである。当日は、県医師会より医

師会の概要、がん検診等の取組みについての説

明を行った後、報道各社より事前にいただいた

医師不足や救急医療に関する質問を元に活発な

意見交換を行った。詳細は、会報第６６８号に掲

載した。

５．鳥取県医師会メーリングリストについて
本会では、地域における医師会情報・医療情

報の共有と会員同士の親睦を目的に次の６つの

メーリングリストを運営している。

１．総合メーリングリスト（一般的な話題）

２．連絡用メーリングリスト（医師会からの連

絡など）

３．緊急用メーリングリスト（医師会のサーバ

が使えない緊急時に用いるもの）

４．パソコンメーリングリスト（パソコン等の

情報関係の話題）

５．ORCAメーリングリスト（ORCAに関連し

た話題）

６．学校医メーリングリスト（学校保健等の話

題）

６．鳥取県医師会ホームページ
平成９年１１月に開設し、対外的（一般の頁）

かつ対内的（会員用の頁）に情報提供を行って

いる。一般の頁では、公開健康講座の案内、県

医からのお知らせ等を掲載し、会員用の頁では、

データ化された県医会報などの情報を会員に提

供している。

７．県民健康教育
昭和５５年９月より日本海新聞に掲載している

「保健の窓」は１，１４２回となった。また、平成

６年２月より日本海新聞に掲載している「健康

なんでも相談室『鳥取県医師会Ｑ＆Ａ』」は５０９

回となった。

１ 健康フォーラム２０１０開催について

例年日本海新聞社と共催で開催している

「健康フォーラム」を、本年度は次のとおり

開催した。（聴講者３５１名）なお、「健康セミ

ナー」との通算では２５回目となる。

日 時 平成２２年９月１８日（土）

午後１時３０分～４時３０分

会 場 「鳥取大学医学部記念講堂」鳥取県

米子市西町８６

テーマ 多様化する現代のうつ病を考える

―うつ病への正しい理解と対応のた

めに―

講演および講師

１．「若い人のうつ―いわゆる現代型うつ

病をめぐって―」

東京女子医科大学神経精神科 教授

坂元 薫 先生

２．「中高年のうつ―その特徴と正しい理

解、地域・職域における自殺予防をめ

ぐって―」

鳥取大学医学部脳神経医科学講座

精神行動医学分野 教授

中込和幸 先生

２ 鳥取県医師会公開健康講座・健康医療相談

平成３年４月、鳥取県健康会館竣工に伴い

ひろく県民の健康教育を図るため、同年５月

１６日より毎月１回、第３木曜日の午後２時か

ら３時３０分まで（講演１時間・質疑応答３０分）

鳥取県健康会館において「鳥取県医師会公開

健康講座」を開催している。但し、このうち

２回は昨年度同様、米子・倉吉でそれぞれ１

回開催した。

なお、本講座は、平成７年度より鳥取県立

生涯学習センターが行う「とっとり県民カ

レッジ・健康スポーツコース」の連携講座と

して協力している。

公開健康講座の広報については日本海新聞

「保健の窓」欄を利用して周知したほか、日

医白クマ通信、各新聞社等へもPRしている。

また、毎月１～４の各木曜日の午後１時間
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３０分から１時間実施している面談による健康

医療相談については、第１週：精神科、第

２・４週：内科、第３週：整形外科として実

施した。

「本年度開催した公開健康講座」

第２２０回 平成２１年４月１５日

「とても身近なCKD（慢性腎臓病）の話」

鳥取大学医学部統合内科医学講座 機能

病態内科学分野講師 宗村千潮先生

第２２１回 平成２２年５月２０日

「急増するCOPD（慢性閉塞性肺疾患）～

肺年齢を知ろう～」

鳥取大学医学部統合内科医学講座 分子

制御内科学分野教授 清水英治先生

第２２２回 平成２２年６月１７日

「メタボ健診との上手なつきあい方」

鳥取大学医学部統合内科医学講座 病態

情報内科学分野准教授 谷口晋一先生

第２２３回 平成２２年７月１５日

「脳卒中は怖くない―その予防、早期発

見・早期治療をめぐって―」

鳥取県立中央病院脳神経外科部長

田渕貞治先生

第２２４回 平成２２年８月１９日

「知っておこう！アルコールとのつき合い

方～女性と未成年者に迫るアルコールの危

険、そして飲酒運転～」

明和会医療福祉センター渡辺病院診療部

長 山下陽三先生

第２２５回 平成２２年９月３０日 於倉吉市

「とても身近なCKD（慢性腎臓病）の話」

鳥取大学医学部統合内科医学講座 機能

病態内科学分野講師 宗村千潮先生

第２２６回 平成２２年１０月２１日

「肩こりと手足のしびれ」

鳥取赤十字病院第二整形外科部長

�橋敏明先生

第２２７回 平成２２年１１月１８日

「日本が危ない―増え続ける糖尿病」

鳥取県立中央病院内科医長

楢�晃史先生

第２２８回 平成２２年１２月１４日 於米子市

「２１世紀の医療 再生医療の現在と未来を

探る」

鳥取大学大学院医学系研究科 機能再生

医科学専攻 遺伝子再生医療学講座再生

医療学分野 教授 久留一郎先生

第２２９回 平成２３年１月２０日

「防ごう！肺炎！―高齢者の呼吸器感染症

対策―」

日野病院院長 櫃田 豊先生

第２３０回 平成２３年２月１７日

「消化器がん検診のこれから」

鳥取県医師会理事 岡田克夫先生

第２３１回 平成２３年３月１７日

「高齢者の難聴について」

鳥取赤十字病院耳鼻咽喉科部長

藤田和寿先生

部 会 活 動 の 強 化

１．母体保護法指定医部会
１ 母体保護法指定医師審査委員会

平成２２年１１月４日、県医師会館において開

催した。母体保護法指定医の現況及び人工妊

娠中絶・不妊手術実施状況について報告後、

「母体保護法指定医師書換え申請」、「指定証

様式」、「新指定証交付要領」などについて協

議、意見交換を行った。詳細は、会報第６６６

号に掲載した。

２ 指定証の交付

今年度は、母体保護法指定医師書換え申請

の年にあたり、３地区において指定証の交付

を行った。

平成２３年３月末日現在、指定医師数は３９名

（東部１２名、中部９名、西部１６名、鳥大２

名）で、昨年同期に比して１名の増である。

本年度の新規指定は、３名であった。

３ 家族計画・母体保護法指導者講習会

平成２２年１２月４日、日医会館において開催

され、井庭理事が出席した。原中日医会長に

よる講演「医療の明日のために、今、できる

こと」が行われた。シンポジウムは「母体保

護法の理念とその運用」のテーマで、３者に

よりそれぞれの立場から「日本産婦人科医会

の立場から」「日本医師会の立場から」「メディ

アからみた�人工妊娠中絶�」の発表が行わ

鳥取県医師会報 １１．８ 臨時号

95



れた。詳細は、会報第６６７号に掲載した。

２．学校医部会
１ 学校医部会運営委員会

平成２２年６月３日、県医師会館において開

催した。平成２１年度学校医部会事業と日医学

校保健講習会について報告があった後、本年

度本会が行なう研修会のテーマ及び講師、日

医・中国四国・県教委との連絡協議会の出席

者と提出議題、鳥取県医師会指定学校医制度

（仮称）設置、などについて協議、意見交換

を行った。平成２３年度中国地区学校医大会は

本会の担当で平成２３年８月２１日（日）に開催

する。なお、鳥取県医師会指定学校医制度

（仮称）設置のためにワーキンググループを

つくり、名称も含めて具体的な検討に入ると

ともに、地区医師会でも同時に検討していた

だき、２２年秋を目途に制度の概要を固めるこ

ととした。その他、学校現場における文書料

の取扱いについては事前に学校医部会運営委

員の意見を聞き、県教育委員会との連絡協議

会において協議を行なった上で理事会に諮る

等、協議した。詳細は、会報第６６１号に掲載

した。

２ 鳥取県医師会学校医・学校保健研修会

１）第１５回；平成２２年９月１２日（日）倉吉市・

倉吉交流プラザ「視聴覚ホール」において

開催した。

出席者 ４７名（内訳；医師３３名 学校関係

者１４名）

〈学校医・学校保健研修会〉

講演１「子どもの性犯罪被害防止について」

鳥取県警察本部生活安全企画課 課長補

佐 山本 清昭氏

講演２「Child maltreatment syndrome

―要保護児童のために―」

鳥取大学医学部附属病院周産期・小児医

学 講師 長石 純一先生

講演３「セーフスクールへの道～大阪教育

大学附属池田小学校の例」

鳥取県医師会常任理事 笠木 正明先生

〈新任学校医・新任養護教諭合同研修会〉

「学校保健と学校医～�健康診断医�から
�健康教育者�へ～」
鳥取県医師会理事 笠木 正明 先生

「学校医と連携して学校保健安全を推進す

るために」

鳥取県教育委員会事務局スポーツ健康教

育課健康教育室

指導主事 清末 昭子 氏

２）第１６回；平成２３年２月１１日（金・祝）倉

吉市 倉吉交流プラザ 視聴覚ホールにお

いて鳥取県学校保健会と共催にて開催した。

出席者 ９６名（内訳；医師４５名 学校保健

会５１名）

講演「思春期精神疾患の臨床」

＊平成２２年度第２回思春期精神疾患対応

力向上研修（連携編、実践編）

鳥取大学医学部脳神経医科学講座 精神

行動医学分野助教 佐竹 隆宏 先生

講演「子宮頸がんの現状と対策」

鳥取大学医学部婦人科腫瘍科 教授・附

属病院がんセンター長

紀川 純三 先生

３ 中国地区学校医大会

平成２２年８月２２日、山口県医師会担当によ

り山口県総合保健会館・山口市において開催

され、岡本会長、明穂・笠木両常任理事、地

区医師会代表者が出席した。

各県からの研究発表５題、特別講演２題�

「不登校の子ども達のくらしと心」�「学校

保健の現状と課題」などが行われた。当県の

研究発表では、長石純一先生（鳥大医学部附

属病院周産期・小児医学講師）から、「小中

学校での課題授業『みんなの体は宝物』の取

り組み」と題して発表された。最後に、次期

担当県医師会（鳥取県）岡本会長より、来年

度は鳥取市で平成２３年８月２１日（日）に開催

する旨の挨拶があり、閉会した。

また、中国地区学校医大会に先立ち「中国

四国学校保健担当理事連絡会議」が行われ、

明穂・笠木両常任理事が出席した。日医より

石川常任理事をコメンテータにお迎えして、

各県から提出された１２議題について討議が行

われた。鳥取県からは、本連絡協議会はこの

まま続けるが、「中国地区学校医大会」の開

催については、一般学校医の参加状況が芳し

くなく、また各県からの研究発表にも負担を

感じるとの意見もあったため、継続や内容に

ついて問題提起した。いろいろな意見が出さ

れたが、この件については、改めて中国四国

医師会９県の代表で話し合った上、結論を出

すことになった。詳細は、会報第６６３号に掲
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載した。

〈学校医大会等の開催について・アンケート

調査〉

平成２２年８月２２日、山口県医師会担当で開

催した「平成２２年度中国四国学校保健担当理

事連絡会議」席上、本会より提出した議題「中

国地区学校医大会の意義・実施内容」につい

ては結論が出ず、改めて１１月６日行われる

「中国四国医師会連合各種研究会：地域医

療・その他研究会」席上で協議されることと

なった。これにより当日の資料とするため平

成２２年１０月標記アンケート調査を実施し、学

校医大会開催についての基本的な考え方・構

成・内容・名称・開催順・中四国連絡会議の

開催・費用負担等７項目について調査した。

この他、平成２２年１２月２２日付けにて、ブ

ロック毎の学校医大会の開催状況を照会した。

４ 第４１回全国学校保健・学校医大会

平成２２年１１月２０日、群馬県前橋市において、

「守ろう育てよう子どもたちの健康と生きる

力―学校医からのメッセージ―」をメイン

テーマに開催され、笠木常任理事、地区医師

会代表者が出席した。

午前中に５分科会『からだ・こころ�感染

症・予防接種・生活習慣病』、『からだ・ここ

ろ�学校健診・健康教育』、『からだ・こころ

�こころ・性教育・実態調査』、『耳鼻咽喉

科』、『眼科』の後、都道府県医師会連絡会議

が行なわれ、次期担当県が静岡県医師会に決

定した。午後からは、表彰式、シンポジウム

「学校におけるアレルギー疾患の現状と取り

組み」、特別講演が行われた。

５ 日医学校保健講習会

平成２３年２月１９日、日医会館において開催

され、笠木常任理事、地区医師会代表者が出

席した。当日は、３講演「最近の学校健康教

育行政の課題について」「思春期の健康教育

―産婦人科の立場から―」「子宮頸ガンにお

けるHPVワクチンの意義」と、医師、臨床

心理士、養護教諭、保護者のそれぞれの立場

から、４人のシンポジストによるシンポジウ

ム「普通学校における高機能自閉症の子ども

をどのように考えるか」が行われた。今後は、

各地区医師会において伝達講習を行う。

６ 日医母子保健講習会

平成２３年２月２０日、日医会館において、

「子ども支援日本医師会宣言の実現を目指し

て―５」をメインテーマに開催され、笠木常

任理事、地区医師会代表者が出席した。

午前のシンポジウムは、「HTLV―１母子感

染予防対策について」を、午後のシンポジウ

ムは、「０歳児における虐待防止対策の取り

組み」をテーマに、それぞれ行政を含む４人

のシンポジストによる講演・報告の後、討議

が行われた。

３．産業医部会
１ 日医認定産業医

平成２年度より発足した「日本医師会認定

産業医制度」による認定産業医は、平成２３年

３月末現在３７７名（東部：１４４名、中部：６２名、

西部：１５５名、鳥大：１６名）である。なお、

平成２２年度の更新者は５３名（東部：２０名、中

部：１０名、西部：２３名）であった。

２ 産業医部会運営委員会

平成２２年５月１２日、県医師会館において開

催し、平成２１年度事業報告及び平成２２度事業

計画、平成２２年度地域産業保健センター事業

などについて協議、意見交換を行なった。詳

細は、会報第６６０号へ掲載した。

平成２３年１月２７日、「第３２回産業保健活動

推進全国会議」が日医会館において開催され、

吉田理事、地区医師会担当理事、コーディ

ネーターなどが出席した。詳細は、会報第

６６９号へ掲載した。

３ 産業医研修会

〔第１回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２２年８月１日（日）

場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

出席者 １３４名（県内：１１５名、県外：１９名）

［認定産業医１１５名、未認定産業医１９名］

〔内容〕

� 『勤労者のメンタルヘルス～うつ病の早

期発見と援助』

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲 先生

� 『職場の喫煙対策について』

東部医師会理事 安陪隆明 先生

� 『最近の労働安全衛生対策について』

鳥取労働局労働基準部

大路曜太郎 部長

� 『女性労働者の健康管理について』

島根産業保健推進センター相談員
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松江記念病院健康支援センター顧問

春木宥子 先生

� 『職場の感染症対策』

鳥取県医師会常任理事 笠木正明 先生

〔第２回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２２年９月２６日（日）

場 所 日本海ふれあいホール（新日本海新

聞社内）米子市両三柳

出席者 １０３名（県内：９７名、県外：６名）

［認定産業医９３名、未認定産業医１０名］

〔内容〕

� 『最近の労働安全衛生対策について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

東 好宣 課長

� 『働く女性の健康管理』

鳥大医学部附属病院ワークライフバランス

支援センター講師

（内分泌代謝内科） 福井裕子 先生

� 『職場における喫煙対策』

鳥大医学部附属病院薬物治療科教授

長谷川純一 先生

� 『職場の感染症対策』

鳥取県医師会常任理事 笠木正明 先生

� 『勤労者のメンタルヘルス対策について』

鳥大医学部精神行動医学分野講師

山田武史 先生

〔第３回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２２年１１月２８日（日）

場 所 まなびタウンとうはく 琴浦町徳万

出席者 ５６名（県内：５１名、県外：５名）

［認定産業医５１名、未認定産業医５名］

〔内容〕

� 『最近の労働安全衛生対策について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

東 好宣 課長

� 『職場の喫煙対策について』

東部医師会理事 安陪隆明 先生

� 『勤労者のメンタルヘルス～うつ病の早

期発見と援助』

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲 先生

� 『女性労働者の健康管理について～婦人

科疾患を中心に～』

鳥取赤十字病院産婦人科部長

竹内 薫 先生

� 『職場の感染症対策』

鳥取県医師会常任理事 笠木正明 先生

４ 鳥取県地域産業保健センター

平成２２年度より、これまで各地区医師会に

委託され順調に運営されてきた地域産業保健

センター事業を本会が一括受託して実施する

こととなった。健康相談窓口実績は、昨年よ

り上がっている。働き盛り層メンタルヘルス

ケア支援事業として、講演会を東部：平成２２

年１０月２８日（木）とりぎん文化会館、中部：

平成２２年１１月１８日（木）倉吉未来中心、西部：

平成２２年１１月１７日（水）米子市文化ホールに

おいて開催した。

第１回運営協議会を平成２３年２月２２日、県

医師会館において関係団体等が参集し、平成

２２年度事業実績報告、鳥取産業保健推進セン

ター統合に伴う地域産業保健センター事業の

在り方、今後の事業活動などについて協議、

意見交換を行なった。詳細は、会報第６６９号

へ掲載した。

５ 鳥取県産業保健協議会

平成２２年１１月１１日、ホテルモナーク鳥取に

おいて県医師会産業医部会運営委員・地区医

師会長・県福祉保健部・鳥取労働局・鳥取産

業保健推進センターなど関係者が参集し、

「労働者の健康診断の事後措置」と「職場の

がん対策」について協議、意見交換を行なっ

た。また、県医師会より産業医部会の２１年度

事業報告及び２２年度事業計画、労働局より労

働衛生行政及び労災補償の現状等について説

明があった。詳細は、会報第６６６号へ掲載した。

６ 第４２回産業医学講習会

平成２２年７月８～１０日、日医会館において

開催された。

７ 第３８回鳥取県産業安全衛生大会

平成２２年７月２日、とりぎん文化会館ホー

ルにおいて開催され、岡本会長が出席した。

席上、永年産業医功労により橋本英宣先生

（鳥取市）、柿坂紀武先生（若桜町）に鳥取

県医師会長表彰を授与した。大会では各企業

から活動事例発表、特別講演などが行われた。

８ 鳥取産業保健推進センター

センター主催、県医師会共催による産業医

研修会を下記のとおり開催し、本会から日医

認定産業医制度指定研修会として申請し、承

認を受けている。

鳥取県医師会報 １１．８ 臨時号

98



○実地研修（職場巡視）【生涯研修（実地）：２

単位】

� 日 時 平成２３年１月１３日（木）

場 所 �アサヒメッキ 鳥取市南栄町

出席者 認定産業医２名

� 日 時 平成２３年２月１７日（木）

場 所 日本海冷凍魚� 境港市昭和町

出席者 認定産業医１５名

○実地研修（化学物質リスクアセスメント演

習―健康障害防止用）【生涯研修（実地）：２

単位】

� 日 時 平成２２年１２月１６日（木）

場 所 鳥取産業保健推進センター 鳥

取市扇町

出席者 認定産業医４名

� 日 時 平成２３年３月１０日（木）

場 所 米子コンベンションセンター

米子市末広町

出席者 認定産業医１６名

○産業医等へのメンタルヘルス対策及び過重労

働による健康障害防止対策に係る研修会

【生涯（更新）：３．５単位】

日 時 平成２２年１２月５日（日）

場 所 鳥取産業保健推進センター 鳥

取市扇町

出席者 認定産業医１８名

［内容］

� メンタルヘルス対策

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲 先生

� 職場復帰支援対策

鳥取産業保健推進センターカウンセリン

グ相談員 芦村 浩 氏

� 長時間労働に対する医師による面接指導

等の手法

鳥大医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一 先生

○精神科医等に対する産業保健に関する研修会

【生涯（専門）：３単位】

日 時 平成２２年１２月１９日（日）

場 所 米子コンベンションセンター

米子市末広町

出席者 認定産業医７名

［内容］

� 産業保健概論、職場のメンタルヘルス対

策及び職場復帰支援対策

鳥取産業保健推進センターカウンセリン

グ相談員 芦村 浩 氏

� 職場のメンタルヘルス対策の事例検討

鳥大医学部精神行動医学分野教授

中込和幸 先生

４．スポーツ医部会
平成３年度より発足した日本医師会認定健康

スポーツ医は、平成２３年３月末現在７６名である。

１ 健康スポーツ医学講習会

〔日本医師会主催〕於日本医師会館

前期：平成２２年１０月１６日・１７日

後期：平成２２年１１月１３日・１４日

この他、�日本体育協会公認スポーツドク

ター養成講習会受講者の推薦依頼があったの

で、受講希望のあった会員を報告した。

２ 健康スポーツ医学再研修会

１）〔鳥取臨床スポーツ医学研究会主催〕取

得単位１単位

期 日：平成２２年４月３日

場 所：米子市・米子全日空ホテル

２）〔山陰肩研究会主催〕取得単位１単位

期 日：平成２２年１０月２３日

場 所：米子市・米子全日空ホテル

３）〔鳥取県東部医師会主催〕取得単位１単位

期 日：平成２２年１２月１６日

場 所：鳥取市・鳥取県東部医師会館

５．勤務医部会
１ 全国医師会勤務医部会連絡協議会

平成２２年１０月９日、宇都宮市において栃木

県医師会の担当により、「地域医療再生～地

域の力、医師の団結～」をメインテーマとし

て開催され、清水理事より出席報告があった。

当日は、特別講演２題�「医療の明日のた

めに、今、できること―日本医師会の変革と

地域医療の再生―」（原中日医会長）、�「す

ぐに役立つ勤務医のための医療と経済の基礎

知識―そして必要なのは産業論的戦略行

動―」（石原 謙 愛媛大学医療環境情報解

析講座教授）、日医勤務医委員会報告、女性

医師問題に関するアンケート調査報告（栃木

県）、次期担当県（富山県）挨拶が行われた。

午後からは、ランチョンセミナー「新型イ

ンフルエンザ・総括」（尾身 茂 自治医科

大学教授）と「医療再生の新しい取り組み」

「今、勤務医に求められる�医療連携�とは」
をテーマにしたシンポジウムがそれぞれ行わ

れた。詳細は、会報第６６５号に掲載した。
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２ 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会

平成２２年１１月１９日、日医会館において開催

され、清水理事より出席報告があった。本年

度担当の栃木県医師会から全国医師会勤務医

部会連絡協議会の実施報告があり、「栃木宣

言」が正式発表された。次年度は富山県医師

会の担当で平成２３年１０月２９日（土）に開催予

定である。

「勤務医の視点からの医師会改革」をテー

マとした協議では、３県医師会（秋田・新

潟・宮崎）から勤務医活動報告があった後、

各都道府県医師会からあらかじめ寄せられて

いた意見や要望について活発な意見交換が行

なわれた。詳細は、会報第６６６号に掲載した。

６．病院部会
１ 鳥取県病院協会定期総会

平成２２年６月２日、ホテルセントパレス倉

吉において開催され、会長代理として天野副

会長が会長代理として来賓挨拶を述べてきた。

７．自賠責部会
１ 鳥取県自動車保険医療連絡協議会

平成２３年１月１３日、県医師会館において鳥

取自賠責損害調査事務所及び鳥取地区損害

サービス分科会に参集いただき、昨年度に引

き続いて開催した。近年、大きな問題はな

かったが、この度、会員へ自動車保険医療費

に関する諸問題についてアンケート調査を実

施した結果、４件寄せられ、その事例につい

て協議、意見交換を行なった。詳細は、会報

第６６８号へ掲載した。

２ 鳥取県自動車保険医療連絡協議会

平成２３年３月１１日、米子コンベンションセ

ンターにおいて県臨床整形外科医会、日本損

害保険協会、鳥取自賠責損害調査事務所との

共催で開催し、講演２題�「自賠責保険制度

について」（鳥取自賠責損害調査事務所 益

田敏明所長）、�「頚椎捻挫に対する初期対

応と留意点」（島根県立中央病院医療局次長

齊鹿 稔先生）を行なった。

会 員 福 祉 対 策

１．共済制度の解散
鳥取県医師会共済会は、会員の福祉事業とし

て昭和４８年１０月に発足し、会員福祉事業の中核

として約３７年にわたり、会員の相互扶助と福祉

の増進に寄与してきたが、平成２２年３月６日開

催の第１８１回定例代議員会において、共済会を

解散する議案について原案通り可決され、平成

２２年３月３１日をもって解散した。

残余財産については、会員の掛け金総額に係

数を乗じた金額（ただし、個々の会員がすでに

給付を受けた金額を控除する）を分配すること

とした。

解散から清算までについては以下のとおりで

ある。

年 月 内 容

平成２２年３月３１日
共済会解散。
入院中及び継続で自宅療養分については給付対象。

９月３０日 給付申請の最終締切

１１月２４日 加入会員へ分配金送金先口座の確認通知を発送。

１２月４日
共済会の清算業務にかかる委員会。
残余財産、分配金の計算。

１２月２４日 加入会員へ分配金額の通知を発送。

１２月２８日
分配金の送金。
会員数５１５名、分配金非対象者２９名
分配金対象者４８６名、分配金総額：１２３，１６２，３００円

平成２３年２月１７日
第１１回理事会。
会計監査、清算を報告。

３月１９日
第１８４回定例代議員会。
決算承認ならびに清算を報告。
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融 資 期 間
協力貯蓄
融資利率

勤務会員協力
貯蓄融資利率

１ 年 以 内 １．６８０％ ２．０３０％

１年超 ３年以内 １．７８０％ ２．１３０％

３年超 ５年以内 １．８８０％ ２．２３０％

５年超 １０年以内 ２．０８０％ ２．４３０％

１０年超 １５年以内 ２．２８０％ ２．６３０％

１５年超 ２０年以内 ２．４８０％ ２．８３０％

２０年超 ２５年以内 ２．６８０％ ３．０３０％

２．協力貯蓄の推進
１ 協力貯蓄の運営状況

協力貯蓄は、平成２０年５月より第１０次の積

立（平成２５年４月まで）を開始している。

平成２３年３月末現在の加入者数は、東部７７

名、中部２１名、西部５３名、計１５１名である。

融資利率は、短期プライムレート及びそれ

に連動する新長期プライムレートを基準にし

ている。

３．勤務医協力貯蓄の推進
１ 勤務会員協力貯蓄の運営状況

勤務会員協力貯蓄は、平成２２年５月より第

９次の積立（平成２７年４月まで）を開始して

いる。平成２３年３月末現在の加入者数は、東

部３６名、中部１１名、西部３２名、大学１４名、計

９３名である。

融資利率は、協力貯蓄と同じく、短期プラ

イムレート及びそれに連動する新長期プライ

ムレートを基準にしている。

４．医事紛争対策
１ 医事紛争処理委員会

平成２３年２月２６日、県医師会館において開

催した。議事として、「中国四国医師会 医

事紛争・医療安全研究会（１１／６）」と「日医

医事紛争担当理事連絡協議会（１２／１６）」出

席報告と、県内における医事紛争処理の取扱

い状況を資料に基づき説明し、今後の処理方

針について協議、意見交換を行なった。平成

２２年度の状況は、新規受付１件、解決済４件

（立ち消え２件、示談１件、和解１件）、裁

判中４件、折衝中４件で、年度末未解決分８

件などとなっている。

２ 中国四国医師会連合医事紛争・医療安全研

究会

平成２２年１１月６日、高知県医師会の担当に

より、高知新阪急ホテルにおいて、ブロック

会議の研究会として開催された。日医から高

杉常任理事、畔柳参与、伊澤医事法・医療安

全課長、高島医賠責対策課長をコメンテー

ターに迎えて、各県からの提出議題８題及び

日医への要望・提言６題について討論が行な

われた。鳥取県からは、「医療安全調査委員

会設置法案大綱（案）」は廃案にしてよいの

かについて議題を提出した。詳細は、会報第

６６６号へ掲載した。

３ 都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議

会

平成２２年１２月１６日、日医会館において開催

され、井庭理事が出席した。日医医賠責保険

の運営に関する経過と山形・和歌山両県医師

会から医療事故紛争対策と活動状況について

報告があった後、「医療事故の紛争処理と

ADR」をテーマに弁護士の畔柳日医参与か

ら説明があった。

医療事故に基づく紛争の複雑性は「感情の

紛争」と「勘定の紛争」の識別にあり、「勘

定」の紛争であることが明確な時には、医療

関係者は法律的な紛争と認識して対処すべき

である。この場合、事故を起こした医師以外

の者が本人に代わって交渉し、解決に当たる

ことが重要である。なお、弁護士以外の者が、

業として法律事務を行なうことは罰則付きで

禁止されている。また、「医療メディエー

ター業務」はADRでなく、病院のクレーム

係そのものである。仲介者が第三者であるこ

とが重要である。

その後、事前に寄せられていた都道府県医

師会からの質問及び要望に対する日医の見解

や回答が示された。詳細は、会報第６６７号へ

掲載した。

４ 日本医師会医療事故防止研修会

平成２２年１２月１２日、日医会館において、

「医療事故削減戦略システムのセカンドス

テージに向けて」をテーマに開催され、明穂

常任理事、地区医師会代表者が出席した。当

日は、講演５題�医療安全対策委員会の成果

とこれからの方向、�医療安全全国共同行動

の輪を広げよう、�地域で取り組む医療安全

対策、�産婦人科における医療事故報告制度、

�法律家の視点から見た医療安全対策、の後、

「医療事故削減戦略システムのセカンドス

テージに向けて」をテーマに総合討論が行わ
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第一 １２５件 日本 １６５件

明治安田 ３４件 住友 ４１件

グループ ６８３件 Ｔ＆Ｄフィナンシャル １４件

退職共済 ３０件 損保ジャパン １７６件

三井 ４８件

れた。後日、冊子「医療事故削減戦略システ

ム」が日医雑誌とともに日医会員等に配布さ

れる。詳細は、会報第６６７号へ掲載した。

５．日医医師賠償責任保険
日医医師賠償責任保険（１００万～１億円補償）

は、昭和４８年７月から発足し、現在１４１名の勤

務会員も加入しているが、現行の日医医賠責保

険でカバーできない部分について、日医Ａ会員

が任意で加入できる「日医医賠責特約保険（１

億超～２億円補償）」が平成１３年度より創設さ

れた。平成２２年７月１日～平成２３年７月１日ま

での期間の加入者は、１８２名である。

６．損保ジャパン医師賠償責任保険加入会員
平成２３年３月末日現在、医師賠償責任保険加

入会員数は５３８名で、地区別に示すと次のとお

りである。総数は、昨年より３名の増である。

東部２２３名 中部９１名 西部２０８名 大学１６名

計５３８名

７．日本医師会医師年金の加入
平成２２年１２月末現在、本県会員の医師年金加

入者は１３３名で、加入者数を地区別に示すと次

のとおりである。

東部５０名 中部２１名 西部６１名 鳥大１名

計１３３名

この他に年金受給者は

東部６６名 中部２７名 西部６４名 計１５７名

８．日本医師従業員国民年金基金
日医が設立母体となり、平成３年４月創設、

同年５月１４日設立認可を得て発足し、本県加入

総数６４名である。（平成２３年３月３１日現在）

９．生命保険加入代理店の業務
第一、日本、明治安田、住友、Ｔ＆Ｄフィナ

ンシャル、損保ジャパン、三井の７社と契約を

締結存続し、会員福祉向上に努めている。平成

２３年３月末日現在、各社の契約件数は次のとお

りである。

１０．鳥取県医療機関厚生年金基金への対応
１）加入者数

平成５年４月１日に発足した「鳥取県医療

機関厚生年金基金」について、加入者数は

４，５１２名、加入事業所は１２２である。（平成２３

年３月３１日現在）

２）理事会・代議員会について

平成２２年９月１８日、鳥取ワシントンホテル

において開催され、魚谷常任理事より出席報

告があった。代議員会に提出する議案である

報告事項と審議事項、年金の記録突合結果の

中間報告などについて説明が行われた。今後、

本会常任理事会等で機会を作り、医療機関厚

生年金基金の具体的な運用状況等などについ

て説明をしていただくよう要望することと

なった。

１１．図書斡旋
２０１１年医師日記を希望会員に斡旋した。
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支
出

の
部

科
目

現
計
予
算
額

決
算

額
差

異

１
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費

（
３３
．８
２
％
）

１
．
医
学
向
上
費

２
．
地
域
社
会
活
動
費

３
．
社
会
保
障
対
策
費

４
．
医
政
対
策
費

５
．
医
療
経
済
対
策
費

６
．
広
報
活
動
費

７
．
部
会
費

８
．
福
祉
対
策
費

９
．
地
区
医
師
会
連
絡
費

１０
．
諸
支
出
金

６１
，５
４２
，０
１０

９
，６
４０
，０
００

１１
，９
７９
，０
００

４
，０
４０
，０
００

４
，４
５０
，０
００

２
，５
４０
，０
１０

１０
，９
００
，０
００

７
，８
７３
，０
００

３
，１
５０
，０
００

５
，９
７０
，０
００

１
，０
００
，０
００

４６
，０
８７
，３
６２

９
，０
１９
，０
３８

８
，４
３３
，８
９０

１
，４
９０
，０
３２

１
，６
００
，９
７７

２
，５
４０
，０
１０

９
，５
６４
，０
８９

５
，８
５２
，４
３７

２
，５
９３
，７
８９

４
，６
９５
，１
６１

２９
７
，９
３９

－
１５
，４
５４
，６
４８

－
６２
０
，９
６２

－
３
，５
４５
，１
１０

－
２
，５
４９
，９
６８

－
２
，８
４９
，０
２３ ０

－
１
，３
３５
，９
１１

－
２
，０
２０
，５
６３

－
５５
６
，２
１１

－
１
，２
７４
，８
３９

－
７０
２
，０
６１

２
．
管
理
費

（
６２
．８
６
％
）

１
．
事
務
費

２
．
会
議
費

３
．
負
担
金

４
．
会
館
管
理
運
営
費

８９
，８
７０
，９
１１

７４
，５
３９
，０
００

９
，４
２０
，０
００

１
，１
８５
，０
００

４
，７
２６
，９
１１

８５
，６
６２
，８
５７

７１
，６
３８
，７
４５

８
，３
０１
，２
０１

９９
６
，０
００

４
，７
２６
，９
１１

－
４
，２
０８
，０
５４

－
２
，９
００
，２
５５

－
１
，１
１８
，７
９９

－
１８
９
，０
００ ０

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
支
出
（
３
．３
２
％
）

４
，５
４０
，０
００

４
，５
３０
，０
００

－
１０
，０
００

３
．
財
務
活
動
支
出

４
．
予
備
費
支
出

１
．
予
備
費

（
０
％
）

１
，８
３１
，０
７９

０
－
１
，８
３１
，０
７９

当
期
支
出
合
計
（
Ｃ
）
１５
７
，７
８４
，０
００

１３
６
，２
８０
，２
１９

－
２１
，５
０３
，７
８１

当
期
収
支
差
額
（
Ａ
－
Ｃ
）
－
３５
，０
００
，０
００

３
，６
１１
，９
８５

３８
，６
１１
，９
８５

次
期
繰
越
収
支
差
額
（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
４５
，１
３３
，２
９２

４５
，１
３３
，２
９２

第
１
号
議
案
平
成
２２
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

平
成
２２
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
書
〔
総
括
〕

（
単
位
：
円
）

収
入

の
部

科
目

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会

費
（
４４
．１
５
％
）

８０
，４
４２
，０
００

８０
，０
９９
，０
００

－
３４
３
，０
００

２
．
入
会
金

（
２
．４
８
％
）

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

３
．
負
担
金

（
１
．０
２
％
）

１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０

４
．
補
助
金

（
８
．２
４
％
）

１３
，４
０６
，０
００

１４
，９
５２
，８
７０

１
，５
４６
，８
７０

５
．
寄
付
金

（
０
％
）

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

６
．
雑
収
入

（
１３
．６
６
％
）

９
，０
７６
，０
００

２４
，７
８０
，３
３４

１５
，７
０４
，３
３４

７
．
繰
入
金

（
７
．２
８
％
）

１２
，９
６０
，０
００

１３
，２
００
，０
００

２４
０
，０
００

２
．
投
資
活
動
収
入

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入
（
０
．２
８
％
）

３０
，０
００

５０
０
，０
００

４７
０
，０
００

３
．
財
務
活
動
収
入

当
期
収
入
合
計
（
Ａ
）

１２
２
，７
８４
，０
００

１３
９
，８
９２
，２
０４

１７
，１
０８
，２
０４

前
期
繰
越
収
支
差
額
（
２２
．８
９
％
）

３５
，０
００
，０
００

４１
，５
２１
，３
０７

６
，５
２１
，３
０７

収
入

合
計
（
Ｂ
）

１５
７
，７
８４
，０
００

１８
１
，４
１３
，５
１１

２３
，６
２９
，５
１１
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平
成
２２
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
書

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会

費
８０
，４
４２
，０
００

８０
，０
９９
，０
００

－
３４
３
，０
００

１
．
会
費

収
入

（
４４
．１
５
％
）

８０
，４
４２
，０
００

８０
，０
９９
，０
００

－
３４
３
，０
００

１
．
会
費

収
入

７８
，０
６８
，０
００

７７
，７
４９
，０
００

－
３１
９
，０
００

�
均
等
割
会
費
収
入

７８
，０
６８
，０
００

７７
，７
４９
，０
００

－
３１
９
，０
００

２
．
特
別
会
費
収
入

２
，３
７４
，０
００

２
，３
５０
，０
００

－
２４
，０
００

�
医
事
紛
争
処
理
委
員
会
会
費

７８
４
，０
００

７９
２
，０
００

８
，０
００

東
部
２９
７
，０
００
円
、
中
部
１３
６
，８
００
円
、
西
部
３５
８
，２
００
円

�
学
校
医
部
会
会
費

６６
０
，０
００

６６
０
，０
００

０
東
部
２７
０
，０
００
円
、
中
部
１１
１
，０
００
円
、
西
部
２７
３
，０
００
円
、
大
学
６
，０
００
円

�
産
業
医
部
会
会
費

９３
０
，０
００

８９
８
，０
００

－
３２
，０
００

東
部
３２
８
，０
００
円
、
中
部
１５
６
，０
００
円
、
西
部
３８
０
，０
００
円
、
大
学
３４
，０
００
円

２
．
入
会
金
収
入

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

１
．
入
会
金
収
入

（
２
．４
８
％
）

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

９
名

１
．
入
会
金
収
入

５
，０
００
，０
００

４
，５
００
，０
００

－
５０
０
，０
００

３
．
負

担
金

１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０

１
．
負
担
金
収
入

（
１
．０
２
％
）

１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０

１
．
会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０
医
師
国
保
組
合

１
，２
６０
，０
００
円

損
保
ジ
ャ
パ
ン
代
理
店
北
陽
サ
ー
ビ
ス

６０
０
，０
００
円

４
．
補

助
金

１３
，４
０６
，０
００

１４
，９
５２
，８
７０

１
，５
４６
，８
７０

１
．
補
助
金
等
収
入

（
８
．２
４
％
）

１３
，４
０６
，０
００

１４
，９
５２
，８
７０

１
，５
４６
，８
７０
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
日
医
補
助
金

５
，７
９２
，０
００

７
，２
９８
，９
００

１
，５
０６
，９
００

都
道
府
県
医
師
会
助
成
費

２
，５
８６
，０
００
円

生
涯
教
育
助
成
費

１
，１
７９
，５
００
円

勤
務
医
活
動
助
成
費

５０
０
，０
００
円

年
金
普
及
推
進
運
動
助
成
費

１０
０
，０
００
円

医
師
会
立
准
看
護
師
養
成
所
助
成
金

４５
０
，０
００
円

医
賠
責
特
約
保
険
制
度
運
営
経
費

５７
０
，０
００
円

糖
尿
病
対
策
地
域
支
援
費

４５
０
，０
００
円

予
防
接
種
対
策
地
域
支
援
費

２５
０
，０
００
円

指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
補
助
金

３０
０
，０
００
円

日
医
生
涯
教
育
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
変
更
補
助
金

１１
３
，４
００
円

女
子
医
学
生
・
研
修
医
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
会
開
催
助
成
金

３０
０
，０
００
円

日
本
の
医
療
を
守
る
国
民
運
動
展
開
に
係
る
活
動
経
費
補
助
金

５０
０
，０
００
円

２
．
県
委
託
金
・
補
助
金

５
，２
００
，０
００

５
，６
６３
，１
０９

４６
３
，１
０９

特
別
医
療
費
助
成
事
業
協
力
費

２
，５
００
，０
００
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
推
進
事
業
補
助
金

４７
７
，５
５９
円

高
度
救
命
処
置
研
修
開
催
事
業
補
助
金

５２
５
，９
１４
円

小
児
救
急
地
域
医
師
研
修
事
業
委
託
金

４１
３
，５
７３
円

臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会
開
催
事
業
委
託
金

１
，１
６５
，０
００
円

か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
と
の
連
携
会
議
委
託
金

４４
５
，０
６３
円

か
か
り
つ
け
医
心
の
健
康
対
応
力
向
上
研
修
事
業
委
託
金

１３
６
，０
００
円

３
．
産
業
医
研
修
委
託
金

２
，４
１４
，０
００

１
，９
９０
，８
６１

－
４２
３
，１
３９

産
業
医
研
修
委
託
金

１
，７
９０
，８
６１
円

産
業
医
研
修
連
絡
協
議
会
委
託
金

２０
０
，０
００
円

５
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

（
０
％
）

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

６
．
雑

収
入

９
，０
７６
，０
００

２４
，７
８０
，３
３４

１５
，７
０４
，３
３４

１
．
雑

収
入

（
１３
．６
６
％
）

９
，０
７６
，０
００

２４
，７
８０
，３
３４

１５
，７
０４
，３
３４

１
．
受
取

利
息

１０
０
，０
００

６１
，７
２５

－
３８
，２
７５

普
通
預
金
利
息
１８
，１
７８
円

積
立
金
利
息
４３
，５
４７
円
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
雑

収
入

６
，８
７６
，０
００

２２
，８
４９
，６
０９

１５
，９
７３
，６
０９

医
師
賠
償
保
険
人
件
費
負
担
金

１
，９
２０
，０
００
円

健
対
協
人
件
費
負
担
金

２
，３
１６
，０
００
円

健
対
協
会
報
印
刷
代
負
担
金

８７
５
，３
０４
円

健
対
協
電
話
・
コ
ピ
ー
代
負
担
金

５９
２
，６
９８
円

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
協
力
費

６９
０
，０
００
円

会
員
名
簿
、
会
報
代

６９
，０
００
円

医
学
雑
誌
別
刷
他
個
人
負
担
分

２０
８
，８
００
円

産
業
医
研
修
会
県
外
受
講
者
受
講
料

１０
２
，０
００
円

自
賠
責
保
険
研
修
会
助
成
金

１１
９
，６
２４
円

世
界
糖
尿
病
デ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
助
成
金

３２
７
，７
２０
円

有
床
診
療
所
協
議
会
会
費

３４
０
，０
００
円

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
所
共
益
費

６０
０
，０
００
円

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
補
助
労
務
費

４３
２
，０
００
円

共
済
会
会
計
繰
入
金

１６
，６
５０
円

第
一
生
命
株
式
会
社
化
に
伴
う
分
配
金

１４
，０
５８
，０
７３
円

そ
の
他

１８
１
，７
４０
円

３
．
広
告
・
手
数
料
他
収
入

２
，１
００
，０
００

１
，８
６９
，０
００

－
２３
１
，０
００

会
場
使
用
料

２９
，０
００
円

母
体
保
護
法
指
定
手
数
料

２５
５
，０
００
円

会
報
・
医
学
雑
誌
・
会
員
名
簿
広
告
料

１
，２
１５
，０
００
円

日
医
認
定
産
業
医
・
ス
ポ
ー
ツ
医
申
請
手
数
料

３７
０
，０
００
円

７
．
繰

入
金

１２
，９
６０
，０
００

１３
，２
００
，０
００

２４
０
，０
００

１
．
繰

入
金

（
７
．２
８
％
）

１２
，９
６０
，０
００

１３
，２
００
，０
００

２４
０
，０
００

１
．
生
命
保
険
取
扱
特
別
会
計
繰
入
金
収
入

１２
，９
６０
，０
００

１３
，２
００
，０
００

２４
０
，０
００

事
業
活
動
収
入
計

１２
２
，７
５４
，０
００

１３
９
，３
９２
，２
０４

１６
，６
３８
，２
０４
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
（
３３
．８
２
％
）
６１
，５
２２
，０
００

０
２０
，０
１０

６１
，５
４２
，０
１０

４６
，０
８７
，３
６２
－
１５
，４
５４
，６
４８

１
．
医
学
向
上
費

（
６
．６
２
％
）

９
，６
４０
，０
００

０
０

９
，６
４０
，０
００

９
，０
１９
，０
３８

－
６２
０
，９
６２

１
．
医
学
会
費

３
，９
４０
，０
００

７１
，０
３８

０
４
，０
１１
，０
３８

４
，０
１１
，０
３８

０

医
学
会
費

８９
０
，８
４６
円

生
涯
教
育
講
座
地
区
委
託
金

１
，０
００
，０
００
円

生
涯
教
育
費

１２
６
，３
８８
円

鳥
取
医
学
賞

６２
，６
００
円

指
導
医
の
た
め
の
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
経
費
１
，３
０４
，４
０４
円

生
涯
教
育
シ
ス
テ
ム
変
更
料

２２
６
，８
００
円

日
本
医
学
会
総
会
事
前
登
録
費

４０
０
，０
００
円

２
．
中
国
四
国
医
師
会

医
学
会
費

１
，９
００
，０
００

－
７１
，０
３８

０
１
，８
２８
，９
６２

１
，２
４１
，５
８０

－
５８
７
，３
８２
各
種
研
究
会
旅
費
（
高
知
）

１
，０
７１
，５
８０
円

各
種
研
究
会
懇
親
会
費

１７
０
，０
００
円

３
．
鳥
取
医
学

雑
誌
発
行
費

３
，８
００
，０
００

０
０

３
，８
００
，０
００

３
，７
６６
，４
２０

－
３３
，５
８０

印
刷
費

３
，０
７８
，３
９０
円

送
料

８６
，４
７５
円

総
説
論
文
執
筆
等
謝
礼

９５
，０
００
円

委
員
会
費

５０
６
，５
５５
円

２
．
地
域
社
会
活
動
費

（
６
．１
９
％
）
１１
，９
７９
，０
００

０
０

１１
，９
７９
，０
００

８
，４
３３
，８
９０

－
３
，５
４５
，１
１０

１
．
地
域
社
会

対
策

費
２
，４
００
，０
００

０
０

２
，４
００
，０
００

２
，３
６０
，５
９３

－
３９
，４
０７

健
康
対
策
協
議
会
補
助
金

１
，３
００
，０
００
円

禁
煙
指
導
対
策
委
員
会

２５
，３
４０
円

禁
煙
指
導
対
策
地
区
補
助
金

３０
０
，０
００
円

世
界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
地
区
医
師
会
補
助
金
１５
０
，０
００
円

か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
と
の
連
携
会
議

７２
，２
４０
円

か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
と
の
連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル
修
正
版
印
刷
費
２２
６
，２
７５
円

う
つ
病
に
関
す
る
か
か
り
つ
け
医
ア
ン
ケ
ー
ト
経
費
７７
，５
３６
円

思
春
期
精
神
疾
患
対
応
力
向
上
研
修

１３
８
，５
１０
円

送
料

７０
，６
９２
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
調
査
研
究
費

２
，１
０５
，０
００

０
０

２
，１
０５
，０
００

１
，６
３２
，３
５８

－
４７
２
，６
４２

資
料
整
備
費

５５
，６
６０
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
費

８７
５
，７
３９
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
委
員
会

１４
６
，５
５９
円

メ
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス
購
読
料

５５
４
，４
００
円

３
．
糖
尿
病
対
策
費

６０
０
，０
００

８０
，７
１５

０
６８
０
，７
１５

６８
０
，７
１５

０

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議

６８
，６
７５
円

糖
尿
病
対
策
地
区
医
師
会
助
成
金

２４
０
，０
００
円

世
界
糖
尿
病
デ
ー
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
経
費
３２
７
，７
２０
円

送
料
他

４４
，３
２０
円

４
．
救
急
・
防
災

対
策

費
１
，５
７２
，０
００

－
８０
，７
１５

０
１
，４
９１
，２
８５

１
，０
２５
，４
８９

－
４６
５
，７
９６

日
本
救
急
医
学
会
中
国
四
国
地
方
会
費
等

５
，０
００
円

高
度
救
命
処
置
研
修
開
催
経
費

５２
６
，４
１４
円

小
児
救
急
地
域
医
師
研
修
事
業
地
区
委
託
金
４１
３
，５
７３
円

衛
星
・
災
害
時
優
先
携
帯
電
話
代

７７
，４
８２
円

送
料

３
，０
２０
円

５
．
情
報
シ
ス
テ
ム

対
策

費
４
，０
５２
，０
００

０
０

４
，０
５２
，０
００

２
，４
４１
，９
３６

－
１
，６
１０
，０
６４

情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理
費

１
，９
２７
，７
０１
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
ソ
フ
ト
サ
ポ
ー
ト
料
２５
２
，０
００
円

初
級
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
経
費

８８
，３
１５
円

iP
ad
購
入
費
（
２
台
）

１７
３
，９
２０
円

６
．
感
染
症
対
策
費

８５
０
，０
００

０
０

８５
０
，０
００

２１
５
，９
００

－
６３
４
，１
００
感
染
症
危
機
管
理
対
策
委
員
会

５２
，７
２０
円

予
防
接
種
対
策
地
区
助
成
金

１５
０
，０
００
円

送
料

１３
，１
８０
円

７
．
特
定
健
診
・

保
健
指
導

対
策

費
４０
０
，０
００

０
０

４０
０
，０
００

７６
，８
９９

－
３２
３
，１
０１
送
料

７６
，８
９９
円

３
．
社
会
保
障
対
策
費

（
１
．０
９
％
）

４
，０
４０
，０
００

０
０

４
，０
４０
，０
００

１
，４
９０
，０
３２

－
２
，５
４９
，９
６８

１
．
社
会
保
障
医
療

対
策

費
２４
０
，０
００

０
０

２４
０
，０
００

７０
，０
００

－
１７
０
，０
００
健
保
立
会
旅
費
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
社
会
保
障
部
費

３
，５
００
，０
００

０
０

３
，５
００
，０
００

１
，３
８０
，９
１２

－
２
，１
１９
，０
８８

医
療
保
険
委
員
会

２７
７
，９
９３
円

日
医
社
会
保
険
指
導
者
講
習
会

１２
３
，６
６０
円

印
刷
費
他

６４
２
，１
８７
円

送
料

３３
７
，０
７２
円

３
．
介
護
保
険

対
策

費
３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

３９
，１
２０

－
２６
０
，８
８０
介
護
保
険
対
策
委
員
会

３９
，１
２０
円

４
．
医
政
対
策
費

（
１
．１
７
％
）

４
，４
５０
，０
００

０
０

４
，４
５０
，０
００

１
，６
００
，９
７７

－
２
，８
４９
，０
２３

１
．
医
政
関
係
費

１
，４
００
，０
００

０
０

１
，４
００
，０
００

６０
１
，２
９３

－
７９
８
，７
０７
医
療
懇
話
会

１７
８
，１
３２
円

三
師
会

２９
９
，２
８１
円

県
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

１２
３
，８
８０
円

２
．

診
療
情
報
提

供
・
自
浄
作
用

活
性
化
・
医
療

安
全
対
策
費

９５
０
，０
００

０
０

９５
０
，０
００

０
－
９５
０
，０
００

３
．
個
人
情
報

保
護
対
策
費

１０
０
，０
００

０
０

１０
０
，０
００

０
－
１０
０
，０
００

４
．
会
長
交
際
費

８０
０
，０
００

０
０

８０
０
，０
００

３０
８
，０
８７

－
４９
１
，９
１３

５
．
県
医
交
際
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

６９
１
，５
９７

－
５０
８
，４
０３

５
．
医
療
経
済
対
策
費

（
１
．８
７
％
）

２
，５
２０
，０
００

０
２０
，０
１０

２
，５
４０
，０
１０

２
，５
４０
，０
１０

０

１
．
経
営
対
策
費

１
，１
５０
，０
００

０
９
，７
５６

１
，１
５９
，７
５６

１
，１
５９
，７
５６

０

有
床
診
療
所
協
議
会
設
立
総
会

４９
６
，２
２６
円

全
国
有
床
診
療
所
連
絡
協
議
会
総
会
等
旅
費
２３
３
，３
２０
円

全
国
有
床
診
療
所
協
議
会
費

３４
０
，０
００
円

全
国
有
床
診
療
所
協
議
会
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
費
８０
，０
００
円

送
料

１０
，２
１０
円

２
．
医
事
紛
争

対
策

費
１
，３
７０
，０
００

０
１０
，２
５４

１
，３
８０
，２
５４

１
，３
８０
，２
５４

０

医
事
紛
争
処
理
委
員
会

１８
３
，５
８８
円

弁
護
士
顧
問
料

６６
６
，６
６６
円

医
事
紛
争
相
談
料

３５
０
，０
００
円

日
医
医
療
事
故
防
止
研
修
会
地
区
助
成
金
１８
０
，０
００
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

６
．
広
報
活
動
費

（
７
．０
２
％
）
１０
，９
００
，０
００

０
０

１０
，９
００
，０
００

９
，５
６４
，０
８９

－
１
，３
３５
，９
１１

１
．
会

報
費

９
，９
００
，０
００

０
０

９
，９
００
，０
００

８
，９
６７
，４
９１

－
９３
２
，５
０９
印
刷
費
７
，５
２９
，４
４５
円

送
料

１
，３
４５
，８
６６
円

編
集
費

６０
，０
００
円

会
報
編
集
委
員
会

３２
，１
８０
円

２
．
広
報
宣
伝
費

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

５９
６
，５
９８

－
４０
３
，４
０２

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
経
費

２９
０
，２
３９
円

広
報
・
会
報
編
集
委
員
会
合
同
委
員
会
１５
７
，２
１２
円

報
道
記
者
と
の
懇
談
会

１３
０
，３
２７
円

送
料

１８
，８
２０
円

７
．
部
会
費（
４
．２
９
％
）

７
，８
７３
，０
００

０
０

７
，８
７３
，０
００

５
，８
５２
，４
３７

－
２
，０
２０
，５
６３

１
．
母
体
保
護
法

指
定
医
部
会

３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

１６
６
，３
２０

－
１３
３
，６
８０
母
体
保
護
法
指
定
助
成
金

１０
０
，０
００
円

母
体
保
護
法
指
定
医
師
審
査
委
員
会
他
５６
，９
００
円

送
料

９
，４
２０
円

２
．
学
校
医
部
会

２
，４
２３
，０
００

０
０

２
，４
２３
，０
００

２
，０
１３
，２
９６

－
４０
９
，７
０４

全
国
・
中
国
学
校
保
健
学
校
医
大
会

５０
８
，１
３０
円

日
医
学
校
医
講
習
会

１４
１
，６
４０
円

中
四
国
学
校
保
健
担
当
理
事
打
合
会

１１
２
，７
２８
円

日
本
学
校
保
健
会
会
報

２２
４
，０
００
円

学
校
保
健
会
負
担
金

８０
，０
００
円

学
校
医
部
会
運
営
委
員
会

２８
，１
２０
円

学
校
医
・
学
校
保
健
研
修
会

２９
９
，０
９５
円

地
区
医
師
会
補
助
金

５５
９
，０
００
円

送
料
他

６０
，５
８３
円

３
．
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
部

会
３０
０
，０
００

０
０

３０
０
，０
００

３８
，８
７０

－
２６
１
，１
３０
送
料

３８
，８
７０
円

４
．
労
災
・
自
賠
責

部
会

８０
０
，０
００

０
０

８０
０
，０
００

２１
９
，３
２１

－
５８
０
，６
７９
自
賠
責
保
険
研
修
会

１０
３
，１
７４
円

自
動
車
保
険
医
療
連
絡
協
議
会

７１
，６
８０
円

送
料

４４
，４
６７
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

５
．
産
業
医
部
会

３
，１
５０
，０
００

０
０

３
，１
５０
，０
００

２
，７
０９
，０
１６

－
４４
０
，９
８４

産
業
医
研
修
会

１
，７
０６
，８
５６
円

産
業
医
部
会
運
営
委
員
会

２３
４
，５
１４
円

産
業
保
健
協
議
会

３４
５
，９
６５
円

産
業
安
全
衛
生
大
会

１０
６
，０
００
円

産
業
保
健
活
動
全
国
会
議

３４
，７
６０
円

送
料
他

２８
０
，９
２１
円

６
．
病
院
連
絡
会
議

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１０
０
，０
００

－
１０
０
，０
００
病
院
協
会
補
助
金

１０
０
，０
００
円

７
．
勤
務
医
部
会

７０
０
，０
００

０
０

７０
０
，０
００

６０
５
，６
１４

－
９４
，３
８６
全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会
１０
７
，５
３０
円

女
子
医
学
生
、
研
修
医
等
サ
ポ
ー
ト
研
修
会
４９
８
，０
８４
円

８
．
福
祉
対
策
費

（
１
．９
０
％
）

３
，１
５０
，０
００

０
０

３
，１
５０
，０
００

２
，５
９３
，７
８９

－
５５
６
，２
１１

１
．
福
祉
事
業
費

１
，９
００
，０
００

－
６４
，６
９９

０
１
，８
３５
，３
０１

１
，４
１６
，５
９０

－
４１
８
，７
１１
会
員
名
簿
印
刷
代

１
，３
７４
，４
５０
円

送
料

４２
，１
４０
円

２
．
表
彰
弔
慰
費

１
，０
５０
，０
００

６４
，６
９９

０
１
，１
１４
，６
９９

１
，１
１４
，６
９９

０
表
彰
費
８５
４
，１
９９
円

弔
慰
費

２６
０
，５
００
円

３
．
協
力
貯
蓄

運
営

費
２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

６２
，５
００

－
１３
７
，５
００
送
料

６２
，５
００
円

９
．
地
区
医
師
会

連
絡
費
（
３
．４
５
％
）

５
，９
７０
，０
００

０
０

５
，９
７０
，０
００

４
，６
９５
，１
６１

－
１
，２
７４
，８
３９

１
．
連
絡
協
議
会
費

１
，６
００
，０
００

０
０

１
，６
００
，０
００

３２
５
，１
６１

－
１
，２
７４
，８
３９
看
護
高
等
専
修
学
校
連
絡
協
議
会

１３
０
，６
２７
円

看
護
高
等
専
修
学
校
表
彰
者
記
念
品
代
他
４４
，５
３４
円

地
区
連
絡
費

１５
０
，０
００
円

２
．
地
区
医
師
会

補
助

金
１
，８
５０
，０
００

０
０

１
，８
５０
，０
００

１
，８
５０
，０
００

０
東
部
５５
０
，０
００
円
、
中
部
５５
０
，０
００
円

西
部
５５
０
，０
００
円
、
大
学
２０
０
，０
００
円

３
．
地
区
医
師
会

交
付

金
１
，２
８０
，０
００

０
０

１
，２
８０
，０
００

１
，２
８０
，０
００

０
東
部
４５
０
，０
００
円
、
中
部
２５
０
，０
００
円

西
部
４５
０
，０
００
円
、
大
学
１３
０
，０
００
円

４
．
事
務
費
交
付
金

１
，２
４０
，０
００

０
０

１
，２
４０
，０
００

１
，２
４０
，０
００

０
東
部
４８
０
，０
００
円
、
中
部
２０
０
，０
００
円

西
部
５０
０
，０
００
円
、
大
学

６０
，０
００
円

１
０
．
諸
支

出
金

（
０
．２
２
％
）

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

２９
７
，９
３９

－
７０
２
，０
６１
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
特
別
事
業
費

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

２９
７
，９
３９

－
２０
２
，０
６１
公
益
法
人
改
革
に
関
す
る
研
修
会

２９
７
，９
３９
円

２
．
そ
の
他
支
出
金

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

０
－
５０
０
，０
００

２
．
管
理
費
（
６２
．８
６
％
）
８９
，７
２６
，０
００

０
１４
４
，９
１１

８９
，８
７０
，９
１１

８５
，６
６２
，８
５７

－
４
，２
０８
，０
５４

１
．
事

務
費

（
５
２
．５
７
％
）
７４
，５
３９
，０
００

０
０

７４
，５
３９
，０
００

７１
，６
３８
，７
４５

－
２
，９
００
，２
５５

１
．
報

酬
８
，２
３６
，０
００

７８
９
，５
００

０
９
，０
２５
，５
００

９
，０
２５
，５
００

０

�
役
員
報
酬

８
，２
２６
，０
００

２９
９
，５
００

０
８
，５
２５
，５
００

８
，５
２５
，５
００

０
役
員
報
酬

７
，９
９０
，０
００
円

顧
問
税
理
士
報
酬

３７
８
，０
００
円

収
益
事
業
申
告
書
作
成
報
酬

１５
７
，５
００
円

�
退
任
役
員

慰
労

金
１０
，０
００

４９
０
，０
００

０
５０
０
，０
００

５０
０
，０
００

０
１
名

２
．
給

与
３７
，５
７９
，０
００

０
０

３７
，５
７９
，０
００

３７
，５
５５
，７
３０

－
２３
，２
７０

�
給

料
２４
，７
０７
，０
００

－
３１
２
，９
３０

０
２４
，３
９４
，０
７０

２４
，３
８０
，８
００

－
１３
，２
７０

�
職
員
手
当

１２
，８
６２
，０
００

３１
２
，９
３０

０
１３
，１
７４
，９
３０

１３
，１
７４
，９
３０

０

�
退

職
金

１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
旅

費
６
，０
００
，０
００

－
７８
９
，５
００

０
５
，２
１０
，５
００

３
，６
７０
，６
８０

－
１
，５
３９
，８
２０
役
員
旅
費

１
，７
５７
，５
００
円

職
員
旅
費

１
，９
１３
，１
８０
円

４
．
一
般
事
務
費

４
，８
８８
，０
００

－
２２
，０
５０

０
４
，８
６５
，９
５０

４
，８
４６
，９
３３

－
１９
，０
１７

需
要
費

２
，６
７１
，０
９５
円

法
人
会
計
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス
料

３８
７
，８
８４
円

コ
ピ
ー
機
・
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料

４３
９
，５
７２
円

電
報
電
話
料

５３
９
，４
７７
円

送
料
、
口
座
振
込
・
振
替
手
数
料

８０
８
，９
０５
円

５
．
交

通
費

１
，３
００
，０
００

２２
，０
５０

０
１
，３
２２
，０
５０

１
，３
２２
，０
５０

０
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

６
．
共

済
費

７
，０
８６
，０
００

０
０

７
，０
８６
，０
００

７
，０
３６
，３
４６

－
４９
，６
５４

健
保
厚
生
年
金
保
険
料

５
，３
３６
，６
６４
円

労
働
保
険
料

４８
１
，１
５２
円

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

５７
６
，０
００
円

役
員
傷
害
保
険
料

６４
２
，５
３０
円

７
．
福
利
厚
生
費

５５
０
，０
００

－
４４
，０
４０

０
５０
５
，９
６０

５２
，８
２７

－
４５
３
，１
３３
職
員
健
康
診
断
費
用

５２
，８
２７
円

８
．
光
熱
水
費

３
，１
００
，０
００

４４
，０
４０

０
３
，１
４４
，０
４０

３
，１
４４
，０
４０

０

電
気
代

２
，１
０６
，５
５０
円

水
道
代

３３
４
，０
６２
円

ガ
ス
代

３３
，０
５７
円

灯
油
代

６７
０
，３
７１
円

９
．
公

課
費

５
，８
００
，０
００

０
０

５
，８
００
，０
００

４
，９
８４
，６
３９

－
８１
５
，３
６１
固
定
資
産
税

４
，４
１２
，２
００
円

収
益
事
業
に
係
る
税
金

５７
２
，４
３９
円

２
．
会
議
費（
６
．０
９
％
）

９
，４
２０
，０
００

０
０

９
，４
２０
，０
００

８
，３
０１
，２
０１

－
１
，１
１８
，７
９９

１
．
総

会
費

８０
０
，０
００

０
０

８０
０
，０
００

６１
４
，７
００

－
１８
５
，３
００

２
．
代
議
員
会
費

２
，５
００
，０
００

０
０

２
，５
００
，０
００

２
，１
４７
，１
５２

－
３５
２
，８
４８
旅
費
（
３
回
）

１
，３
２８
，５
２０
円

諸
費
（
３
回
）

５０
９
，０
２２
円

印
刷
費
・
送
料

３０
９
，６
１０
円

３
．
理
事
会
費

５
，４
７０
，０
００

６９
，３
４９

０
５
，５
３９
，３
４９

５
，５
３９
，３
４９

０
常
任
理
事
会
（
１１
回
）

１
，４
２８
，２
７４
円

理
事
会
（
１２
回
）

４
，１
１１
，０
７５
円

４
．
監
事
会
費

２０
０
，０
００

－
６９
，３
４９

０
１３
０
，６
５１

０
－
１３
０
，６
５１

５
．
委
員
会
費

４５
０
，０
００

０
０

４５
０
，０
００

０
－
４５
０
，０
００

３
．
負
担
金（
０
．７
３
％
）

１
，１
８５
，０
００

０
０

１
，１
８５
，０
００

９９
６
，０
００

－
１８
９
，０
００

１
．
中
国
四
国
医
師

会
連
合
負
担
金

９８
５
，０
００

０
０

９８
５
，０
００

８４
７
，８
００

－
１３
７
，２
００

中
国
四
国
医
師
会
連
合
総
会
負
担
金（
高
知
）
８３
０
，８
００
円

中
国
四
国
医
師
会
事
務
局
長
会
議
負
担
金

１７
，０
００
円

２
．
関
係
団
体

負
担

金
２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１４
８
，２
００

－
５１
，８
００

鳥取県医師会報 １１．８ 臨時号

113



科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

４
．
会
館
管
理
運
営
費

（
３
．４
７
％
）

４
，５
８２
，０
００

０
１４
４
，９
１１

４
，７
２６
，９
１１

４
，７
２６
，９
１１

０

１
．
維
持
管
理
費

４
，２
８２
，０
００

－
２０
３
，９
８９

０
４
，０
７８
，０
１１

４
，０
７８
，０
１１

０

会
館
清
掃
料

１
，２
０５
，４
００
円

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
料

７５
６
，０
００
円

警
備
保
障
料

５０
４
，０
００
円

空
調
設
備
保
守
点
検
料

９０
３
，０
００
円

電
気
関
係
保
安
監
理
手
数
料

１８
０
，９
３６
円

自
動
火
災
報
知
設
備
保
守
点
検
料

１５
７
，５
００
円

火
災
保
険
料

２０
１
，６
００
円

オ
イ
ル
タ
ン
ク
管
理
料

６３
，０
００
円

そ
の
他
の
管
理
料
等

１０
６
，５
７５
円

２
．
管
理
運
営
費

３０
０
，０
００

２０
３
，９
８９

１４
４
，９
１１

６４
８
，９
００

６４
８
，９
００

０

会
館
玄
関
前
等
植
木
補
植
作
業
代

７６
，６
５０
円

会
館
手
動
式
防
火
ス
チ
ー
ル
部
品
交
換
代
等
４３
８
，９
００
円

会
館
男
子
ト
イ
レ
便
器
感
知
セ
ン
サ
ー
取
替
代

７５
，６
００
円

会
館
駐
車
場
区
画
線
設
置
代

３１
，５
００
円

会
館
駐
車
場
除
雪
代

２６
，２
５０
円

事
業
活
動
支
出
計
１５
１
，２
４８
，０
００

０
１６
４
，９
２１

１５
１
，４
１２
，９
２１

１３
１
，７
５０
，２
１９
－
１９
，６
６２
，７
０２

事
業
活
動
収
支
差
額
－
２８
，４
９４
，０
００

０
－
１６
４
，９
２１
－
２８
，６
５８
，９
２１

７
，６
４１
，９
８５

３６
，３
００
，９
０６
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

３０
，０
００

５０
０
，０
００

４７
０
，０
００

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

（
０
．２
８
％
）

３０
，０
００

５０
０
，０
００

４７
０
，０
００

１
．
役
員
退
職
慰
労
金
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

５０
０
，０
００

４９
０
，０
００

２
．
職
員
退
職
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
医
事
紛
争
処
理
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

投
資
活
動
収
入
計

３０
，０
００

５０
０
，０
００

４７
０
，０
００

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
支
出

（
３
．３
２
％
）

４
，４
８０
，０
００

０
６０
，０
００

４
，５
４０
，０
００

４
，５
３０
，０
００

－
１０
，０
００

１
．
特
定
預
金
支
出

４
，４
８０
，０
００

０
６０
，０
００

４
，５
４０
，０
００

４
，５
３０
，０
００

－
１０
，０
００

１
．
役
員
退
職

慰
労
金
積
立
金

７１
０
，０
００

０
６０
，０
００

７７
０
，０
００

７７
０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
４
，２
２０
，０
００
円
）

２
．
職
員
退
職

給
与
積
立
金

３
，７
６０
，０
００

０
０

３
，７
６０
，０
００

３
，７
６０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
６４
，９
１９
，１
７９
円
）

３
．
医
事
紛
争
処
理

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金
４
，８
００
，０
００
円
）

投
資
活
動
支
出
計

４
，４
８０
，０
００

０
６０
，０
００

４
，５
４０
，０
００

４
，５
３０
，０
００

－
１０
，０
００

投
資
活
動
収
支
差
額

－
４
，４
５０
，０
００

０
－
６０
，０
００

－
４
，５
１０
，０
００

－
４
，０
３０
，０
００

４８
０
，０
００
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
財
務
活
動
支
出

財
務
活
動
支
出
計

０
０

０
０

０
０

財
務
活
動
収
支
差
額

０
０

０
０

０
０

��
予
備
費
支
出

１
．
予

備
費（
０
％
）

２
，０
５６
，０
００

０
－
２２
４
，９
２１

１
，８
３１
，０
７９

０
－
１
，８
３１
，０
７９

１
．
予

備
費

２
，０
５６
，０
００

０
－
２２
４
，９
２１

１
，８
３１
，０
７９

０
－
１
，８
３１
，０
７９

１
．
予

備
費

２
，０
５６
，０
００

０
－
２２
４
，９
２１

１
，８
３１
，０
７９

０
－
１
，８
３１
，０
７９

当
期
収
支
差
額
－
３５
，０
００
，０
００

０
０
－
３５
，０
００
，０
００

３
，６
１１
，９
８５

３８
，６
１１
，９
８５

前
期
繰
越
収
支
差
額（
２２
．８
９
％
）
３５
，０
００
，０
００

０
０

３５
，０
００
，０
００

４１
，５
２１
，３
０７

６
，５
２１
，３
０７

次
期
繰
越
収
支
差
額

０
０

４５
，１
３３
，２
９２

４５
，１
３３
，２
９２
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平成２２年度鳥取県医師会会費納入明細書

� 均等割会費

（単位：円）

地区医師会名 平成２２年２月１日現在
会費額（予算額） 調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 当初予算額に対する

増 減

東 部 医 師 会 ２９，１１４，０００ ２９，００８，０００ ２９，００８，０００ ０ －１０６，０００

中 部 医 師 会 １２，９５０，０００ １２，９５０，０００ １２，９５０，０００ ０ ０

西 部 医 師 会 ３４，５９６，０００ ３４，５９７，０００ ３４，５９７，０００ ０ １，０００

鳥大医学部医師会 １，４０８，０００ １，１９４，０００ １，１９４，０００ ０ －２１４，０００

計 ７８，０６８，０００ ７７，７４９，０００ ７７，７４９，０００ ０ －３１９，０００
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平成２２年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算書

（単位：円）

第２号議案 平成２２年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算承認について

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．積 立 金 ９，９８４，０００ １０，０４６，０００ ６２，０００ 東部 ３，７２０，０００円

中部 １，７２８，０００円

西部 ４，５９８，０００円

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １，０００ １４，０４５ １３，０４５ 普通預金利息

事業活動収入計 ９，９８５，０００ １０，０６０，０４５ ７５，０４５

２．事業活動支出

１．管理費支出

１．諸 経 費 １０，０００ ４２０ －９，５８０ 口座振込手数料

２．修 繕 費 ６６，０５０，０００ ６４０，５００ －６５，４０９，５００ 会館トイレ便座取替改修工

事代

事業活動支出計 ６６，０６０，０００ ６４０，９２０ －６５，４１９，０８０

事業活動収支差額 －５６，０７５，０００ ９，４１９，１２５ ６５，４９４，１２５

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出 ０ ０ ０

当期収支差額 －５６，０７５，０００ ９，４１９，１２５ ６５，４９４，１２５

前期繰越収支差額 ５６，０７５，０００ ５６，０８５，９０７ １０，９０７

次期繰越収支差額 ０ ６５，５０５，０３２ ６５，５０５，０３２

鳥取県医師会報 １１．８ 臨時号

118



第３号議案 平成２２年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算承認について

平成２２年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算書

（単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．団体事務費 １３，２００，０００ １３，７０３，５００ ５０３，５００ 第一生命他９社

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １０，０００ １，９６２ －８，０３８ 普通預金利息

事業活動収入計 １３，２１０，０００ １３，７０５，４６２ ４９５，４６２

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．一般事務費 ４００，０００ ３６３，１６４ －３６，８３６ 口座振込・振替手数料、送料

２．他会計への繰入金支出

１．繰 出 金 １２，９６０，０００ １３，２００，０００ ２４０，０００ 一般会計へ

事業活動支出計 １３，３６０，０００ １３，５６３，１６４ ２０３，１６４

事業活動収支差額 －１５０，０００ １４２，２９８ ２９２，２９８

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費 ２００，０００ ０ －２００，０００

当期収支差額 －３５０，０００ １４２，２９８ ４９２，２９８

前期繰越収支差額 ３５０，０００ ３４４，８４４ －５，１５６

次期繰越収支差額 ０ ４８７，１４２ ４８７，１４２

※配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額会員への配当金となるため計上していない。
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第４号議案 平成２２年度鳥取県地域産業保健センター会計収支決算承認について

平成２２年度鳥取県地域産業保健センター会計収支決算書

（単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．委 託 金 １７，３１３，０３０ １５，８３４，５９４ １，４７８，４３６ 鳥取労働局

２．雑 収 入

１．雑 収 入 ０ ０ ０

事業活動収入計 １７，３１３，０３０ １５，８３４，５９４ １，４７８，４３６

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．諸 謝 金

２．旅 費

３．庁 費

４．消費税相当額

１１，３１３，６００

５５０，０００

４，６２５，０００

８２４，４３０

９，５５９，１０３

３５３，２７０

５，５４２，８６０

３７９，３６１

１，７５４，４９７

１９６，７３０

－９１７，８６０

４４５，０６９

医師、コーディネーター等

事業活動支出計 １７，３１３，０３０ １５，８３４，５９４ １，４７８，４３６

事業活動収支差額 ０ ０ ０

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費 ０ ０ ０

当期収支差額 ０ ０ ０

前期繰越収支差額 ０ ０ ０

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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参 考

平成２２年度鳥取県医師会（一般・特別会計）収支決算書総括表

（単位：円）

科 目 合 計 一般会計
特 別 会 計

内部取引消去
会館修繕積立金 生命保険 地産保センター

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会費収入 ９０，１４５，０００ ８０，０９９，０００ １０，０４６，０００

２．入会金収入 ４，５００，０００ ４，５００，０００

３．負担金収入 １，８６０，０００ １，８６０，０００

４．補助金等収入 １４，９５２，８７０ １４，９５２，８７０

５．寄付金 ０

６．雑収入 ２４，７９６，３４１ ２４，７８０，３３４ １４，０４５ １，９６２

７．繰入金 ０ １３，２００，０００ －１３，２００，０００

８．財産収入 ０

９．団体事務費 １３，７０３，５００ １３，７０３，５００

１０．委託金 １５，８３４，５９４ １５，８３４，５９４

事業活動収入計 １６５，７９２，３０５ １３９，３９２，２０４ １０，０６０，０４５ １３，７０５，４６２ １５，８３４，５９４－１３，２００，０００

２．事業活動支出

１．事業費 ６２，２８５，１２０ ４６，０８７，３６２ ３６３，１６４ １５，８３４，５９４

２．管理費 ８６，３０３，７７７ ８５，６６２，８５７ ６４０，９２０

３．繰出金 ０ １３，２００，０００ －１３，２００，０００

事業活動支出計 １４８，５８８，８９７ １３１，７５０，２１９ ６４０，９２０ １３，５６３，１６４ １５，８３４，５９４－１３，２００，０００

事業活動収支差額 １７，２０３，４０８ ７，６４１，９８５ ９，４１９，１２５ １４２，２９８ ０

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

１．特定預金取崩収入 ５００，０００ ５００，０００

投資活動収入計 ５００，０００ ５００，０００ ０ ０ ０

２．投資活動支出

１．特定資産支出 ４，５３０，０００ ４，５３０，０００

投資活動支出計 ４，５３０，０００ ４，５３０，０００ ０ ０ ０

投資活動収支差額 －４，０３０，０００ －４，０３０，０００ ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予備費 ０ ０ ０ ０

当期収支差額 １３，１７３，４０８ ３，６１１，９８５ ９，４１９，１２５ １４２，２９８ ０

前期繰越収支差額 ９７，９５２，０５８ ４１，５２１，３０７ ５６，０８５，９０７ ３４４，８４４ ０

次期繰越収支差額 １１１，１２５，４６６ ４５，１３３，２９２ ６５，５０５，０３２ ４８７，１４２ ０
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会 計 監 査 報 告 書

平成２２年度一般会計、特別会計収支決算書並びに財産目録について、関係諸帳簿等を照合し慎重に監査

した結果、適正であることを認めます。

平成２３年６月２３日

監 事

監 事

鳥取県医師会長 岡 本 公 男 殿
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第５号議案 平成２３年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２３年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追加分）

申請理由

地区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ０ １ １６ ０ ０ １７ ２０２，０００

中 部 ０ ０ ３ ０ ０ ３ ３３，０００

西 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

大 学 ０ ０ １ ０ ０ １ １１，０００

計 ０ １ ２０ ０ ０ ２１ ２４６，０００

会費減免申請の詳細

【傷病】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 申請理由

東 部 Ｂ 岸 憲 太 郎 尾 � 病 院 病気療養中

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 長 野 祥 子 鳥取県立中央病院 東 部 Ｂ 武 本 祐 鳥取県立中央病院

〃 Ｂ 村 上 裕 樹 〃 〃 Ｂ 山 田 真悠子 鳥取赤十字病院

〃 Ｂ 森 崎 剛 史 〃 〃 Ｂ 加 藤 亜 結 美 〃

〃 Ｂ 近 藤 奈保子 〃 〃 Ｂ 井 山 拓 治 〃

〃 Ｂ 神 谷 裕 子 〃 〃 Ｂ 阪 田 良 一 〃

〃 Ｂ 倉 敷 妙 子 〃 〃 Ｂ 田 渕 真 基 鳥 取 市 立 病 院

〃 Ｂ 椋 田 権 吾 〃 中 部 Ｂ 小 椋 貴 文 鳥取県立厚生病院

〃 Ｂ 坂 口 琢 紀 〃 〃 Ｂ 大 田 里香子 〃

〃 Ｂ 成 冨 徳 仁 〃 〃 Ｂ 本 田 聡 子 〃

〃 Ｂ 戸 杉 夏 樹 〃 鳥取大学 Ｂ 田 中 那津美 鳥取大学医学部附属病院
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３４
，５
９４

０
２９
，５
３８
，０
９４

�
受
取
補
助
金
等

日
医
補
助
金

７
，２
９８
，９
００

７
，２
９８
，９
００

県
委
託
金
・
補
助
金

５
，６
６３
，１
０９

５
，６
６３
，１
０９

産
業
医
研
修
委
託
金

１
，９
９０
，８
６１

１
，９
９０
，８
６１
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

地
産
保
セ
ン
タ
ー
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

受
取
補
助
金
等
計

１４
，９
５２
，８
７０

０
０

０
０

０
１４
，９
５２
，８
７０

�
受
取
負
担
金

会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

受
取
負
担
金
計

１
，８
６０
，０
００

０
０

０
０

０
１
，８
６０
，０
００

	
受
取
寄
付
金

受
取
寄
付
金
計

０
０

０
０

０
０

０



雑
収
益

受
取
利
息

６１
，７
２５

１
，９
６２

６３
，６
８７

広
告
・
手
数
料
他
収
益

１
，８
６９
，０
００

１
，８
６９
，０
００

雑
収
益

２２
，８
４９
，６
０９

△
８１
９
，７
０３

１４
，０
４５

２２
，０
４３
，９
５１

雑
収
益
計

２４
，７
８０
，３
３４

△
８１
９
，７
０３

１４
，０
４５

１
，９
６２

０
０

２３
，９
７６
，６
３８

�
他
会
計
か
ら
の
繰
入
額

他
会
計
か
ら
の
繰
入
額

１３
，２
００
，０
００

１３
，２
００
，０
００

０

他
会
計
か
ら
の
繰
入
額
計

１３
，２
００
，０
００

０
０

０
０

１３
，２
００
，０
００

０

経
常
収
益
計

１３
９
，３
９２
，２
０４

△
７９
８
，４
７８

１０
，０
６０
，０
４５

１３
，７
０５
，４
６２

１５
，８
３４
，５
９４

１３
，２
００
，０
００

１６
４
，９
９３
，８
２７

�
経
常
費
用

�
事
業
費

医
学
向
上
費

９
，０
１９
，０
３８

９
，０
１９
，０
３８

地
域
社
会
活
動
費

８
，４
３３
，８
９０

８
，４
３３
，８
９０

社
会
保
障
対
策
費

１
，４
９０
，０
３２

１
，４
９０
，０
３２

医
政
対
策
費

１
，６
００
，９
７７

１
，６
００
，９
７７

医
療
経
済
対
策
費

２
，５
４０
，０
１０

２
，５
４０
，０
１０

広
報
活
動
費

９
，５
６４
，０
８９

９
，５
６４
，０
８９

部
会
費

５
，８
５２
，４
３７

５
，８
５２
，４
３７

福
祉
対
策
費

２
，５
９３
，７
８９

２
，５
９３
，７
８９

地
区
医
師
会
連
絡
費

４
，６
９５
，１
６１

４
，６
９５
，１
６１

諸
支
出
金

２９
７
，９
３９

２９
７
，９
３９

病
気
療
養
見
舞
金

２
，７
７５
，０
００

２
，７
７５
，０
００

還
付
金

１２
３
，１
６２
，３
００

１２
３
，１
６２
，３
００
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

地
産
保
セ
ン
タ
ー
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

修
繕
費

６４
０
，５
００

６４
０
，５
００

通
信
費

３６
３
，１
６４

３６
３
，１
６４

諸
謝
金

９
，５
５９
，１
０３

９
，５
５９
，１
０３

旅
費

３５
３
，２
７０

３５
３
，２
７０

庁
費

５
，５
４２
，８
６０

５
，５
４２
，８
６０

租
税
公
課

３７
９
，３
６１

３７
９
，３
６１

事
業
費
計

４６
，０
８７
，３
６２

１２
５
，９
３７
，３
００

６４
０
，５
００

３６
３
，１
６４

１５
，８
３４
，５
９４

０
１８
８
，８
６２
，９
２０

�
管
理
費

報
酬

８
，５
２５
，５
００

８
，５
２５
，５
００

給
与

２４
，３
８０
，８
００

２４
，３
８０
，８
００

職
員
手
当

１３
，１
７４
，９
３０

１３
，１
７４
，９
３０

退
職
金

５０
０
，０
００

５０
０
，０
００

共
済
費

７
，０
３６
，３
４６

７
，０
３６
，３
４６

旅
費

３
，６
７０
，６
８０

３
，６
７０
，６
８０

一
般
事
務
費

４
，８
４６
，９
３３

２５
６
，７
８４

５
，１
０３
，７
１７

交
通
費

１
，３
２２
，０
５０

１
，３
２２
，０
５０

福
利
厚
生
費

５２
，８
２７

５２
，８
２７

光
熱
水
費

３
，１
４４
，０
４０

３
，１
４４
，０
４０

建
物
減
価
償
却
費

２３
，６
２８

１１
，０
４３
，３
０３

１１
，０
６６
，９
３１

構
築
物
減
価
償
却
費

２４
，９
８４

２０
１
，６
７３

２２
６
，６
５７

什
器
備
品
減
価
償
却
費

２８
３
，４
７０

２５
９
，８
０５

５４
３
，２
７５

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
減
価
償
却
費

２７
９
，６
２５

２７
９
，６
２５

公
課
金

４
，９
８４
，６
３９

４
，９
８４
，６
３９

総
会
費

６１
４
，７
００

６１
４
，７
００

代
議
員
会
費

２
，１
４７
，１
５２

２
，１
４７
，１
５２

理
事
会
費

５
，５
３９
，３
４９

５
，５
３９
，３
４９

監
事
会
費

０
０

委
員
会
費

０
６８
，６
６０

６８
，６
６０

中
国
四
国
医
師
会
連
合
負
担
金

８４
７
，８
００

８４
７
，８
００

関
係
団
体
負
担
金

１４
８
，２
００

１４
８
，２
００

会
館
維
持
管
理
費

４
，０
７８
，０
１１

４
，０
７８
，０
１１
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

地
産
保
セ
ン
タ
ー
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

会
館
管
理
運
営
費

６４
８
，９
００

６４
８
，９
００

諸
経
費

４２
０

４２
０

管
理
費
計

８６
，２
７４
，５
６４

３２
５
，４
４４

１１
，５
０５
，２
０１

０
０

０
９８
，１
０５
，２
０９

�
他
会
計
へ
の
繰
出
額

他
会
計
へ
の
繰
出
額

１６
，６
５０

１３
，２
００
，０
００

１３
，２
００
，０
００

１６
，６
５０

他
会
計
へ
の
繰
出
額
計

０
１６
，６
５０

０
１３
，２
００
，０
００

０
１３
，２
００
，０
００

１６
，６
５０

経
常
費
用
計

１３
２
，３
６１
，９
２６

１２
６
，２
７９
，３
９４

１２
，１
４５
，７
０１

１３
，５
６３
，１
６４

１５
，８
３４
，５
９４

１３
，２
００
，０
００

２８
６
，９
８４
，７
７９

当
期
経
常
増
減
額

７
，０
３０
，２
７８

△
１２
７
，０
７７
，８
７２

△
２
，０
８５
，６
５６

１４
２
，２
９８

０
０

△
１２
１
，９
９０
，９
５２

２
．
経
常
外
増
減
の
部

�
経
常
外
収
益

経
常
外
収
益
計

０
０

０
０

０
０

０

�
経
常
外
費
用

�
そ
の
他
の
経
常
外
費
用

退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

１１
，２
７０
，０
００

１１
，２
７０
，０
００

そ
の
他
の
経
常
外
費
用
計

１１
，２
７０
，０
００

０
０

０
０

０
１１
，２
７０
，０
００

経
常
外
費
用
計

１１
，２
７０
，０
００

０
０

０
０

０
１１
，２
７０
，０
００

当
期
経
常
外
増
減
額

△
１１
，２
７０
，０
００

０
０

０
０

０
△
１１
，２
７０
，０
００

税
引
前
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
４
，２
３９
，７
２２

△
１２
７
，０
７７
，８
７２

△
２
，０
８５
，６
５６

１４
２
，２
９８

０
０

△
１３
３
，２
６０
，９
５２

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
４
，２
３９
，７
２２

△
１２
７
，０
７７
，８
７２

△
２
，０
８５
，６
５６

１４
２
，２
９８

０
０

△
１３
３
，２
６０
，９
５２

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

３３
３
，４
９１
，４
１８

１２
７
，０
７７
，８
７２

２７
９
，４
４８
，８
９９

３４
４
，８
４４

０
０

７４
０
，３
６３
，０
３３

一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

３２
９
，２
５１
，６
９６

０
２７
７
，３
６３
，２
４３

４８
７
，１
４２

０
０

６０
７
，１
０２
，０
８１

�
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

０
０

０
０

０
０

０

指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

０
０

０
０

０
０

０
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

地
産
保
セ
ン
タ
ー
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

０
０

０
０

０
０

０

�
正
味
財
産
期
末
残
高

３２
９
，２
５１
，６
９６

０
２７
７
，３
６３
，２
４３

４８
７
，１
４２

０
０

６０
７
，１
０２
，０
８１
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正味財産増減計算書（一般会計）

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 受取入会金
受取入会金 ４，５００，０００ ４，５００，０００ ０

受取入会金計 ４，５００，０００ ４，５００，０００ ０

� 受取会費 ０
受取会費 ７７，７４９，０００ ７７，０３９，０００ ７１０，０００
特別受取会費 ２，３５０，０００ ２，３８７，４００ △３７，４００

受取会費計 ８０，０９９，０００ ７９，４２６，４００ ６７２，６００

� 受取補助金等 ０
日医補助金 ７，２９８，９００ ６，４５３，２５０ ８４５，６５０
県委託金 ５，６６３，１０９ ５，６５６，７５２ ６，３５７
産業医研修委託金 １，９９０，８６１ ２，１９１，１５０ △２００，２８９

受取補助金等計 １４，９５２，８７０ １４，３０１，１５２ ６５１，７１８

� 受取負担金 ０
社会保険通信負担金 ０ ４５３，６００ △４５３，６００
会館維持負担金 １，８６０，０００ １，８６０，０００ ０

受取負担金計 １，８６０，０００ ２，３１３，６００ △４５３，６００

� 雑収益 ０
受取利息 ６１，７２５ １５３，７７７ △９２，０５２
広告・手数料他収益 １，８６９，０００ ２，０９７，９４０ △２２８，９４０
雑収益 ２２，８４９，６０９ ７，６５７，８２１ １５，１９１，７８８

雑収益計 ２４，７８０，３３４ ９，９０９，５３８ １４，８７０，７９６

� 他会計からの繰入額 ０
他会計からの繰入額 １３，２００，０００ １３，８００，０００ △６００，０００

他会計からの繰入額計 １３，２００，０００ １３，８００，０００ △６００，０００

経常収益計 １３９，３９２，２０４ １２４，２５０，６９０ １５，１４１，５１４

� 経常費用
� 事業費
医学向上費 ９，０１９，０３８ ７，１０１，９７７ １，９１７，０６１
地域社会活動費 ８，４３３，８９０ １０，２５９，７９７ △１，８２５，９０７
社会保障対策費 １，４９０，０３２ ２，５７４，８４６ △１，０８４，８１４
医政対策費 １，６００，９７７ １，９５４，６８２ △３５３，７０５
医療経済対策費 ２，５４０，０１０ １，５３６，７８５ １，００３，２２５
広報活動費 ９，５６４，０８９ ９，６６１，７５０ △９７，６６１
部会費 ５，８５２，４３７ ５，２１８，０５６ ６３４，３８１
福祉対策費 ２，５９３，７８９ ２，８１７，９９２ △２２４，２０３
地区医師会連絡費 ４，６９５，１６１ ４，９０６，７８５ △２１１，６２４
諸支出金 ２９７，９３９ ０ ２９７，９３９

事業費計 ４６，０８７，３６２ ４６，０３２，６７０ ５４，６９２

� 管理費
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科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

報酬 ８，５２５，５００ ８，２２５，５００ ３００，０００
給与 ２４，３８０，８００ ２４，３５６，４００ ２４，４００
職員手当 １３，１７４，９３０ １２，７６８，４００ ４０６，５３０
退職金 ５００，０００ １，８２０，０００ △１，３２０，０００
共済費 ７，０３６，３４６ ６，５０４，５７９ ５３１，７６７
旅費 ３，６７０，６８０ ４，９４１，９１０ △１，２７１，２３０
一般事務費 ４，８４６，９３３ ４，３３０，０２９ ５１６，９０４
交通費 １，３２２，０５０ １，２２７，５９０ ９４，４６０
福利厚生費 ５２，８２７ ５９，５４５ △６，７１８
光熱水費 ３，１４４，０４０ ２，８３６，１７０ ３０７，８７０
建物減価償却費 ２３，６２８ ２９，４１８ △５，７９０
構築物減価償却費 ２４，９８４ ２２，３８２ ２，６０２
什器備品減価償却費 ２８３，４７０ ４８４，１０６ △２００，６３６
ソフトウェア減価償却費 ２７９，６２５ ２７９，６２５ ０
公課金 ４，９８４，６３９ ５，０７１，８００ △８７，１６１
総会費 ６１４，７００ ５３４，１７６ ８０，５２４
代議員会費 ２，１４７，１５２ ３，１０５，２８０ △９５８，１２８
理事会費 ５，５３９，３４９ ５，３２２，３０４ ２１７，０４５
監事会費 ０ １１１，５８４ △１１１，５８４
中国四国医師会連合負担金 ８４７，８００ １，０３４，９００ △１８７，１００
関係団体負担金 １４８，２００ １７８，２００ △３０，０００
会館維持管理費 ４，０７８，０１１ ４，１７２，５５５ △９４，５４４
会館管理運営費 ６４８，９００ ３，１５０ ６４５，７５０

管理費計 ８６，２７４，５６４ ８７，４１９，６０３ △１，１４５，０３９

経常費用計 １３２，３６１，９２６ １３３，４５２，２７３ △１，０９０，３４７

当期経常増減額 ７，０３０，２７８ △９，２０１，５８３ １６，２３１，８６１

２．経常外増減の部 ０
� 経常外収益 ０

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用 ０
� その他の経常外費用 ０

退職給付引当金繰入額 １１，２７０，０００ ０ １１，２７０，０００

その他の経常外費用計 １１，２７０，０００ ０ １１，２７０，０００

経常外費用計 １１，２７０，０００ ０ １１，２７０，０００

当期経常外増減額 △１１，２７０，０００ ０ △１１，２７０，０００

税引前当期一般正味財産増減額 △４，２３９，７２２ △９，２０１，５８３ ４，９６１，８６１

当期一般正味財産増減額 △４，２３９，７２２ △９，２０１，５８３ ４，９６１，８６１

一般正味財産期首残高 ３３３，４９１，４１８ ３４２，６９３，００１ △９，２０１，５８３

一般正味財産期末残高 ３２９，２５１，６９６ ３３３，４９１，４１８ △４，２３９，７２２

� 指定正味財産増減の部 ０

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ３２９，２５１，６９６ ３３３，４９１，４１８ △４，２３９，７２２
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正味財産増減計算書（共済会会計）

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 基本財産運用益
財産収入 ２１，２２５ ５１，２３９ △３０，０１４

� 受取会費
受取会費 ０ １３，８９１，５００ △１３，８９１，５００

� 雑収益
雑収益 △８１９，７０３ ８２１，３０７ △１，６４１，０１０

経常収益計 △７９８，４７８ １４，７６４，０４６ △１５，５６２，５２４

� 経常費用
� 事業費
病気療養見舞金 ２，７７５，０００ ９，５４３，０００ △６，７６８，０００
弔慰金 ０ ６，０００，０００ △６，０００，０００
配偶者弔慰金 ０ ５０，０００ △５０，０００
還付金 １２３，１６２，３００ ０ １２３，１６２，３００

事業費計 １２５，９３７，３００ １５，５９３，０００ １１０，３４４，３００

� 管理費
委員会費 ６８，６６０ ２３，７９３ ４４，８６７
一般事務費 ２５６，７８４ ５２，０７４ ２０４，７１０

管理費計 ３２５，４４４ ７５，８６７ ２４９，５７７

� 他会計への繰出額
他会計への繰出額 １６，６５０ ０ １６，６５０

経常費用計 １２６，２７９，３９４ １５，６６８，８６７ １１０，６１０，５２７

当期経常増減額 △１２７，０７７，８７２ △９０４，８２１ △１２６，１７３，０５１

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 △１２７，０７７，８７２ △９０４，８２１ △１２６，１７３，０５１

当期一般正味財産増減額 △１２７，０７７，８７２ △９０４，８２１ △１２６，１７３，０５１

一般正味財産期首残高 １２７，０７７，８７２ １２７，９８２，６９３ △９０４，８２１

一般正味財産期末残高 ０ １２７，０７７，８７２ △１２７，０７７，８７２

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ０ １２７，０７７，８７２ △１２７，０７７，８７２
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正味財産増減計算書（会館修繕積立金会計）

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 受取会費
積立金収入 １０，０４６，０００ ９，９９８，０００ ４８，０００

� 雑収益
雑収益 １４，０４５ １９，９４６ △５，９０１

経常収益計 １０，０６０，０４５ １０，０１７，９４６ ４２，０９９

� 経常費用
� 事業費
修繕費 ６４０，５００ ６１８，６６０ ２１，８４０

事業費計 ６４０，５００ ６１８，６６０ ２１，８４０

� 管理費
建物減価償却費 １１，０４３，３０３ １２，００４，７７９ △９６１，４７６
構築物減価償却費 ２０１，６７３ ２３２，９８１ △３１，３０８
什器備品減価償却費 ２５９，８０５ ４４５，０４１ △１８５，２３６
諸経費 ４２０ ８４０ △４２０

管理費計 １１，５０５，２０１ １２，６８３，６４１ △１，１７８，４４０

経常費用計 １２，１４５，７０１ １３，３０２，３０１ △１，１５６，６００

当期経常増減額 △２，０８５，６５６ △３，２８４，３５５ １，１９８，６９９

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 △２，０８５，６５６ △３，２８４，３５５ １，１９８，６９９

当期一般正味財産増減額 △２，０８５，６５６ △３，２８４，３５５ １，１９８，６９９

一般正味財産期首残高 ２７９，４４８，８９９ ２８２，７３３，２５４ △３，２８４，３５５

一般正味財産期末残高 ２７７，３６３，２４３ ２７９，４４８，８９９ △２，０８５，６５６

� 指定正味財産増減の部 ０

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ２７７，３６３，２４３ ２７９，４４８，８９９ △２，０８５，６５６

鳥取県医師会報 １１．８ 臨時号

132



正味財産増減計算書（生命保険会計）

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 事業収益
団体事務費収益 １３，７０３，５００ １４，２１７，４３９ △５１３，９３９

� 雑収益
受取利息 １，９６２ ４，９２６ △２，９６４

経常収益計 １３，７０５，４６２ １４，２２２，３６５ △５１６，９０３

� 経常費用
� 事業費
通信費 ３６３，１６４ ３８１，０５５ △１７，８９１

� 他会計への繰出額
他会計への繰出額 １３，２００，０００ １３，８００，０００ △６００，０００

経常費用計 １３，５６３，１６４ １４，１８１，０５５ △６１７，８９１

当期経常増減額 １４２，２９８ ４１，３１０ １００，９８８

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 １４２，２９８ ４１，３１０ １００，９８８

当期一般正味財産増減額 １４２，２９８ ４１，３１０ １００，９８８

一般正味財産期首残高 ３４４，８４４ ３０３，５３４ ４１，３１０

一般正味財産期末残高 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８
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正味財産増減計算書（地産保センター会計）

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 事業収益
委託金 １５，８３４，５９４ ０ １５，８３４，５９４

経常収益計 １５，８３４，５９４ ０ １５，８３４，５９４

� 経常費用
� 事業費
諸謝金 ９，５５９，１０３ ０ ９，５５９，１０３
旅費 ３５３，２７０ ０ ３５３，２７０
庁費 ５，５４２，８６０ ０ ５，５４２，８６０
租税公課 ３７９，３６１ ０ ３７９，３６１

事業費計 １５，８３４，５９４ ０ １５，８３４，５９４

経常費用計 １５，８３４，５９４ ０ １５，８３４，５９４

当期経常増減額 ０ ０ ０

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 ０ ０ ０

当期一般正味財産増減額 ０ ０ ０

一般正味財産期首残高 ０ ０ ０

一般正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ０ ０ ０
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流
動
資
産
合
計

４８
，８
９３
，９
８２

０
６５
，５
０５
，０
３２

４８
７
，１
４２

１
，８
５７
，８
６８

１１
６
，７
４４
，０
２４

２
．
固
定
資
産

�
基
本
財
産 基
本
財
産
合
計

０
０

０
０

０
０

�
特
定
資
産

退
職
給
付
引
当
資
産

６９
，１
３９
，１
７９

０
０

０
０

６９
，１
３９
，１
７９

医
事
紛
争
積
立
資
産

４
，８
００
，０
００

０
０

０
０

４
，８
００
，０
００

共
済
会
積
立
資
産

０
０

０
０

０
０

特
定
資
産
合
計

７３
，９
３９
，１
７９

０
０

０
０

７３
，９
３９
，１
７９

�
そ
の
他
固
定
資
産

建
物

１
，０
８５
，８
０８

０
６０
９
，２
５０
，７
８０

０
０

６１
０
，３
３６
，５
８８

構
築
物

１
，０
００
，０
００

０
１８
，６
８７
，３
３１

０
０

１９
，６
８７
，３
３１

什
器
備
品

６
，４
７０
，４
１５

０
４８
，５
１１
，５
５２

０
０

５４
，９
８１
，９
６７

土
地

２７
３
，５
２２
，３
５０

０
０

０
０

２７
３
，５
２２
，３
５０

減
価
償
却
累
計
額

△
７
，２
８５
，７
９４

０
△
４６
４
，５
９１
，４
５２

０
０

△
４７
１
，８
７７
，２
４６

無
形
固
定
資
産
償
却
累
計
額

△
２
，９
５６
，２
５０

０
０

０
０

△
２
，９
５６
，２
５０

投
資
有
価
証
券

０
０

０
０

０
０

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

３
，２
６１
，８
７５

０
０

０
０

３
，２
６１
，８
７５

そ
の
他
固
定
資
産
合
計

２７
５
，０
９８
，４
０４

０
２１
１
，８
５８
，２
１１

０
０

４８
６
，９
５６
，６
１５

固
定
資
産
合
計

３４
９
，０
３７
，５
８３

０
２１
１
，８
５８
，２
１１

０
０

５６
０
，８
９５
，７
９４

資
産
合
計

３９
７
，９
３１
，５
６５

０
２７
７
，３
６３
，２
４３

４８
７
，１
４２

１
，８
５７
，８
６８

６７
７
，６
３９
，８
１８

�
負
債
の
部

１
．
流
動
負
債

未
払
金

３
，７
６０
，６
９０

０
０

０
３７
９
，３
６１

４
，１
４０
，０
５１

仮
受
金

０
０

０
０

１
，４
７８
，５
０７

１
，４
７８
，５
０７

流
動
負
債
合
計

３
，７
６０
，６
９０

０
０

０
１
，８
５７
，８
６８

５
，６
１８
，５
５８

２
．
固
定
負
債

退
職
給
付
引
当
金

６４
，９
１９
，１
７９

０
０

０
０

６４
，９
１９
，１
７９

固
定
負
債
合
計

６４
，９
１９
，１
７９

０
０

０
０

６４
，９
１９
，１
７９

負
債
合
計

６８
，６
７９
，８
６９

０
０

０
１
，８
５７
，８
６８

７０
，５
３７
，７
３７

�
正
味
財
産
の
部

１
．
指
定
正
味
財
産

２
．
一
般
正
味
財
産

３２
９
，２
５１
，６
９６

０
２７
７
，３
６３
，２
４３

４８
７
，１
４２

０
６０
７
，１
０２
，０
８１

正
味
財
産
合
計

３２
９
，２
５１
，６
９６

０
２７
７
，３
６３
，２
４３

４８
７
，１
４２

０
６０
７
，１
０２
，０
８１

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

３９
７
，９
３１
，５
６５

０
２７
７
，３
６３
，２
４３

４８
７
，１
４２

１
，８
５７
，８
６８

６７
７
，６
３９
，８
１８
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貸借対照表（一般会計）

平成２３年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ３９，８４６，０７３ ２６，９７２，５９０ １２，８７３，４８３

未 収 金 ９，０４７，９０９ ９，４２３，５２７ △３７５，６１８

流動資産合計 ４８，８９３，９８２ ３６，３９６，１１７ １２，４９７，８６５

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

退職給付引当資産 ６９，１３９，１７９ ６５，１０９，１７９ ４，０３０，０００

医事紛争積立資産 ４，８００，０００ ４，８００，０００ ０

特定資産合計 ７３，９３９，１７９ ６９，９０９，１７９ ４，０３０，０００

� その他固定資産

建 物 １，０８５，８０８ １，０８５，８０８ ０

構 築 物 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

什器備品 ６，４７０，４１５ ６，４７０，４１５ ０

土 地 ２７３，５２２，３５０ ２７３，５２２，３５０ ０

減価償却累計額 △７，２８５，７９４ △６，９５３，７１２ △３３２，０８２

無形固定資産償却累計額 △２，９５６，２５０ △２，６７６，６２５ △２７９，６２５

投資有価証券 ０ １０，０００，０００ △１０，０００，０００

コンピュータソフトウエア ３，２６１，８７５ ３，２６１，８７５ ０

その他固定資産合計 ２７５，０９８，４０４ ２８５，７１０，１１１ △１０，６１１，７０７

固定資産合計 ３４９，０３７，５８３ ３５５，６１９，２９０ △６，５８１，７０７

資産合計 ３９７，９３１，５６５ ３９２，０１５，４０７ ５，９１６，１５８

� 負債の部

１．流動負債

未 払 金 ３，７６０，６９０ ４，８７４，８１０ △１，１１４，１２０

流動負債合計 ３，７６０，６９０ ４，８７４，８１０ △１，１１４，１２０

２．固定負債

退職給付引当金 ６４，９１９，１７９ ５３，６４９，１７９ １１，２７０，０００

固定負債合計 ６４，９１９，１７９ ５３，６４９，１７９ １１，２７０，０００

負債合計 ６８，６７９，８６９ ５８，５２３，９８９ １０，１５５，８８０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ３２９，２５１，６９６ ３３３，４９１，４１８ △４，２３９，７２２

正味財産合計 ３２９，２５１，６９６ ３３３，４９１，４１８ △４，２３９，７２２

負債及び正味財産合計 ３９７，９３１，５６５ ３９２，０１５，４０７ ５，９１６，１５８
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貸借対照表（共済会会計）

平成２３年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ０ ２６９，７１２ △２６９，７１２

未 収 金 ０ ８２０，０００ △８２０，０００

流動資産合計 ０ １，０８９，７１２ △１，０８９，７１２

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

共済会積立資産 ０ １２７，０７０，０００ △１２７，０７０，０００

特定資産合計 ０ １２７，０７０，０００ △１２７，０７０，０００

� その他固定資産

その他固定資産合計 ０ ０ ０

固定資産合計 ０ １２７，０７０，０００ △１２７，０７０，０００

資産合計 ０ １２８，１５９，７１２ △１２８，１５９，７１２

� 負債の部

１．流動負債

未 払 金 ０ １，０８１，８４０ △１，０８１，８４０

流動負債合計 ０ １，０８１，８４０ △１，０８１，８４０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ０ １，０８１，８４０ △１，０８１，８４０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ０ １２７，０７７，８７２ △１２７，０７７，８７２

正味財産合計 ０ １２７，０７７，８７２ △１２７，０７７，８７２

負債及び正味財産合計 ０ １２８，１５９，７１２ △１２８，１５９，７１２
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貸借対照表（会館修繕積立金会計）

平成２３年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ６５，５０５，０３２ ５６，０８５，９０７ ９，４１９，１２５

流動資産合計 ６５，５０５，０３２ ５６，０８５，９０７ ９，４１９，１２５

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

特定資産合計 ０ ０ ０

� その他固定資産

建 物 ６０９，２５０，７８０ ６０９，２５０，７８０ ０

構 築 物 １８，６８７，３３１ １８，６８７，３３１ ０

什器備品 ４８，５１１，５５２ ４８，５１１，５５２ ０

減価償却累計額 △４６４，５９１，４５２ △４５３，０８６，６７１ △１１，５０４，７８１

その他固定資産合計 ２１１，８５８，２１１ ２２３，３６２，９９２ △１１，５０４，７８１

固定資産合計 ２１１，８５８，２１１ ２２３，３６２，９９２ △１１，５０４，７８１

資産合計 ２７７，３６３，２４３ ２７９，４４８，８９９ △２，０８５，６５６

� 負債の部

１．流動負債

流動負債合計 ０ ０ ０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ０ ０ ０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ２７７，３６３，２４３ ２７９，４４８，８９９ △２，０８５，６５６

正味財産合計 ２７７，３６３，２４３ ２７９，４４８，８９９ △２，０８５，６５６

負債及び正味財産合計 ２７７，３６３，２４３ ２７９，４４８，８９９ △２，０８５，６５６
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貸借対照表（生命保険会計）

平成２３年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８

流動資産合計 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

特定資産合計 ０ ０ ０

� その他固定資産

その他固定資産合計 ０ ０ ０

固定資産合計 ０ ０ ０

資産合計 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８

� 負債の部

１．流動負債

流動負債合計 ０ ０ ０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ０ ０ ０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８

正味財産合計 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８

負債及び正味財産合計 ４８７，１４２ ３４４，８４４ １４２，２９８
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貸借対照表（地産保センター会計）

平成２３年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 １，８５７，８６８ ０ １，８５７，８６８

流動資産合計 １，８５７，８６８ ０ １，８５７，８６８

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

特定資産合計 ０ ０ ０

� その他固定資産

その他固定資産合計 ０ ０ ０

固定資産合計 ０ ０ ０

資産合計 １，８５７，８６８ ０ １，８５７，８６８

� 負債の部

１．流動負債

未 払 金 ３７９，３６１ ０ ３７９，３６１

仮 受 金 １，４７８，５０７ ０ １，４７８，５０７

流動負債合計 １，８５７，８６８ ０ １，８５７，８６８

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 １，８５７，８６８ ０ １，８５７，８６８

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ０ ０ ０

正味財産合計 ０ ０ ０

負債及び正味財産合計 １，８５７，８６８ ０ １，８５７，８６８
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財 産 目 録
平成２３年３月３１日

資産の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動資産 １１６，７４４，０２４

１．預 金 １０７，６９６，１１５

鳥取銀行・本店 普通預金（一般会計） ２６，５０４，２３２

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（一般会計） １３，３４１，８４１

鳥取銀行・本店 普通預金（会館修繕積立金会計） ２９，００１，７３４

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（会館修繕積立金会計） ３６，５０３，２９８

鳥取銀行・本店 普通預金（生命保険会計） ４８７，１４２

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（地産保センター会計） １，８５７，８６８

２．未収入金 ９，０４７，９０９

〔一般会計〕 ９，０４７，９０９

均等割会費収入 ２，５１０，０００

学校医部会費 ７２，０００

産業医部会会費 ３６０，０００

日医補助金 １３８，０００

県委託金・補助金 ５，６６３，１０９

雑 収 入 ２０８，８００

広告・手数料他収入 ９６，０００

�．固定資産 ５６０，８９５，７９４

１．有形固定資産 ４８６，６５０，９９０

� 建 物 鳥取市戎町３１７番地 ６１０，３３６，５８８

鉄筋コンクリート４階建一部５階建

健康会館

建築面積８６６．９４� 延床面積２，０９１．８４�

建 物 ４６３，１１９，７８０

付属設備 １４７，２１６，８０８

� 構 築 物 １９，６８７，３３１

舗装工事 ６，３６２，６７１

花 壇 ８，０２９，３５５

ブロック塀 ３，７６０，１４９

擁 壁 他 １，５３５，１５６

� 器具備品 ５４，９８１，９６７

１階研修センター連結イス ９，２２５，０００

１階研修センター舞台吊物装置 ５，５００，０００

２階理事会室会議テーブル・イス ５，８２７，２００

２階常任理事会室会議テーブル・イス ４，０３０，４００

３階資料室平行移動書庫 １，２１６，０００

３階研修室テーブル・チェアー １，１６０，０００

４階図書室移動棚コンパックルーム ３，６３５，１６０

４階集会室テーブル １，３１４，０００

４階集会室チェアー １，２９６，０００

４階集会室ウォール １，２６６，９００

ハートシムACLSトレーニングシステム ２，４８６，９２５

研修室備品他 １８，０２４，３８２
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科 目 内 訳 金 額

� 土 地 ２７３，５２２，３５０

鳥取市戎町３１７番地

宅地 １，９５７．３７� ２７３，５２２，３５０

� 減価償却累計額 －４７１，８７７，２４６

建 物 －２６４，８２７，９８０

付属設備 －１３６，６４５，３１７

構 築 物 －１７，９４２，６９４

器具備品 －５２，４６１，２５５

２．無形固定資産 ３０５，６２５

� コンピュータソフトウェア ３，２６１，８７５

控除システム等 １，５１７，２５０

法人会計システム指導料・会員情報管理システム設計料 ７４９，７５０

ホームページ管理ソフト ９９４，８７５

� 減価償却累計額 －２，９５６，２５０

３．特定資産 ７３，９３９，１７９

� 医事紛争積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ４，８００，０００

� 役員退職積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ４，２２０，０００

� 職員退職積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ４４，１４５，１５０

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 １０，３８６，１７９

中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 １０，３８７，８５０

資 産 合 計 ６７７，６３９，８１８
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負債の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動負債 ５，６１８，５５８

１．未 払 金 ４，１４０，０５１

〔一般会計〕 ３，７６０，６９０

鳥取医学雑誌発行費 ８２４，８４０

救急・防災対策費 ４１３，５７３

情報システム対策費 １０７，１００

会 報 費 ５，１８０

母体保護法指定医部会 ８４０

地区医師会交付金 １，２８０，０００

給 与 職員手当 １２１，２００

共 済 費 ３６８，４３６

光熱水費 ６７，０８２

公 課 費 ５７２，４３９

〔地産保センター会計〕 ３７９，３６１

消費税相当額 ３７９，３６１

２．仮 受 金 １，４７８，５０７

〔地産保センター会計〕 １，４７８，５０７

委 託 金 １，４７８，５０７

�．固定負債 ６４，９１９，１７９

１．退職給与引当金 ６４，９１９，１７９

負 債 合 計 ７０，５３７，７３７

差 引 正 味 財 産 ６０７，１０２，０８１
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